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　　　　　　　　１




　初夏の教室というのは、恐おそろしく暑い。冷れい房ぼうをつけることが許されない時期だし、そもそも冷房なんてものがこの部屋にはなかった。

「おそい」

　真ま柴しば七なな瀬せはもう何十回繰くり返したかわからない言葉を呟つぶやいた。

『七瀬、昼メシおごるから放課後術じゆつ学がくのノートコピらせて！　マジ赤点だけはヤバいんだよぉお！』──と、鬼おにのような形ぎよう相そうで境さかいが泣きついてきたのは昼休みのことだ。必死さもさることながら、購こう買ばい部ぶ一日五食限定のスペシャルタコサンドを手に拝おがまれたら、断るに断れない。

　そういうわけでノートを貸してやろうと待っているのだが、肝かん心じんの境はなかなか姿を見せなかった。職しよく員いん室しつに寄らなきゃとかなんとか騒さわいでいたので、特に気にせず待っていたが……さすがに遅おそすぎる。

　七瀬は無人の教室を見回して、ため息をついた。

　いつの間にか教室は茜あかね色いろに染まっていた。窓辺から降りそそぐ金色の光。整せい然ぜんと並んだ机の列。うっすらとチョークに汚よごれた黒板。時間が止まったような風景のなかで、ぬるい風が音もなくカーテンを揺ゆらしていく。

　……もう帰るか。

　これだけ待ったんだ、来ない方が悪い。見切りをつけて立ち上がると、狙ねらいすましたように机の上の携けい帯たい電でん話わが震ふるえだした。案の定、ディスプレイには『境』とある。

「あいつ、いまさら」

　遅いんだよ。七瀬は呟いてタッチパネルに触ふれた。とたん、バチッと青い火花が爆はぜた。

「痛いっ!?」

　指先から腕うでに強きよう烈れつな痛みが走り、携帯を落としそうになる。その様子をあざ笑うように携帯からポーン、と間の抜けた音があがった。

「くそー、重ね重ね境めっ」

　術式で送るなと言っても、しばらくするとまたやらかす。ニワトリ並みに三歩歩くと忘れる才能があるとしか思えない。

　液えき晶しようディスプレイには通行止めマークが明めい滅めつし、『炎プロクスのない物で触れると大変危険です。遮しや炎えん手て袋ぶくろははずし、直接指で触れてください』と警けい告こく文ぶんが表示されている。

　この状じよう態たいの画面に触さわるとまた痛い目にあうので、キー操そう作さでメールを閉じた。

　警告音が止やむと、ほっと肩の力が抜けた。そうして緊きん張ちようしていた自分に気づかされ、七瀬はますます深いため息をついた。

　七瀬には何も特別なものはない。どこにでもいる普通の高校生で、飛とび抜ぬけて才能があるわけでも、致ち命めい的てきにだめな点があるわけでもない。面白いくらい平へい凡ぼんで普ふ通つう。しかしそれでも決して超こえられない壁かべが存在している……

　そのとき、廊ろう下かを走る足音が聞こえた。パタパタと上うわ履ばきを鳴らす音が、一直線にこちらへ駆かけてくる。

　慌あわただしく開かれたドアの音に、七なな瀬せは入口を振ふり返った。

「何やってたんだよ境さかい」

　遅いぞ、と続くはずの言葉は喉のどで潰ついえた。

　いたのは、境ではなかった。

　長い髪かみの、きれいな女の子だった。息を切らせながら、今にも泣き出しそうな顔で教室を見回し──七瀬を見た。

「──七瀬っ」

　いきなり名前で呼ばわれ、七瀬はフリーズした。

　え、聞き間ま違ちがえ？　いや見間違えか？　思わず少女をまじまじと見つめてしまう。

　柔にゆう和わに整ととのった顔立ちに、腰こしまで届くやわらかな髪。すらりとした美人で、彼女ほど清せい楚そ可か憐れんという言葉が似合う人を七瀬は知らない。念のためカーディガンの下のシャツに注目するが、間違いなくうちの学校の制服で、襟えりにはちゃんと「Ⅰ」の刺し繡しゆうもある。

　やっぱ東雲しののめ彪あや女め、だよな??

　認にん識しきして、ますますわけがわからなくなった。

　東雲彪女といえば、微笑ほほえむ顔しか記き憶おくにない。穏おだやかで、誰だれにでも優やさしくて。でも不ふ思し議ぎと人を寄せつけない雰ふん囲い気きがある。しかしこれは仕方がない。同じ高校一年でも、彼女はふつうの生徒と違うのだから。

　彪女は、〈先せん見けん〉のイヴだ。若くして東雲家の当主を務め、日本で九人しかいない特別な存在。

　そんな人が泣きそうな顔をしているだけでも事件なのに、彪女は七瀬の前にくると、涙なみだに光る目元を拭ぬぐって泣き笑うように微笑んだ。

「よかった」

　何がですかっ!?

　話が全然見えない、ていうかさっきなんで名前で呼ばれた!?　名前どころか、苗みよう字じでさえ呼ばれたことないぞ!?

　彪女が学校一の有名人なら、七瀬はぶっちぎりの落ちこぼれだ。奇き跡せき的てきに同級生なのであって、イヴの名を戴いただく少女と七瀬では住む世界どころか次元が違いすぎる。人類という以外共通点なんてないんじゃないかと真しん剣けんに悩なやむくらいだ。

　それなのに彪女は緊きん張ちようした面おも持もちでまっすぐに七瀬を見つめていた。

「……今度は、私が約束を守る番ね」

　そう言って、目を伏ふせた。それから、

　カーディガンを脱ぬぎ、タイを解ほどいた。

「……へ？」

　夕焼けの教室に、衣きぬ擦ずれの音が密ひそやかに響ひびく。

　タイがぱさっと床ゆかに落ちた。ほっそりとした指がシャツのボタンを一つずつ外していく。さらに下に着ていたキャミソールを──

「うわあああああああああ!?　ちょっちょと待ったぁあ!!」

　七なな瀬せは悲ひ鳴めいをあげ首を横に振ふり切った。グギッと音がしたが痛みを感じる余よ裕ゆうはない。黒板、机の列、落とし物らしき消しゴム、床──何を見ても体が熱あつくなる。

　俺おれは変へん態たいかっ!?　などと自分につっこんでみるが、もちろん効果はない。何を見たところで、直前に見たものを忘れることなどできなかった。繊せん細さいなレース地、透すきとおるような白い肌はだ、華きや奢しやなのにそこだけは確たしかなボリュームが──って、何、この超ちよう展てん開かい!?

　なんでこんなことに!?　何が何でどうしたらこんなことになるんだ、ていうかなんで俺が悲鳴あげてんだふつう逆だっ！

　もはやつっこみ所も定まらない、完全にパニック寸前だ。なけなしの理性でどうにか首の筋すじがつる限界位置をキープするが、一ミリでも動いたら視線を制せい御ぎよする自信がない。

　いろんな意味で死にそうになりながら、七瀬は必死に理性をかき集めた。

「ど、どういうつもりだ!?　だって、ていうか、なんでこんな……っ！」

「……貴方あなたがそうしてほしいって言ったから」

「っい!?　言ってない！」

「な……七瀬は、私が好きでこんなことをするって言いたいの？　一いつ瞬しゆんだって、こういうこと考えなかったって言うの……っ？」

「ぃや、そ……れは、」

　健けん全ぜんな男子なら想そう像ぞうのひとつやふたつする。でもそんなこと女子に言うか？　声に出して言う!?　うっ、まさかこの人には人の心を読む能力が……!?

　いやいやいや、と七瀬は激はげしくかぶりを振った。

　仮にそうだとしても、俺にこんな状じよう況きよう考えつけるはずがない！　立場が違いすぎてそんな妄もう想そうの余地すらなかったじゃないか！

「とにかくっ落ち着こう……！　そうだ、話し合おう、話せばわかるっ！」

「だ、だから……これが私の答え……なの」

「ぇええっ!!　やっ、でででも、なんていうか、ほら、物事には順じゆん序じよというものが……っ」

「七瀬になら全部見せていいと思った──それじゃ、だめ？」

　ダメじゃありません。上うわ目め遣づかいに訊たずねられ、反はん射しや的てきに言いそうになる。

　心しん拍ぱく数すうが跳はねあがり、全身火がついたみたいに熱い。頭が沸ふつ騰とうしてまともに考えられない。このまま流されて何が悪い。そうだ、本人が良いって言ってるし、据すえ膳ぜん食わぬはなんとやら………………なんだけど！

「……やっぱダメだよ、こんなこと！」

　七なな瀬せは煩ぼん悩のうを振ふり切り、誠せい心しん誠せい意い言った──つもりが、彼女は裏うら切ぎられたように大きく目を丸めた。恥はずかしそうに赤らめていた頰ほおになんだか別の赤みがさしてくる。

「こんなこと……？　こんなことって、どういう意味……」

「あ、いや！　変な意味で言ったんじゃなくて」

「じゃあどういう意味!?」

「そういわれても他に言い様ようがっ！　まさか読者サービスありがとうございます、みたいなこと言ったら──うわっ、だよね、怒おこるよね、すみません黙だまります」

「なんて人……！　貴方あなたがこんな無責任だなんて思わなかった！」

「あの、そのことでちょっと……」

「前からそうね！　自分のことは話さないで、いっつも人の話ばかり聞いてわかった顔して！」

「いやだから」

「私できないことまでさせようなんて思ってない！　嫌いやなら嫌って言えばいいのよ!!　こんなことになるってわかってたら最初から貴方と約束なんて」

「だから俺おれたち初対面だ!!」

　キン、と七瀬の声が教室に反はん響きようした。

　声がすべての音を吞のみ込んでしまったように、あたりが静まり返る。風にひるがえるカーテンだけが密ひそやかな音をたてた。

　長い沈ちん黙もく。

　彪あや女めは、きょとんと目を瞬まばたいた。

　そのあまりに純じゆん粋すいな驚おどろきの表情に、七瀬の自信は揺ゆらぎかけた。しかし、これが事実だ。

「話すのは、今がはじめてだよ……！　だから俺、東雲しののめさんと約束なんてできるはずない」

「──う、噓うそっ」

「噓ついてどうするんだよ！」

「で、でもっ、貴方は私のこと知っている、でしょう？」

「そりゃあ、君はイヴだから。東雲の当主を知らないヤツなんてこの町にいないよ、日本中探したっていないかも」

「　　　　え？」

　他の言葉は一言だって浮うかばなかったのだろう。彪女はまるで知らない町に放ほうり出された子どものように呆ぼう然ぜんと視線をさ迷わせ、やがて気の抜けた声でぽつりと言った。

「今日きようは、何月何日……」

「？　六月二十八日だけど？」

　答えた直後、彪女の顔が真まっ青さおになった。かと思うと、みるみるうちに真まっ赤かになっていく。そして、

「……………………きっ」

「き？」

「きゃあああああああああ！」

　正せい拳けん突づきが七なな瀬せの頰ほおにめりこんだ。

　肘ひじの伸のびた、清すが々すがしいまでの一いち撃げきだった。

　きりもみ状に吹ふっ飛とばされた七瀬は、椅い子すや机を巻き込んで激はげしく転てん倒とうした。そのわずかな隙すきに彪あや女めはシャツをはおり、服をかき集めて猛もう然ぜんと教室を飛び出していた。ぱたぱたと廊ろう下かを駆かける音が、驚おどろくべき速度で遠ざかっていく。

　七瀬は倒たおれた椅子や机に絡からまったまま、呆ぼう然ぜんと彪女の消えたドア口を見た。

　今の…………、何。

　何なんだ!?

「────ぇえええええええええええ??」

　教室に取り残された七瀬の叫さけびは、いつまでも校舎にこだました。




　　　　　　　　２




　白はく昼ちゆう夢む、という言葉がある。文字通り真っ昼間に見る、非現実的な夢ゆめをさす言葉だ。

　正門を出た七瀬は慎しん重ちように道路を見回した。

　外はまだ明るい。残ざん照しようが西の空を赤く染そめ、黄色から薄うすい水色へとグラデーションをつくっている。車どおりの少ない道路、マンションと民家が入り混じった住宅街……いつもと変わらない風景のなかを、買かい物もの袋ぶくろをさげたおばちゃんや帰宅途と中ちゆうらしいサラリーマンが歩いていく。

　見み慣なれた町並みを眺ながめていると、本当に夢でも見ていた気になれた。……夢と片づけるにはいくつか問題があるが。

　頰に触ふれると、まだヒリヒリとした痛みがあった。

「白昼夢って痛いんだっけな……」

　ありえない事じ態たいを前に本気でそんなことを考えた。

　自じ慢まんではないが、七瀬には理り不ふ尽じんなことに耐たい性せいがあるという自負があった。しかし、さっきの出来事は、そんな経けい験けん値ちを見事に吹き飛ばしてくれた。

「うう……意味わかんねえ」

　間ま違ちがえるにしてもほどがある。何をどうしたらああなるんだ、しかも初対面なのにこっちを知ってるような口ぶりだったし──ん？　知ってる？

　七瀬ははっとした。

　そうだ、東雲しののめ家けといえば、千せん里り眼がんや予知を得意とする〈先せん見けん〉の能力者の源げん流りゆうだ！　ということは、彼女は未来を見たんじゃないか？　そうだ、だからきっと──

「って、どんな未来見たら俺おれの前で脱ぬぐんだよ！」

　七なな瀬せは頭を抱かかえてしゃがみこんだ。ありえない結けつ論ろんのせいで余よ計けいなことまで思い出し、顔まで熱あつくなる。

　まだ、黄昏たそがれの余よ韻いんが皮ひ膚ふに染しみついているみたいだった。

　夕焼けの教室。金色の光に縁ふち取どられた彼女の姿。薄うすいシャツを透すかして、ほっそりとした体のラインが浮うかんでいて……。

　七瀬は動きを止め、ほんの少しだけその先を想そう像ぞうしてみた。

「…………あー」

　なんだか、とっても惜おしいことをした気がする。

　などと不ふ埒らちなことを考えたのがいけなかった。

「やだぁ、あの人ニヤニヤしてる」

　通りの向こうからあがった批ひ難なんの声に七瀬は飛とびあがりそうになった。

　振ふり返ると、制服のサマーニットにチェックのプリーツスカート姿の女の子がニヤリと笑った。背が高く、髪かみもショートにしているのでボーイッシュな印象が強い。

「……なんだよ、日ひ野のか」

　幼なじみの姿にほっと息をつくと、道路を横断してきた日野が唇くちびるをとがらせた。

「なんだとは何？　人がせっかく不ふ審しん者しやに見えないように声かけてやったのにさ」

　そりゃどーも、と七瀬は横に並んだ日野をちらりと見上げた。

　平均身長ど真ん中の七瀬より、日野の方が数センチ高い。中学でつけられた差はまだ取り返せていないらしい。

「七、ずいぶん遅おそかったじゃん」

「あー……ちょっとな……。そういうお前こそこんな時間まで何してたんだ？」

「園えん芸げい部ぶの帰り。それでケータイ見たら近くに七の表示があってさ」

　そう言って日野は携けい帯たい端たん末まつを振ってみせた。

　液えき晶しようディスプレイには幾き何か学がく模も様ように似た術じゆつ式しき陣じんが光っている。青白く発光するラインは、注視すれば細かな数式で成り立っているのが見える。わずかな炎プロクス消しよう費ひで半はん径けい一キロ圏けん内ないの知人を検知する検けん索さくアプリだ。それはいいとして、

「なんで俺おれのこと検索してんだよ」

「いっ、別にぃ……？　暇ひまつぶしよ、暇つぶし」

　術式が暇つぶし……。なんて憎にくたらしいコメントだ。

　魔ま術じゆつや呪じゆ術じゆつなんて、専門知ち識しきと膨ぼう大だいな時間が必要で、おいそれと使えるものじゃなかったはずだ。それが電子機き器きに組み込まれるようになってからというもの、急にお手軽になった。今では当然のように携帯の標ひよう準じゆん装そう備びだし、自動ドアまで近赤外線センサーから炎プロクス感知型に変わって、迷めい惑わく甚はなはだしい。

「あ！　それスペシャルタコサンド!?」

　出し抜けに日ひ野のが叫さけんだ。

　何のことだ、と日野の視線を辿たどって──七なな瀬せはぞっとした。

　七瀬が手にした紙かみ袋ぶくろに、でかでかと『スペシャルタコサンド』と字がプリントされている。一日限定五食、人気メニューにのみ使われるオリジナルの袋。が、今は別の物体が入っている。

　やわらかなシルク地に、繊せん細さいなレース、よくこんなの着れてんなと思うくらい面積の小さい……彪あや女めが回収し忘れたキャミソールだ。

　見つけてしまった瞬しゆん間かん、「どうすんだこれえええ！」と叫ばずにはいられなかった。しかし考える間もなく見回りの先生が来るのが見えて──……とっさにこの袋に突つっ込んでしまった。

　あの場に捨ておけば、良くて忘れ物、悪ければ晒さらし物だ。かといって、預かっていいものだったか激はげしく疑ぎ問もんだ。だいたいどのツラ下げてこんなのを返せばいいんだ、いっそこのままゴミ箱に突っ込んだ方が本人のためかもしれない。

　などと悩なやむ七瀬の心情など知るはずもなく、日野はうきうきと両手を差し出した。

「ね、一口ちょうだい」

「はあっ!?　ば、ばか、何言ってんだっ！」

「いいじゃんさ、一口くらい」

「無理だ！　なんていうか、あ、そうだ！　中身入ってないから無理なんだ！」

「『あ、そうだ』って何」

「きっ……聞き間ま違ちがえじゃないのか～っ？」

「だったら見せなよ！」

「うわあああ！」

　急に伸のびてきた手に、七瀬は悲ひ鳴めいをあげて紙袋を高くかかげた。

　見られたらヤバい、絶対信じてもらえない、百パーセント変へん態たい認にん定ていされる！

「ほら絶対なかにある！　よこしなさい！」

「気のせいだ！」

　七瀬はくるくる回るように日野を避さけ、どうにか袋を鞄かばんにねじ込んだ。

「あー、ずるい！　しかも潰つぶれたよ、もったいない!!」

「うるさいな！　それより来週期末テストだぞ、なんで部活あるんだよ校則違い反はんだろ！」

「はあ!?　違うに決まってんでしょ、先生から許可もらいました！」

『校則違反』という言葉に見事にひっかかり、日野が抗こう議ぎするように七瀬の鼻先に指をつきつけた。昔からルールや道義に関してはビシビシに厳きびしい日野だ。話題を摩すり替かえることに成功して、七瀬は内心ほっとしつつ、さらに訊きいた。

「許可までもらって何してたんだよ？」

「品評会に出す花が虫にやられたんだよ。ほっとくと葉っぱが白くなって出品できなくなるから、みんなで駆く除じよしてたんだ」

「へー、大変だな」

「植物だって生き物なんだから、手がかかるのは当たり前」

　日ひ野のはあっさりと言ってのけた。実家が花屋なので、手間を取らされることに対する心構えが違ちがう。それだけ花に対する思い入れが深いということか。

「腹が立つのは花より人だよ。人手が足りないっていうのに、境さかいがばっくれるしさ」

「境？　あいつ俺おれとも約束してたぞ？　結局来なくて二時間待ちぼうけだったけど」

「はあダブルブッキング!?　信じらんない！」

「まあ、明日あした見かけたら注意するよ」

「注意したってダーメ！　ああいうヤツは根性から叩たたきなおさないとね……！」

　日野が可愛かわいい顔に鬼おに軍ぐん曹そうみたいな悪い笑みを浮うかべた。このあたり七なな瀬せよりよほどたくましいというか凶きよう悪あくだ。

「だいたい七、そこは怒おこるところだからね！　二時間放置とかありえないから、境のヤツ連れん絡らくもしないでいい度ど胸きようよ！」

「いや連絡らしきものはあったんだよ。だけど……なんつーか」

　術じゆつ式しきで。七瀬がそう呟つぶやいたとたん、日野が吹ふき出した。

「なあんだ、だったら境だけのせいじゃないか、だって七、ＭＰゼロってさ」

「やめろよその言い方」

「ごめんごめん！」

　ＭＰ、気、オーラ、魔ま力りよく、通つう力りき──言い方は様さま々ざまだが、誰だれもが生まれながらに持つ、超ちよう能のう力りよくや術式に消しよう費ひされる生体エネルギーのことだ。正式名めい称しようは炎プロクスというのだが、学生の間ではＭＰと呼ぶことが多い。

「俺にだって炎プロクスくらいあるんだよ、ただちょっと使えないだけで」

「ちょっとぉ？　この前自動ドアに無視されてガラスに激げき突とつしたの誰だっけ？　術じゆつ式しき封ふうで届く封ふう筒とうも開けられなくて、毎度うちに持ってくるのは誰だっけなあ」

　ぐ……、と七瀬は言葉に詰まり、無言でしおれた。その様よう子すに日野はあわてた。

「やだな冗じよう談だんだよ!?　だってほら、ええと……あ、天気！　そうそう七に天気教えてもらおうと思ってたんだ！　これから配送があってさ、大だい至し急きゆうお願いします！」

「……雨じゃないのか、梅つ雨ゆだし」

「ちょっと適てき当とう言わないでってば！　ほら、ちゃんと確かく認にん！」

　促うながされて、七瀬はしぶしぶ空を仰あおいだ。

「どう？」

「──本当に雨だよ。あと十五分くらいで降るかな。気温下がりそうだから上着もってけよ」

　空を眺ながめたまま言うと、日ひ野のが呆あきれたように息をついた。

「分単位とか、その系けい譜ふ本気でうらやましい……って、雨なの!?　しまった、店先の花しまわなくちゃ！　七ななありがと、私急ぐからこっちから行くね！」

　日野はあわただしく言いながら、交差点へ向かって走り出した。

「ああ、じゃあまた明日あしたな」

「うん──あ、そうそう肝かん心じんなこと言い忘れてた！　七、このままいくと丸まる焦こげだから気をつけてね！」

「は？」

「インクちゃんによろしくねー！」

　伝えたことに満足したらしく、日野は手を振ふって颯さつ爽そうと行ってしまった。

　丸焦げ？　────謎なぞだ。

　首を傾かしげる七なな瀬せのそばを、柔やわらかな風がふわりと吹ふき抜ぬけた。

　ただの風だが、七瀬には音も匂においも感かん触しよくも、ひとつひとつがまったく違ちがって感じられる。そんなふうに空気の流れを意い識しきすることで、これからの天気がなんとなくわかった。

　七瀬は術じゆつ式しきが使えない。それでも炎プロクスが感かん応のうして、ふつうの人には感じられない世界を伝えてくる。

「……」

　力は、すぐそこにある。とても大きく、自由な力だ。その気配を確たしかに感じるのに、決して触ふれられない。手を伸のばせば摑つかめそうなのに、絶対に摑めないもの……。

　七瀬は茜あかね色いろの空を仰あおぎ、小さく息をついた。

　　　　　　　　＊

　七瀬の家は駅から二十分ほど行ったところにある。築ちく十数年のマンションで、現在は実質一人暮ぐらしだ。母親は幼い頃ころに他界し、父親も出張であと一週間は戻らない。気楽な生活、と言いたいところだが、そうもいかないのが現状だ。

「ただいまー」

　廊ろう下かに言うと、奥おくから、ぴょこっとポニーテールを揺ゆらして小さな女の子が顔を覗のぞかせた。

　小学生くらいの女の子だが、その格好は風変わりだ。

　チューブトップに、黒のかぼちゃパンツ。石のような素材でできた大きな鎖くさりが、細い首にだらしなくぶらさがっている。頭の高いところで結った髪かみ型がたと腰こしに巻まいた布とがあいまって、まるで脱走してきたアラビアンナイトの魔ま人じんみたいだ。

　少女はぱたぱたと玄げん関かんに駆かけ寄ると、怒おこったように腰に手をやった。
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「おい遅おそいぞ七瀬、何してた」

　七瀬の半分ほどの身長もないのに、王様並みの尊そん大だいさで言う。こんなのでも、なかなか力のある使い魔だ。名前はインク。通つう称しよう悪あく魔ま、別名我が家の理り不ふ尽じん。

「悪かったよ、ほら夕飯買ってきたから」

　コンビニの袋ふくろを差し出すと、むくれていた表情がころっと変わった。

「わあ、純じゆん正せいインクジェット？」

「コンビニにそんなの期待しない」

　ちぇ、と言いながら、あどけない顔は綻ほころんだままだ。インクは嬉うれしそうにコンビニの袋に手を伸のばし──袋を摑つかむ寸前、ぴたりと動きを止めた。

　小さな鼻はなを犬みたいに動かして、不ふ審しんそうに七なな瀬せを見る。

「どうした？」

「……べっつにー？　ごはん温あたためるから、着き替がえてくれば？」

　インクはレジ袋を抱かかえると、スキップしながらキッチンへ消えた。

　なんかへんだな。そう思ったものの、七瀬は深く考えず自室に向かった。




　たぶん、このあたりで選せん択たく肢しを間ま違ちがえたんだろう。

　着替えをすませて廊ろう下かに出た七瀬は、初めて異変に気がついた。というか、異い臭しゆうに。

　廊下には不ふ穏おんな煙けむりが溢あふれ、焦こげ臭くさい匂においが充じゆう満まんしていた。発はつ生せい源げんと思おぼしきキッチンからは毒どく霧ぎりのように黒こく煙えんが吐はき出されている。

　おそるおそるリビングに踏ふみこむと、案の定電子レンジから煙があがっていた。換かん気き扇せんは大量の煙けむりを吸い出し切れず、ガタガタと情けない音をたてている。火か災さい報ほう知ち機きが鳴らないのはある意味奇き跡せきだ。

「おっそーい。ほら、食べよ」

　インクはすでにテーブルについていた。彼女の前には黒い液えき体たいの入ったマグカップがあるだけだ。一方、七なな瀬せの席にはたくさんの食器があった。わざわざコンビニ弁当を皿に移したらしく、茶ちや碗わんに小皿、サラダボウルと正しく食器が配置されている。

「いっただっきまーす」

　インクがゴクゴクと喉のどを鳴らすなか、七瀬は皿を見つめたまま動けなかった。とりあえず椅い子すに座ったものの、その先どうしていいかわからない。

「……あのー、インクさん？　俺おれのジューシーからあげチキンはどこでしょうか」

「目の前にあるよ？」

　もしかして、プスプスと煙をあげているこの石せき炭たんのような物体を言ってるのか。

「じゃあボリューム満点ポテトサラダは」

　ん、と目線だけで皿のひとつが示された。

　キャンプファイヤーの跡あと地ちよろしく、モサモサした炭すみが燻くすぶっている。隣となりの皿に目を移すと、やはりどす黒く焦げた何かが鎮ちん座ざしている。茶碗、皿、ボウル。正しく並んだ食器のどこを見ても黒焦げの謎なぞ物体しか入っていない。文字通り、丸焦げだ。

「あれ、七瀬好き嫌きらい？　だっめだなあー」

　インクは黒い物体をひょいと拾ひろって口に放ほうり込んだ。ジャリジャリメリメリ、およそ食べ物じゃない音がする。

「うわ……腹壊こわしても知らないからな」

「ん？　意外とおいしいかも。明日あしたからこうしよっかなあ」

　口のまわりを黒くして微笑ほほえむインクに、七瀬は引き攣つり笑いを浮うかべるしかなかった。

　インクは黒い物しか食べない。マグカップの液体は墨ぼく汁じゆうや詰つめ替かえ用インクジェット（非正規品）だし、おやつに習字用の固こ形けい墨ぼくをバリバリかじる。だからレンジを使わせた七瀬も悪いのだが、それにしても今日きようは容よう赦しやない。

　くそー、何の嫌いやがらせだ？　夕食を炭にするなんて絶対わざとだ。わざとだけど、理由までわからない。……インクのすることを正しく理解できたことなんて一度もないけど。

　七瀬は皿を見下ろして、息をついた。

　つやつやの米。卵焼き、ポテトサラダ、からあげ……。ありし姿を思い出すと腹がきゅるきゅる鳴る。目の前の暗黒物体が切なすぎて、合がつ掌しようせずにはいられなかった。




「なあ、インク。ちょっと教えてほしいんだけど」

　元夕食を廃はい棄きした七瀬は、冷れい蔵ぞう庫こをあさりながら後ろに声をかけた。「んー？」とやる気のない声が返ってくるのは、テレビに夢む中ちゆうな証しよう拠こだ。とりあえず了りよう承しようしたものとして話を続ける。

「〈先せん見けん〉の能力について教えてほしいんだけど」

「先見ー？　千せん里り眼がんとか遠とお見みのアレ？　なんでそんな面白みのない能力が気になるの？」

「面白みがないってお前な」

「だってホントのコトだよ？　日本人の三割は〈先見〉の系けい譜ふに分類されるんだから、十人に三人は〈先見〉の関係者ってことだよ」

「でも発はつ揮きされる能力には個人差があるだろ？　血けつ縁えんとか個性にも関係してるし、能力者レベルだと三パーセントもいないだろ」

　面白みがないって失礼だ、とつけ加えると、投げやりな声が返ってきた。

「あー、日ひ野のちゃん〈先見〉の系譜じゃなかった？　日野ちゃんに聞けばいいよー」

「それは……そうだけど。でもお前の方が詳くわしいだろ？　できるだけ正せい確かくに知りたいんだよ」

　七なな瀬せはトーストと野菜ジュースを手に、インクの向かいに腰こしをおろした。インクはテレビを眺ながめたまま、何の関心も示さず答えた。

「〈先見〉ねえー、別にいーけど。でも〈先見〉なんて、どのアイスに当たり棒が入ってるかとか、一目でこの人と結けつ婚こんすると思った！　とか、どーでもいー能力だよ？」

「だからそんな勘かんレベルじゃなくて、能力者レベルで聞きたいんだよ。例えばイヴとかさ」

　さりげなく最後の一言をつけ加えたつもりが、ピクッとインクの耳が動いた。

　インクは振ふり返ると、不ふ審しんそうに七瀬を見た。

「いぶぅ？　なぁにそれ、なんでそんなのが気になるの？」

「いっ、いいだろ……別に」

「ふうん……。──イヴ。絶大な超ちよう感かん覚かく、超能力などの系譜の能力ちからを得た女性と、その直系の娘むすめだけが代々引き継つぐ称しよう号ごう。その起き源げんは、人類の起源そのものであり、アフリカで誕たん生じようした人類の祖、〈原始のイヴ〉から始まります」

「いや、辞書的な意味じゃなくて」

「人類が長い歳さい月げつをかけて世界に広がったように、超能力はその過か程ていで様さま々ざまに変化し、樹じゆ形けい図ずを広げながら独自の進化を遂とげました。その分ぶん岐き点てんをなす特別な血ち筋すじの長だけがイヴの称号を持つことを許されています。また、イヴの名を継ぐ者は、例外なく強大な力を持ちます」

「だから概がい要ようはいいから、」

「ゆえに、特別な存在」突とつ然ぜん明めい瞭りような声でぴしっと言うと、インクは薄うすく微笑ほほえんだ。「そんな特別な女の人の何が知りたいの？」

　あどけない顔をして、その目は老ろう獪かいだ。

「んー、急に知りたいってことは、もしかして出会っちゃった？　しかも〈先見〉について聞きたいってことは、〈先見〉のイヴちゃんだよね。じゃー日野ちゃんに聞けないよね～？」

　うっ……ずぼしすぎる。

　放課後の出来事──彪あや女めの行動には〈先せん見けん〉が関係しているんじゃないか。そう考えた七なな瀬せだが、誰だれに訊きくかが問題だった。

　同じ〈先見〉の系けい譜ふの日野に訊くのが一番だが、系譜には独特の仲間意い識しきがある。地域によっては、同じ系譜の能力者を身内のように思う人も少なくないと聞く。

　訊けば教えてくれるだろうが、少し嫌いやな気分にさせるかもしれない。殊ことに他の生徒も一目置くイヴについてあれこれ訊いたら、日野だってあまりいい顔はしないだろう。そう思ってインクに訊いてみたが、これはこれで失敗だった──

「〈先見〉のイヴちゃんかあ～。かなり遠くまで見えるんじゃないの？　あたしの知ってるかぎり、百年先のことを見るばあちゃんがいたけど」

　かと思うと、インクはすんなりと答えた。ほっとしたのも束つかの間ま、この素す直なおさがいつまで続くかわからないと思い出して、七瀬は訊いた。

「他にできることないか？　心が読めるとかさ」

「ブー、系譜違ちがい。人は一系譜しか受け継つげないんだから、他の系譜の能力ちからは使えないよ」

「それは知ってるけど、なんかイヴっていうと何でもできそうだろ」

「わかってないなあ～。〈先見〉の遺い伝でん系けいの本分は『見る』ことだよ。時間や空間を越こえて様さま々ざまな現象を『見る』。だから、遠くの出来事を見たり、過去やこれから起こることを見ることはできても、人の頭の中は覗のぞけないよ。イヴなら、なおさらそうだよ。〈先見〉っていうくらいだから、もうバリバリ未来しか見えないんじゃない？」

「そっか……」

〈先見〉で人の心を覗くことはできない。となると、放課後の出来事には他の可能性が出てくる。例えば、体質変化の能力者が東雲しののめさんに化けて誘ゆう惑わくしてきたとか、誰だれかが術じゆつ式しき使って東雲さんを操あやつったとか──……

　考えながら、だんだん虚むなしくなった。誰がどういう意図を持ったにしろ、相当な労力を使ったはずだ。だけど、どう考えてもメリットがない。こんな小市民をたぶらかしたところで世界は一ミリだって変わらないし、影えい響きようすらないだろう。まさに労力のムダ。

　それに、と七瀬は思う。

　教室に飛とび込んできた彼女の表情が噓うそだとは思えなかった。何かあったんじゃないか──いや、何か起こるんじゃないか？　それも、とんでもなく悪い、何かが……

「あれー、七瀬お悩なやみ？　聞いてあげよっか」

　珍めずらしくインクが心配そうに言った。七瀬は少し迷まよい、結局首を横に振ふった。

「いや、いいや。何でもない」

　だけどそうだ、きっと何かの間違いだったんだ。実は全然関係なかったのに、あれこれ詮せん索さくしたせいで巻まき込まれるなんて最悪だ。こういうときは黙だまって様子を見るのが一番いい。

　嵐あらしはいずれ去る。それが七瀬の持じ論ろんだ。世の中どうにもならないことなんて腐くさるほどあるし、案外じっと待ってみれば自然解決することが多いものだ。

「疑問、全部とけたの？」

「ああ、サンキュ」

「そ、よかった」インクはにっこりと微笑ほほえみ、語ご尾びにハートマークが付きそうな甘あまい声で続けた。

「じゃ、死のっか」

　──うわ、そうきたっ！

「やだ」

　七なな瀬せはそっけなく答えて、トーストをかじった。テレビに目を移すと、ＣＭに入ったのか、テンションの高いナレーターが新発売の術じゆつ式しき加工済みシャツを猛もうプッシュしている。

「ええーっ、なんで??　気になることなくなったじゃん、今なら思い残すことなく逝いけるよ？」

　シャツに消しよう臭しゆう効こう果かプラス異い性せいを虜とりこにする香りつき？　胡う散さん臭くさい術式だなおい、とか思いながら適当に返事する。

「あー、実は宇宙の神しん秘ぴが知りたいんだよな、もうビッグバンが気になって気になって夜も眠ねむれないくらいで」

「じゃあ、この鎖くさりとろーよぉ！」

　インクがテーブルに身を乗り出して、強引に視界に割って入ってきた。

　この使い魔まはまた……。隙すきさえあれば、いつだって鎖の封ふう印いんを解かせようとする。力を封じられて面白くないのだろうが、毎度飽あきもせず、よく続けられるものだ。

「ねー、鎖が取れたら七瀬だって魔法が使えるじゃん。魔法楽しいぞ～？」

「鎖がはずれたら俺おれを殺すんじゃなかったか？」

「とーぜん！　いーじゃん、七瀬の灰色な人生が一いつ瞬しゆんでもバラ色になるんだから。ほらぁ、契けい約やくしちゃいなよお。痛くしないから★」

　まさに小こ悪あく魔まといった笑みを浮うかべて、インクが囁ささやいた。ぺったんこの胸むな元もとを強調するように肘ひじをついて、上うわ目め遣づかいにこちらを見る。

「テレビ見えないんだけど。……一応、何してんだ？」

「七瀬が買ってる雑誌の最初にこういうのあるよね！」

　大サービス、とインクが微笑む。おそらくマンガ雑誌についているグラビア写真のことを言っているのだろうが……、どう良く言っても『伏ふせ』といわれたワンコだ。

「わあ、すげー、眩まぶしくて目がくらみました、もう見てられません」

　七瀬は投げやりに返してテレビが見える位置を確かく保ほした。

　あまりにぞんざいな態たい度どにインクはむうっと頰ほおを膨ふくらませた。

「もー七瀬全然わかってないっ！　魔法が使えたら退たい屈くつな毎日もこれで解消なんだよ？　テストの点の心配もいらないし、好きなあの子だってあっという間に振ふり向くぞ★」

「そんな都合のいい能力あるかっ！　通つう販はんか怪あやしい宗しゆう教きようの勧かん誘ゆうみたいなこと言って、だいたい魔ま法ほうじゃなくて術じゆつ学がく！」

「おんなじだよ。あ、そーだ、特別に『死に様ざま』選べちゃうサービスつけたげる！　七なな瀬せ、贅ぜい沢たくぅー、いいなあ～！」

「どうしても俺おれは死ぬんだな」

「宇宙の前ではちっちゃなことだよ？」

　それを言ったらお前の都合こそどうでもいい──と思ったが、面倒だから黙だまることにした。

　ＣＭは佳か境きように入ったのか、熱あつく術じゆつ式しきの性能について語っている。

「ね、聞いてる？　鎖くさりとろーよー」

　インクの胸に下がった鎖がテーブルにぶつかって硬こう質しつな音をたてた。

　鎖は砂岩のように見えるが、実際は金きん属ぞくの一種だ。インクの力を封ふうじるために七瀬の先祖が鍛きたえたもので、封ふう印いんの維い持じに七瀬のＭＰ──炎プロクスを吸いあげている物体でもある。おかげで七瀬は術式どころか、系けい譜ふの能力ちからさえ使うことができない。

　今ならダブルセットで同じ価格、大変お買い得です！　と、欲しいもの以上を過か剰じようにセット販売する通販ＣＭを眺ながめながら、七瀬はしみじみ思った。

「余った商品売りつけないで半額にすれば買うのになあ」

　完全無視の発言に、インクはますますむくれた。

「七瀬のそういうトコ、かわいくない」

　こんな感じでいつもは会話が終わるが、今日きようは少し違ちがった。

　インクはテーブルからおりて七瀬の隣となりに座ると、声をとがらせた。

「それで、どうだったの」

「ん、何が？」

「スイレンみたいな甘あまい匂においの子だよね」

「？」

「あーあ、もう大人おとなの階段？　学校でイチャつくような子に育てた覚えないんだけどなあ」

　放課後の出来事をほのめかされ、七瀬はぎょっとした。

「ば……アホかッ！　そんなんじゃない、ていうか何で知ってるんだ!?」

「あ、そんな口利きいちゃうんだ。七瀬が鞄かばんに隠かくしてるもの、あたしがわからないとでも思ってるワケ？」

「なっ──！」

　いまさらながら、七瀬は夕食が炭すみになった理由がわかった気がした。

　どうやったか知らないが、インクはスペシャルタコサンド袋ぶくろの中身を知っている。きっとそこから放課後の出来事を推すい理りしたのだろうが……断じて七瀬のせいではない。

「本当に何もないっ！　カバンのはっ、あのままにしておけなかったからで……！　何でこんなことになったのかこっちが説明してほしいぐらいだよ！」

　黒い瞳ひとみが胡う散さん臭くさそうにじっと七なな瀬せを見た。と、突とつ然ぜんその瞳がうるっと揺ゆれた。

「あたしのコト、あきちゃったの？」

「はぁ!?」

　インクは七瀬の二の腕うでを取り、すがるような目で見上げた。

「七瀬のためにこんなにつくしてるのに。鎖くさりだって七瀬がそのほうが好きっていうから」

「ぅおいっ!?　とんでもないこと言うな!!」

「鎖で縛しばってこんな恥はずかしい格好させて、そっ、それに……あんなことやこんなこと……！」

「どんな!?　それどんなこと!?　破は壊かいされてんのは俺おれの生活だろっ！」

「────わかってるじゃん」

　泣き顔が一転、ニヤリと不吉な笑みに変わる。

　距きよ離りの近さに気づいて七瀬はぞっとした。インクの鎖が七瀬の腕に触ふれ、チッと静電気のような痛みが弾はじける。

「わっ！　ちょ、待」

「天てん誅ちゆう★」

　止める間もなく、七瀬はインクにぎゅっと抱だきしめられた。とたんに鎖からバチバチと火花がほとばしった。

「イデデデデデデ!!」

　鎖が青白く燃もえあがり、感電か火傷やけどのような痛みが体を貫つらぬく。青い火花が散り、術じゆつ式しきが発動したとき特有の金かな臭くさい匂においがあたりに漂ただよった。

　この使い魔まから人を守るための防ぼう衛えい機き能のうのはずが、術式が反対に取りつけてあるらしい。結果、インクに触れる者は、皮ひ膚ふを焼くような強きよう烈れつな攻こう撃げきを受けることとなる。力を封ふうじられているインクにとっては唯ゆい一いつのイヤガラセ手段だ。

　──ああ、なるほど、丸まる焦こげって……こっち。

　日ひ野のの言葉を思い出し、七瀬はちょっと笑い、ちょっと泣いた。

　インクは気がすむと、ようやく密みつ着ちやくさせた体を浮うかせた。

「女の子には優やさしく接しなきゃダメだよ？」

「……はい」

「それから。鞄かばんに入ってる物ちゃんと返してきなさい。もし明日あしたもうちにあったら……」

　インクが鎖を指で弾はじき、バチッと火花を散らしてみせた。

「わかってるよね★」

「肝きもに銘めいじます」

　プスプスと七瀬からあがる煙けむりに満足したように、インクはにっこりと笑った。




　　　　　　　　３




　翌日の昼休み。七なな瀬せは教室にいた。何度か彪あや女めに話しかけようとしたのだが、彼女の周まわりにはいつも人だかりができていて、近づくどころではなかった。

　一人でいる彼女を見つけたのは、今日きようは無理だと開き直ってマンガを読みはじめた頃ころだ。

　廊ろう下かに現われた彪女は、窓まどへ向かうとガラスに額ひたいを寄せて外を見下ろした。下はグラウンドだ、誰だれか探しているのだろうか？　何にしても声をかけるチャンスだ。

　七瀬が立ち上がろうとしたとき、彪女が窓のロックをはずした。

　両開きの大窓のせいか、きれいな女の子が開けるとまるで映画のワンシーンみたいだ──

　と思ったら、すぐ窓を閉めた。

　また開けて、また閉める。再び開閉。さらに何度か開け閉めを繰くり返し、何が気に入らなかったのか今度は窓のフレームを摑つかんでガタガタと揺ゆらしだした。終しまいには身を乗り出して開閉部分をいじりはじめる。…………結構、挙きよ動どう不ふ審しんだ。

　なにやってんだ？　七瀬はつい観察の態たい勢せいに入ってしまった。

　彪女は窓を中ちゆう途と半はん端ぱな角度で止めると、じいっと眺ながめ、ひとり頷うなずいた。それから開閉部にハンカチを押し込んで、さらにガラスの角度を調整する。と、クラスメイトらしき女子たちがやってきて彼女に話しかけた。

「……ぅわ、しまった！　また声かけそこなった！」

「何がしまったって？」

　近くの席にいた日ひ野のが振り返った。

　日野は七瀬の視線の先に目をやると、不ふ憫びんそうに七瀬に視線を戻もどした。

「七ぁ、ハードル下げないと彼女できないよ」

「そんなんじゃないって」

「ホントにぃ？」

「あのなあ……東雲しののめさんは〈先せん見けん〉のイヴだぞ。そんな大それたこと誰だれが考えるかって」

「そこまで言ってないのに──あ、だめだよ七そういうイジケ方は！　七だって本当だったら能力者なんだからもっと堂々としなよ。そりゃあ、七は成績も顔も平均ど真ん中で目立たないから存在感薄うすいっていうか、さすが空気使いってカンジでむしろ存在が空気だなあって思うけど、だからって自分を卑ひ下げすることないよ！」

「励はげまし風なのに何かいろいろグサグサきた」

「え!?　あ、うそゴメン！　でっでもほら私は七のいいところいっぱい知ってるし！」

「いいよ無理してフォローしてくれなくて」

「無理なんかっ」

「それより、東雲しののめさんっていつもあんなカンジなのか？」

「──は？　え、何あんなって？」

「だから────あ」

　彪あや女めはすでに窓まどから離はなれ、女子たちと談だん笑しようしていた。まさにご令れい嬢じようといったしぐさで、さっきの怪あやしさは微み塵じんもない。……なんていうか、詐さ欺ぎだ。

「……まあ、七ななが見み惚とれるのもムリないか。この前、うちの部長も超ちようデレデレだったしなあ」

「ん、この前って？」

「園えん芸げい部ぶにきたんだよ。いつもきれいな花を咲かせるから、どういうふうに作業してるか知りたいって。ま、ホントはあんまり興きよう味みなかったみたいだけど」

「なんでそんなことわかるんだ？」

「『あなたを想おもっています』」

「？」

「オシロイバナの花言葉！　これを知らずに花好きなワケないでしょ！」

「その基準はどうかと思うぞ……」

「他にもあるんだって。ちょっとよそよそしかったし、それにうちの部、いろいろ物入りで予算が回らなくなってきてたんだよね。きっと園芸部のピンチを知って助けに来てくれたんじゃないかなー、と思うのよ」

　それこそ気のせいだろ、とつっこむと、日ひ野のは得意げに笑った。

「それが超高いメーカーの肥料、どんと寄付してくれたんだな。保管場所もここがいいって、業者に手配までして倉庫に運んでくれてさ。あれ絶対ポケットマネーだね！」

「へえ、そうなのか。たしかにそれはスゴいな」

「でしょ！　彪女さんはさ、花に関心なくても、すごく人を大切にするよ。困ってる人は絶対見過ごさないっていうか、いつも誰だれかの役に立とうとしてて。さすがイヴだよね、本当にすごい人だよ」

　たぶん、これが東雲彪女という人物に対する正しい認にん識しきだ。昨日きのうの放課後までなら七なな瀬せも同じことを言っただろう。

　彼女はいつだって微笑ほほえんでいる。誰にでも優やさしく平等で、いつも穏おだやかで。必要とあれば、多くを語らずただ実行する。いつだって軽やかに微笑みながら、ひとりで問題を解決してしまう人なのだ。それがイヴという名を持つ人の、大きな能力ちからを持った者の務つとめなのかもしれない。

　──じゃあ、あれはなんだったんだ？

　七瀬の胸むねに昨日見た光景が迫せまった。

　黄昏たそがれの教室に泣きそうな顔で飛とび込んできた彪女。小さな女の子みたいに肩かたを震ふるわせて、とても弱く、無む防ぼう備びで……

「聞いてる、七？」

　日ひ野のの声に七なな瀬せは我に返った。

「あ、悪い。何？」

「だからさ、旧校舎の中庭覗のぞいて帰ってよ。もう文化祭の準備はじめてて、すごいんだから。園えん芸げい部ぶの秘ひ密みつ兵へい器きっていうか、底力？」

「何か作ってるのか？」

「うん、いつもは部長がうるさくてダメなんだけど、今日きようは部活ないし、部員以外が覗いてもバレる心配ないから。そっ、それに、今……オ、オシロイバナが咲いててきれいだから、七に見てほしいっていうか……私の気持ちっていうか……」

　ごにょごにょ言っていて、半分くらいまったく聞き取れなかった。しかし日野の頼みだ、無む下げに断るのも悪い。

「うん、わかった」

「本当!?　絶対だよ！」

　やったー、と日野が笑ったところで予よ鈴れいが鳴った。廊ろう下かにいる彪あや女めたちも移動をはじめる。七瀬は少しだけ迷まよって、鞄かばんを取った。

「あれ？　七、次体育だよ」

「ああ、あとから行く」

　いつまでも先さき延のばしにすることでもない。それにまた家に持ち帰りでもしたら、今度こそインクに炭すみにされる。七瀬は小走りに教室を後にした。




「東雲しののめさん！」

　呼び止めると、彪女は一いつ瞬しゆんだけ不ふ思し議ぎそうな表情を浮うかべ、すぐに笑みに切り替かえた。

「何か御ご用よう？」

　完かん璧ぺきな微笑ほほえみと柔やわらかな物もの腰ごし。彼女がそうするだけで、その魅み力りよくは数百倍跳はねあがる。七瀬は内心たじたじしながら、言葉を押おし出した。

「えっと……、昨日きのうのことでちょっと」

「昨日？」

「ほら、放課後に、その……会いましたよね？」

「いいえ？」

「…………あー、俺おれ、昨日会った真ま柴しば七瀬っていうんですけど」

　彪女は目を瞬まばたき、わからなそうに小首を傾かしげた。

　うわ、まさか昨日のアレ本当に本人じゃなかった!?　だけどあんなにそっくり他人に化ける能力者がうちの学校にいるだろうか。……もしかして東雲さんって二重人格？　いや、影かげ武む者しやとか??

　悩めば悩むほど考えが横よこ滑すべりして、どう切り出したらいいかわからなくなる。気まずい沈ちん黙もくを埋うめるように、まわりからくすくすと忍しのび笑いが起こった。告白しにきた無む謀ぼうな生徒とでも思われたらしい。視線がものすごく痛い。

　彪あや女めはクラスメイトたちに先に行くように促うながすと、七なな瀬せに微笑ほほえみかけた。

「ごめんなさい、私ももう授業に行かないと」

「あっ、待った！」思わず呼び止めてしまい、逆に腹が決まった。七瀬は鞄かばんを開けて紙かみ袋ぶくろを探った。「これ昨日きのうの忘れ──って、えっ!?」

　七瀬は驚おどろいて飛とびあがりそうになった。袋を取り出そうとしたとき、いきなり彪女が七瀬の手に両手を重ねてきたのだ。

「真ま柴しば君、だったかしら？」

「え、あ……!?　はい!?」

「はじめまして」

「あ、その話はもうどうでも！　とにかく俺おれはこれを」

「は　じ　め　ま　し　て」

　レッツ　リピート　アフター　ミー？　そう言わんばかりに彼女は可か憐れんに微笑む。

　…………なんというか、これは、

「いや絶対昨日会ってるよな!?」

「いいえ、初対面です」

「初対面で『はじめまして』を連呼するヤツがあるかっ！」

「そうですね、はじめまして」

　──……ああ、そうですか。そういうことですかっ！

　カチンときて七瀬はにっこりと微笑んだ。ただし袋を取り出すことに全力を傾かたむける。

「じゃあ、はじめまして。そして昨日会ったときの忘れ物を届けにきました」

　おかしな人、と彼女も笑みを湛たたえながら両手に力をこめた。

「今はじめて会ったのだから、昨日は会えないわ」

「あ、そうか。じゃあ『はじめまして』じゃないか」

「いいえ、今はじめてお目にかかったわ」

　フフフ、ハハハと爽さわやかに歓かん談だんしながら互たがいに一歩もゆずらない。笑顔とは裏うら腹はらに、『スペシャルタコサンド』の袋が鞄から覗のぞいたり引っ込んだりする。

「とにかく、コレ返すっ！」

「し、知りません、キャミソールなんか」

「知ってんじゃんか！」

「私は〈先せん見けん〉のイヴよ、未来を見るのが務つとめですっ」

　うわあ、なんだそれ！　昨日は泣いてたくせにっ！

　だいたい挙きよ動どう不ふ審しんすぎるんだ。一方的に巻まき込んで、一方的に納得して、そのうえ説明なしとは何事だ！　こっちはインクに殺されかけたのに──！

　七なな瀬せはむきになって腕うでに力をこめた。

　さすがに男子と持久戦を繰くり広げる体力はないらしく、袋ふくろが徐じよ々じよに鞄かばんから出はじめる。

「や、真ま柴しば君……っ、貴方あなたがそんなに頑がん固こだなんて知らなかったわよっ」

「そりゃあ、初対面ですから？」

「うっ……なんて人っ!?」

「それはこっちの台詞せりふだっ！　あんた何がしたいんだよ、挙きよ動どう不ふ審しんすぎるだろ！」

「貴方こそ人の服をゲテモノ食品の袋に押し込んでこんな渡わたし方するなんて！」

「仕方ないだろ他に話しかけるタイミングが」

　叫さけびかけ、七瀬は我に返った。いまさらながらここがどこだか思い出す。

　学校の、廊ろう下かのど真ん中。しかも向かい合って手を握にぎり合うという、とんでもない状じよう態たいだ。あまつさえ額ひたいが触ふれそうなほど近くに頰ほおを桜さくら色いろに染そめた彪あや女めの顔がある……

　気がついてしまうと、一気に顔が熱あつくなった。

　だいたいこんな状態、他の人が見たらどう思うか──

「え、あの二人付き合ってるの!?」

　絶ぜつ妙みようなタイミングで降ってきた声に七瀬は悲ひ鳴めいをあげそうになった。振ふり返ると、数人の生徒が足を止め、啞あ然ぜんとしてこちらを見ていた。「えー、ない、ありえない！」「でもさー」と追い撃うちをかけるようにきゃあきゃあと声があがる。

「違ちがう！　違うから！」

　七瀬はわめいて視線を彪女に戻もどした。

　女の子と手をつなぐレア体験とかそんな場合じゃない、まわりの視線が痛くて居いたたまれないっ、恥はずかしすぎて変な汗が出てくる！　とにかくすぐ手を離はなさないと──！

　そう焦あせる一方、断固ゆずりたくない気持ちが邪じや魔まをする。

　こんな恥ずかしい思いまでして手を離すなんて…………負けたみたいでかなり悔くやしい。

「しょ、初対面らしさ、台無しですよね～～？」

　七瀬は笑いながら、それとなく手を離せと促うながしてみた。が、

「う……うるさいわよっ」

　彼女は頰を真まっ赤かに染めながらも力を抜こうとしなかった。まさかのチキンレース突入に七瀬はやけをおこした。

「じゃっ、じゃあ俺おれがこのまま持って帰っていいのか!?　本当にいいんだな！　家に置くぞ、なんなら額がく装そうしてリビングにでも飾かざる！」

「えっ!?」

「あー何かもうその方がいい気がしてきた。ていうかマニア垂すい涎ぜんものか、拝はい観かん料りよう取るか!?　いっそ家宝にして将来お宝鑑かん定ていに」

「やっ、噓うそっ……！　わかった、わかったから！」

　彪あや女めはさらに赤くなりながら、唇くちびるをとがらせた。

「受け取る……！　受け取ります！　でもここではだめなの……っ」

「この期ごにおよんでまた変なことを」

「本当よ！　昨日きのうのこともちゃんと説明するから！　それならどう……！」

　って、結局預かったまま!?　不満に思ったが、いつまでも意地を張り合っていても仕方ない。

「わかったよ……」

「じゃあ今日きようの放課後、三時半に駅前の喫きつ茶さ店てんに来て。そこで話すから、それまで絶対私に話しかけてはだめ」

　またむちゃくちゃな……と思いつつ、七なな瀬せは袋ふくろを鞄かばんに戻した。

　それを確たしかめて、彪女も安心したように手を離はなした。

「いいこと、絶対よ。もし一分でも遅れたら何も教えないから」

　キッと睨にらむような目で念を押おすと、彪女はくるりと背中を向けた。言い合っていたのが噓のように、颯さつ爽そうと歩いていく。

「あ、なあ！　それまでコレどうしといたらいい？」

　七瀬が訊きくと彪女はぎょっと振ふり返り、『ほ・う・か・ご！』と声を出さずに抗こう議ぎした。

　怒おこって大おお股またで歩いているつもりだろうが、歩ほ幅はばが小さくてその背中はなかなか遠ざからない。あまりに一生懸けん命めい歩く姿が微笑ほほえましくて、七瀬はつい笑ってしまった。そのときだった。

　ガシャン！　と背後からガラスの割れる鋭するどい音が響ひびいた。

　振り返ると、野球のボールが転がり、外から「ヤベー！」と騒さわがしい声がした。あたりに砕くだけたガラスが飛とび散り、近くにいた女子生徒がうずくまっている。

　突然の事故に周囲がざわつきはじめ、ケガをした生徒に別の生徒が駆かけ寄った。

「のんちゃん大丈夫!?」

「うん、平気。ビックリしただけ」

　言葉どおり、女子生徒は無傷だった。窓まどが中ちゆう途と半はん端ぱに開いていたおかげで、破片が鼻はな先さきをかすめただけですんだらしい。もし窓が閉まっていたら彼女は血まみれになっていただろうし、全開だったら別の生徒に直ちよく撃げきしていたはずだ。偶ぐう然ぜんちょうどいい角度で開いていた──

　窓を見て、七瀬は息を吞のんだ。

　割れた窓の開閉部に白いハンカチがある。数分前、少女がそこに立ち、やたら角度を調整していた……

　七瀬は呆ぼう然ぜんと去っていく彪女の姿を見た。

　彼女には、確たしかに何かが見えている。




　　　　　　　　４




「はーい、みんな席についてー」

　帰りのホームルーム。病欠している担任に代わって代理の先生が入ってきた。とたんにクラス中から歓かん声せいと「おおー」とどよめきが沸わきあがった。

　何事かと顔をあげると、教きよう卓たくにいたのは副担任ではなく、保ほ健けん医いの糸いと原はら繭まゆだった。

　まだ二十代前半の若い教員だが、男子はもちろん、女子からの信頼も厚い。しかし、どよめきの原因はもちろん別だ。

　スポーツ用のシャツとホットパンツ、アスリートのように引き締しまった素足にスニーカー。白衣と赤い縁ふちのメガネがなければ、体育教師と間ま違ちがえそうな格好だ。しかも美人でスタイルがものすごくいい。ボブカットの髪かみ型がたとあいまって、まさに健康美人といった印象だ。これを目の保養と言わない奴やつは男じゃない。
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「担任の大おお岡おか先生から術じゆつ式しきの宿題預かってきました。期末の範はん囲いにもかかってるから、がんばってやってね」

　糸原の発言に、一いつ瞬しゆんで歓声が不平の合唱に変わった。

「そんなこと言っても範囲は変わらないって。テスト月曜でしょ、ほら、写して！」

　術じゆつ学がくの教科書を片手に糸いと原はらがページと問の番号を黒板に書いていく。

「かったりー。イマドキ術じゆつ式しき陣じんなんて描かくもんじゃなくて、触さわるもんだろ」

　クラスメイトのひとりがうめいた。

　七なな瀬せも同感だった。術学なんて数学や古典並みに使いどころがわからない。もっとも七瀬の場合は、描く以前に完全に使えないという意味だが。

　糸原はチョークを置くと、真ま面じ目めな顔つきになった。

「そうね。学校で勉強したことが社会で何の役に立つのかと訊きかれると、私もちょっと答えに困るわ。でもこれだけは言えるわよ。人生にはものすごく大事なものがあって、君たちはそれを得るためにこうしてここにいるの」

　保ほ健けん医いは長い前まえ髪がみを手で払うと、温あたたかい眼まな差ざしを生徒たちに向けた。

「親友……いえ、一生のパートナーと言ったらちょっと言いすぎかな。君たちはまだピンと来ないかもしれないわね、大人おとなになって気づく人もたくさんいるし。だけど、大人として君たちに言っとくわ。とにかく一生懸けん命めいやりなさい。ここでがんばったことは、必ず形になって返ってくる。納得いかないことも理り不ふ尽じんなこともあるでしょう。でも、これは絶対に君たちを裏うら切ぎらないし、困ったときは必ず助けてくれる。人生を豊かにしてくれる、大切な存在よ」

　仲間、友情──そんな言葉が思い浮うかぶような熱ねつのこもった声に、日ひ野のがすっと手をあげた。

「はい、何かな日野さん？」

「……先生。良い話しながら手でお金マーク作るのやめてください」

　糸原は驚おどろいたように目を瞬まばたいた。その手は親指と人差し指で輪をつくり、バッチリ銭マークになっている。そして、

「あら、私は最初からお金の話しかしてないわよ？」

　あっさりと言ってのけた。

「だ……っ！　それならそうと最初に言ってください！　まぎらわしいんですよ、すごく良いこと言い出したからビックリするじゃないですか！　しかもその手、白衣の袖そでからチラチラさせない！　出すならハッキリしゃっきり前面に！」

「本音と建前を表現してみたんだけどな、だめか。でもさすが日野さん、お家うちが商売やってるだけあって良い指し摘てきだわ」

「誉ほめてませんけど!?」とつっこむ日野を朗ほがらかにスルーして、糸原はクラス全体に言った。

「みんなもわかったわね？　お金は人生のパートナーです、これ試験に出るわよ、というより人生の課題ね。さすがに私もお金がすべてとは言わないけど、世の中やっぱりお金なわけよ。お金をゲットするには出世するのが一番で、出世するには頭が良くなくちゃいけないわ。ということで術学の宿題なのよ」

「全っ然意味つながってません！」

「あら、そうでもないわよ？　術学って就しゆう職しよくに有利じゃない。術式陣が工業製品に組み込まれてから職しよく種しゆが広がって、今じゃ術じゆつ学がくと関係ない仕事の方が少ないでしょ。営業職に就つくにしても原理を理解している人の方がお給料いいし。それにほら、系けい譜ふの能力ちからと違ちがって努力でどうにでもなるんだから、術学極きわめたら法ほう術じゆつ省しよう勤めだって夢ゆめじゃないわ。国家公務員、それも国のトップなんてカッコ良すぎじゃない、ねえ真ま柴しば君？」

　いきなり呼ばれ、七なな瀬せは時計から糸いと原はらに目を向けた。

「あ、はい？　俺おれですか？」

「今の話聞いといてほしかったなあ。先生珍めずらしく良いこと言ったのに」

　今の、良い話だったのか？　思わず考え込む七瀬をよそに糸原は続けた。

「ほら、昔から言うじゃない？　『術学は理解するもので、系譜の能力はわかるものだ』って。ＭＰゼロでも知ち識しき詰つめ込めばなんとかなるんだから、先生、君にも期待してるのよ？」

「あー、そうですね」

　関心薄うすいわねえ、と残念そうに呟つぶやいた糸原だが、ふと険けわしい顔つきになった。

「…………真柴君。まさか君、実は術学すごく得意で裏うらで悪用してる？」

「は？」

「最近校内で問題になってるのよ、ケータイ使ってフラッシュライトみたいな術じゆつ式しき陣じんでいたずらする人がいるって。才能の無む駄だ遣づかいだから、そんなこと二度としないで」

「いや、俺じゃないですけど──」

「通信端たん末まつに攻こう撃げき性せいを含ふくむ術式積むなんて校則違い反はん以前に違法よ、そもそも人体に害を及ぼす式は徹てつ底てい的てきに電子コード化が禁止されてるじゃない」

「だから俺じゃありませんって!!」

「あら、わかってるわよ」

「えっ……え!?　はい??　でも今先生」

　困こん惑わくする七瀬に、糸原は清すが々すがしく微笑ほほえんだ。

「さっきから時計ばっかり気にしてるから、先生の話全部忘れるんじゃないかなあって。でもこれでもう忘れないわね？」

　ぇえーっ!?　なんかもてあそばれた……っ！

「というわけで、本当に身に覚えのある人は二度とやらないでね」

　朗ほがらかな糸原の声を聞きながら七瀬は机につっぷした。まったくこの先生は……！　どこまで本気かわかったもんじゃない。

　どっと疲つかれを覚えながら時計を見上げ、七瀬はぎょっとした。うわっ、まずい。

　いつもなら数分で終わるホームルームがすでに十分経過している。他のクラスはとっくにホームルームを終えているらしく、廊ろう下かから賑にぎやかな話し声が聞こえた。

　まだ終わる様子のない糸原の話を聞きながら、七瀬はじりじりと時計を睨にらんだ。




　ホームルームが終わった瞬しゆん間かん、七なな瀬せは教室を飛とび出した。時刻は三時十五分。余よ裕ゆうで間に合うはずがギリギリだ。急いでいるときにかぎって、どうしてこう長引くのか。

　彪あや女めとの約束まであと十五分。死ぬ気で走れば間に合うはずだ。

「ななせ～～」

　不吉な声が聞こえたのは、一階に着いた時だ。

　振ふり返ると、闇やみ色いろの髪かみを弾はずませながら、我が家の理り不ふ尽じんが両手を広げて突とつ進しんしてきた。

　ヒッ、何か来た──ッ！

　飛びつかれそうになった刹せつ那な、反射的に手が出た。七瀬の右手が奇き跡せき的てきにインクの顔面をキャッチする。

「お、おおおお前……！　何してる!?」

「えー？　とりあえず、あいさつのハグ？」

「そういう意味じゃなくて！　ていうか、一度もしたことないだろっ！」

　チッと舌打ちが聞こえたが、ほとんど耳に残らなかった。廊ろう下かを行く生徒が不ふ審しんそうにインクを見、それから冷ややかな目で七瀬を一いち瞥べつしていく。

　七瀬は青ざめて、インクを階段の隅すみへ引っ張りこんだ。

「頼たのむからその格好で出歩かないでくれ！」

　ハロウィンでもないのに、アラビアンナイトの魔ま人じんみたいな子どもがうろつくなんて、どうかしている。それも校内だなんて最悪だ。

「ふつうの服がうちに山ほどあるだろ、せめて上着はおるとか！」

「なんで？」

「世間が俺おれの敵になるんだよ……！」

「わあ、ステキ。社会的に死ねるね」

　全然話が通じない……!!

「だいたいお前はどっから侵しん入にゆうするんだよ!?　入れないだろ普ふ通つう！」

　インクはニヤリとすると、いきなり不安そうに身を縮ちぢめてふるふると震ふるえてみせた。

「きょうね、がくげいかいだったの。でもおにいちゃん、きてくれなくて。あたし、このおようふく見てほしかったの。だから、おにいちゃんがどこにいるか、おしえて愚ぐ民みん共ども」

「…………最後に心の声がにじんでる」

「あ、いっけなーい。下民を働はたらかせるときは悦えつに入らせて、腹の中で罵ののしるんだったよね？」

「共感求めんなっ！　だあもう、本当に何しに来たんだよ！」

「七瀬がイケナイコトしてないか、見張りに来たんだよ？」

「してない!!」

「そーなの？　残念」

「もういい、もう帰れ。俺はこれから駅に行かなきゃいけないんだよっ」

　時計を見てぞんざいに言うと、インクがじと目になった。

「……二ふた股まただ。高校生になったからって調子にのってる」

「誰だれがそんな調子の乗り方を」

「え、三さん股また!?」

「忘れ物返しに行くだけだ！」

　とたんにインクがしたり顔になった。

　はめられたと気づいても遅い。インクは目を細め、心得たように頷うなずいた。

「ふうん、そっか。七なな瀬せはスイレンの香かおりの子にお熱ねつ、か」

「もういいだろ！　──げっ、やばい本当に遅おくれる！」

「残念だね～。スイレンちゃんは七瀬と会いたくないみたいだよ」

　駆かけ出そうとした七瀬は思わず足を止め、インクを振ふり返った。

「……それ、どういう意味だ？」

「まだ校内にいるよ」

「え、本当か？」

「あたしを誰だれだと思ってる？」

　空気の匂においを嗅かぐように宙を仰あおいで、インクが得意げに笑みを深めた。

　なぜだか、嫌いやな予感がした。

　どうしてかはわからない。たまらなく不安な気持ちが七瀬を動かした。

「どこにいるんだ？　案内してくれ」

　　　　　　　　＊

　インクは正門とは逆の方向へ進んだ。渡わたり廊ろう下かを抜ぬけて、敷しき地ちの奥おくへ。旧校舎へ入るとさすがに七瀬は不安になった。古い校舎は部室や資料室として使われていて、月曜に期末テストを控ひかえた今、ひと気はまったくない。

「なあ、本当にこっちか？」

「うん★」

　光を受けつけない漆しつ黒こくの髪かみが、楽しそうにぴょこぴょこと弾はずんだ。その足取りに迷まよいはなく、最初から道を知っているみたいだ。

　まさか、約束の妨ぼう害がいしたいだけじゃないだろうな……。

　あまりの静けさにそんな疑いを抱くが、インクならやりかねないところがまた怖こわい。しかしいまさら駅に向かったところで完全に遅ち刻こくだ。七瀬は覚悟を決めて、インクの後に続いた。

　ようやく最初の曲がり角が見えてきた。旧校舎は横に引き伸ばしたコの字型をしているので、ずいぶん奥まで来たことになる。正面に二階へ続く階段があり、その横に水の入ったバケツと雑ぞう巾きんが置き去りになっている。

　そういえば中庭ってこのへんだったな、と思い出して、七瀬は窓まどの方を見た。

　薄うす汚よごれた窓まどガラスの向こうに緑がにじんでいる。彪あや女めとのことですっかり忘れていたが、日ひ野のと中庭を見に行く約束をしていたのだ。

　ついでに覗のぞいていくか──そう思ったとき、廊ろう下かの角からふらりと人ひと影かげが現われた。

　髪かみの長い女子生徒だった。おぼつかない足取りで壁かべ伝づたいに歩いているが、今にも倒たおれそうだ。血の気の失うせた肌はだは紙のように白く、ひどい顔色をしている──

　その顔を見て、七なな瀬せはぎょっとした。

「東雲しののめさん!?」

　七瀬はインクを追い越こして、ふらつく彪女に手を貸した。

　彪女の体は氷のように冷たかった。冷や汗が浮うき、熱ねつでもあるように震ふるえている。

「どうした、どっか悪──わっ……！」

　彪女は無言で七瀬にもたれかかった。額ひたいを七瀬の胸むねにつけ、さらに体重を預けてくる。

「え、あ、あああのっ東雲さん!?」

　困こん惑わくしたそのとき、ずるっと少女の体が落ちた。

　なっ……意い識しきがない──!?

「インクちょっと手──あれインク!?」

　なぜか近くにインクがいない。振ふり返ると、インクは書道部の部室に熱視線を注そそいでいた。

「ちょっインクさん!?」

「ん～？」

「んーじゃなくて！」

　文句を言おうとしたが、言えたのはそこまでだ。もう彪女を立たせておくのは限界だった。

　七瀬は一いつ瞬しゆんためらい、彪女の腰こしに手を回した。そのまま一いつ緒しよにしゃがみこむようにして、どうにかその場に寝ねかせる。その間、彪女は何の反応も見せなかった。四し肢しはだらりと力なく、呼吸も浅い。

「ええと、どーすりゃいいんだ、こういうときは……っあ、保ほ健けん室しつ！」

　七瀬は立ち上がろうと床ゆかに手をついた。が、手がぬるっと滑すべった。

「うわッ!?」

　なんだよこんな時に!!　こけそうになって悪あく態たいをつく。それから自分の手を見────七瀬は凍こおりついた。




　掌てのひらは、真まっ赤かだった。




　目の覚めるような赤色が、べったりと掌に付着している。うそ臭くさいくらい鮮あざやかな色をしているのに、金かな臭くさいような生臭い匂においが鼻はなをつく。

　────血、？

　鼓こ動どうが速くなった。どこから……と思いながら、視線が彪あや女めの方へ引き寄せられる。

　見れば一目でわかるようなものだった。腰こしからわき腹にかけて制服が真まっ赤かに染そまっていた。サマーニットはぐっしょりと鮮せん血けつを吸い、てらてらと鈍にぶい光を浮うかべている。

「なな……せ……？」

　はっとすると、彪女がねぼけたような目でこちらを見ていた。しかしその瞳ひとみの色はいつもと違ちがう。彼女の瞳は淡あわい金の光に煌きらめいていた。

〈先せん見けん〉の能力……？

　不ふ思し議ぎに思ったが、訊きく暇ひまはなかった。いきなり彪女が肘ひじを立てて起き上がろうとした。

「動くな傷が開く！」

　手で制止すると、不思議そうに見つめ返された。それからようやく痛みに気づいたのか、彼女は自分の腰に視線を落とした。

「大丈夫か、感覚ある!?」

　彪女は答えず、きつく目を閉じて頭を振ふった。瞳に宿した炎プロクスを一秒でも早く落とそうとしているようで、その様よう子すがますます七なな瀬せの不安をあおった。

　どうなってんだ……っ!?

　能力ちからを使って、しかもこんなケガして。どう考えてもふつうじゃない。

「何があったんだよ……、東雲しののめさんどうしてこんなケガしてるんだ!?」

「……今日きようは、何月……何日……」

「──は？」

「今日はいつなの」

　意味がわからなかった。こんな時に日付？　ケガのショックで混乱してるのか？

「何日なの……」

「金曜日、六月二十九日だよ」

　七瀬は投げやりに言い、ポケットから携けい帯たいを引っ張りだした。こんな状じよう態たいじゃ話は無理だ。とにかく救急車、それから保ほ健けん室しつに行って糸いと原はら先生を呼んで、それから──

　考えながら一一九を押おしかけると、血の気の失うせた手がそれを止めた。

「必要ない、術じゆつ式しきで治したから。血も止まっているから心配しないで」

　急にはっきりした口調で言うと、彪女は無事を示すようにすっと立ち上がった。瞳から金色の光が消え、ふつうの状態に戻もどっている。しかしやせ我が慢まんが利きくほどではなかったのだろう、数歩もいかないうちによろめいて教室側の壁かべに体をぶつけた。

「ムリすんな、動ける状態じゃないって！」

「平気よ……。貴方あなたもこんなところにいてはだめ。早く行きなさい」

「あのな、騒さわぎになるのが嫌いやかもしれないけどそんな場合じゃないだろ、早く保健室」

「そんなことどうでもいい！　早くどこかへ行って！」

　驚おどろいて七なな瀬せは彪あや女めを見つめ返した。

　そんな、こと……？

　ケガしてるのに、立ってもいられないのに、どうでもいい？　どうでもいいって、なんだ。

「ふざけんなよ」

　七瀬は立ち上がり、強引に彪女の腕うでを取った。その力の強さに叱しかられたように彪女の肩かたが小さく跳はねる。だが七瀬は力を緩ゆるめなかった。

「いくら挙きよ動どう不ふ審しんだっていいよ。服脱ぬごうが殴なぐろうが、変なこと言って振ふりまわすのだって全然いい。でもな、こっちはこんな状じよう態たいで人を放ほうり出していくほど無神経にできてないんだよ！」

　彪女が目をみはった。しかし一いつ瞬しゆんだ。彼女の顔にいつもの微び笑しようが戻った。

「ごめんなさい、心配してくれたのに……。それじゃあ保ほ健けんの先生を呼んできてもらっていい？　本当は、もう一歩も歩けそうにないの」

　お願い、と微笑ほほえむ少女に七瀬はますます苛いら立だった。

「なんだよ、それ」

　言い方が変わっただけ。早く行け、という言葉がお願いに摩すり替かわっただけ。でもそんなことはどうでもいい。

「なんでこんな時まで笑うんだよ……！」

　頼んだことを詫わびるように。痛みが伝わらないように、微笑む。

　立っているのもやっとなのになんで笑う。困っているはずなのにどうして言わない？

　いつもそうだ。いつも完かん璧ぺきに微笑んで、誰だれにでも平等で、誰にでも優やさしくて。いつもいつも笑ってる。でも誰にでも平等というのは、結局誰も特別じゃないってことじゃないのか。みんなを同じラインにおくのは、それ以上近づかれたくないからじゃないのか。

「こんな時まで何でそうなんだよ！　痛いって言わないでいたら勝手に傷が治るのか、我が慢まんしてたら良いことでもあるのかよ!?　そうじゃないだろ！」

　東雲しののめ彪女は誰も寄せつけようとしない。誰も必要としない。

　今ここにいるのに。目の前にいるのに。彼女は助けを求めない。

　それが、たまらなく悔くやしかった。

「いい加か減げん教えろよ！　一体何が起こってるんだ!?　あんたは何をしようとしてんだ！」

「……それは」

　彪女が言いかけたとき、教室のドアガラスが光った──いや違ちがう、反射だ。七瀬の背後から何かが矢のように飛とんでくる！

「！」

　ゾッとして七瀬は彪女の肩を摑つかんで思い切り横に飛んだ。刹せつ那な、ガガッ！　と何かが壁かべやドアに突つき刺ささった。

　なんだ!?

　木片と埃ほこりが降るなか、壁に妙みようなものが刺さっているのが見えた。

　三十センチほどの細長い物体で、ガラスかクリスタルのように中まで透すきとおっている。その表面はうっすらと溶とけて、濡ぬれていた。

「つらら……？」

　なんでこんな時期に。こんなものどこから……!?

　疑問に思いながら七なな瀬せはすでに体たい勢せいを立て直し、インクを探していた。

　ここまで案内してきたのはインクだ。インクは問題を呼び込む。鎖くさりの封ふう印いんを解かせるためにとんでもないことを仕し掛かけてきたのは一度や二度じゃない。ひと気のない旧校舎へ連れてきたのも、このためかもしれない──

「また外れたか」

　だが、その予想は見事に裏うら切ぎられた。

　唐とう突とつに聞こえた声。インクではない。知らない、男の声だった。

　振ふり返ると、廊ろう下かの先に見知らぬ人ひと影かげが立っていた。
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　細ほそ面おもての男だった。いや、少年というべきか。年上のようだが、それほど違ちがわないようにも見える。おかしいのは服ふく装そうだ。制服ではなく、かっちりとしたベーシックな三つ揃ぞろいのスーツを着ている。弁べん護ご士しか英国紳しん士しかとつっこみたくなるような服なのに、着こなしはだらしない。さらに指なしのレザーグローブや、色のきついオレンジのゴーグルを首からぶら下げていて、どう見ても学校の関係者には見えなかった。

「やっぱり動く物は当てにくいな」

　男はゆっくりと歩きながら、残念そうに肩を落とした。

　──じゃあ今のは、こいつが……？

　七なな瀬せは壁かべに刺ささった氷柱つららを見た。それからインクを目で探す。

　インクは二階へ続く階段にいた。手て摺すりに腰こしかけ、興きよう味み深そうにこちらを眺ながめている。彪あや女めを巻まき込んでしまったかと思ったが何かおかしい。

　インクは関係ない？　それに、こコのイ男ツは？

　男は鞄かばんどころか武器らしき物すら持っていなかった。今の攻こう撃げきの犯はん人にんがこいつなら、系けい譜ふの能力者か、あるいはどこかに術じゆつ式しき陣じんを描かいて氷柱を生成したことになる。

　でも、わからない。理解できない。

　なんでいきなり攻撃されなきゃいけない。ここは外国でも戦場でもない。日本の、ただの学校だ。なのに、どうしてこんなことが起こる──？

　胸むねがざわついた。わけのわからない侵しん入にゆう者しやに否いや応おうなしに緊きん張ちようと不安をかきたてられる。

「少しは話す気になったか？」

　男が言った。その視線は七瀬ではなく、隣となりに立つ彪女に向けられていた。

　彪女は毅き然ぜんとして男を睨にらみ返した。しかし男が靴くつ音おとを響ひびかせて近づくにつれ、華きや奢しやな肩が震ふるえ、全身が強こわ張ばっていくのがわかった。

「もう一度訊きこうか。『禁きん断だんの果か実じつ』はどこにある？」

「……お前に話すことは何もないわ」

「お前が話さないなら、そいつに吐はかせるまでだぞ」

「な……っ!!　七瀬は関係ない、ただの一いつ般ぱん生徒よ！」

「そうか？　昨日きのうはずいぶん積せつ極きよく的てきだったじゃないか」

　男はせせら笑い、「なあ？」と七瀬に視線を投げた。

「お前もまんざらじゃなかっただろう？」

「……？」

「昨日の放課後、楽しかったかと訊いているんだ」

　七なな瀬せは閉へい口こうした。

　昨日きのうの放課後といえば、彪あや女めと会った時だ。いきなり教室に飛とび込んできて、それから……。

　けれど教室には誰だれもいなかったはずで、だいいち、うちの生徒でもないこの男が、どうしてそのことを知っているのか。

「過去を覗のぞいたのね、最低な能力……！」

　彪女が憎にくらしげに呟つぶやくのが聞こえた。

〈先せん見けん〉は時空を越こえて『見る』能力──。七瀬は、インクが言っていたことを思い出した。同じような系けい譜ふなら、そういう力もあるかもしれない。

「さて、いい加か減げん答えてもらいたいものだな。俺おれもそんなに暇ひまじゃない。『禁きん断だんの果か実じつ』の在あり処か、たったその一言でいいんだぞ？」

「知らない」

　即そく答とうする彪女に、男は呆あきれたようにかぶりを振ふった。

「頼たのむからもっと気の利きいた噓うそをついてくれないか。俺が知らないとでも？　イヴの名を継つぐ者は絶大な能力を持つ。しかし、それはイヴになってからだ。先天的にじゃない、イヴは作られる。それを可能にしているのが『禁断の果実』だろう？」

「……！」

　彪女の顔色が変わった。しかし彼女は表情を引きしめると、決意を固かたくしたように唇くちびるを結んだ。

「……困ったな。もっと痛い目にあわないと話す気になれないか」

「何度やろうと同じよ、お前は絶対に真実を知ることはできない！」

「お前はどうだ？」

　唐とう突とつに男が七瀬を見た。

「ずいぶん親しい仲みたいじゃないか、何か聞いてないか？　答えによっては見み逃のがしてやってもいい、『禁断の果実』のことさえわかれば用はないからな」

　男はまるで虫けらでも見るような冷めた眼まな差ざしで、細く笑った。

　それはまぎれもなく、強者の笑み。力でねじ伏せることに慣なれ、搾さく取しゆすることを至し極ごくとする、残ざん虐ぎやくな笑みだった。それが噓や虚きよ勢せいでないことはすでに証明されている。

　壁かべに突つき刺ささった氷の矢。壁をえぐったそれに傷はなく、鋼こう鉄てつの牙きばのように触ふれるものを喰くいちぎる。凶きよう悪あくで残ざん忍にんな一いち撃げき。あんなものが直撃したら、誰だれであろうと無事にはすまない……

　七瀬は奥おく歯ばを嚙かみしめ、うつむいた。

「どうだ、話してみろ」

「……くだらねえ」

「あぁ？　今何か言ったか」

「くだらねえって言ったんだよ！」

　七なな瀬せは声を荒あららげた。握にぎりしめた拳こぶしが怒いかりに震ふるえる。血が沸ふつ騰とうしたように熱い。

「お前、そんな理由で人にケガさせたのか、自分でも何だかよくわかってない、そんな物のために東雲しののめさんを襲おそったのか!?」

「フン、クズには理解できないか」

「どっちがクズだ！　こんな物ぶつ騒そうなもん人に向けやがって!!」

　相手が何者か知らない、話していることも完全に理解したわけじゃない。でもそれがなんだ？　人を人とも思わない、ふざけた野や郎ろうがいる。それ以上理解する必要もない！

「『禁きん断だんの果か実じつ』？　なんだそれ宝探しか!?　そんなバカみたいな物のために……っ！　わかんねえなら何度だって言ってやるよ、お前のやってることはくだらねえ、本当にくだらねえ！」

「…………前ぜん言げん撤てつ回かいだ」

　男がぽつりと言った。その顔から表情が消えている。

「お前、ここで死んどけ」

　次の瞬しゆん間かん、男の眼に殺意が閃ひらめいた。

　炎プロクスの気配がふくれあがり、一いつ瞬しゆんに周囲を圧する。

「！」

　ピシ、ピシ、と空気に震ふるえが走り、見えない圧力を感じた。ゾッとするほど強力な炎プロクスの気配に、七瀬の全身は粟あわ立だった。

　落ち着け、七瀬は浮うき足立ちそうになる自分に言い聞かせた。

　彪女の言葉が正しければ、男の能力は『過去を覗のぞく』ことだ。人は一系けい譜ふの能力しか持たないのだから、他の能力者のような攻こう撃げき性せいはない。術じゆつ式しきを使うにしても、攻撃型の陣じんを描かくには相応の時間がかかる。

　予想通り、男はゴーグルを装そう着ちやくして携けい帯たい端たん末まつを取り出しただけだった。自分では何もできないから仲間でも呼ぶつもりだろう。

　しかし、男は電話をかけようとしたわけではなかった。

　携帯を左手に持ちかえ、青白く輝かがやく液えき晶しようディスプレイに右手をかざす。そして指先がなでるように画面を払はらった瞬間、ディスプレイの青白い光があたりに飛び散った。

「は──!?」

　まるで水すい滴てきを払うように、光の粒つぶがあたりに散った。しかも光は重力を無視して宙にサークルを刻きざみはじめる。

　光の中に０と１が瞬またたく。複ふく雑ざつな数式と特とく殊しゆな記号が連つらなり、幾き何か学がく模も様ようを広げる。最後に大気を焦こがすような金かな臭くさい匂においを漂ただよわせ、術じゆつ学がくを示すΨの記号が刻こく印いんされた。

「なっ……術式、陣……!?」

　携帯から術式を引っ張りだした──────!?

　そんなことできるはずがない。電子化された術式はあくまで携帯内部の機き能のうだ。ハードから切り離はなしてソフトが動くはずがない。しかし陣じんはたしかに機き能のうし、不吉な変化をはじめていた。

　円陣に刻きざまれた数式や術じゆつ式しき記号を吞のみ込んで、何か尖とがったものが生成されていく。

　ガラスのように透すきとおった表面。針のように恐おそろしく鋭するどく尖った先せん端たん。

「うそだろ……」

　氷の矢だった。荒あら々あらしく削けずりだされた鋭えい利りな氷柱つららが数本、冷気を吐はきながら実体化する。

　まぎれもない、攻こう撃げき型がたの術式。コード化が禁止されているはずの危険な術式──

　愕がく然ぜんとする七なな瀬せをあざ笑うように、男が小さく指先を振ふった。

　それを合図に、一いつ斉せいに氷柱が放たれた。

「──ッ！」

　とっさに体をひねってひとつよけるが、体たい勢せいを立て直す暇ひまがない。

　避さけきれない！

　弾だん丸がんのように放たれた氷柱が容よう赦しやなく全身に突つき刺ささる──はずが、突とつ然ぜん七瀬の鼻はな先さきで木こっ端ぱ微み塵じんに砕くだけた。

　まるでシュレッダーに突っ込んだように、ある一線を境に粉ふん塵じんへと変わっていく。

「……!?」

　きらきらと光を反射する霧む氷ひように透けて、床ゆかに別の光の線が見えた。魔ま術じゆつ記号と数式とが見事に融ゆう合ごうした円陣が、七瀬を囲うように煌きらめいている。

　男が感心したように口くち笛ぶえを吹ふいた。

「さすが。しぶといな」

　賞しよう賛さんは彪あや女めに向けられたものだった。

　彪女は壁かべに体を預け、浅い呼吸を繰くり返していた。その手には携けい帯たい電でん話わが握にぎられている。しかし限界はとうに超こえていた。ぐらりと彼女の体が揺ゆれると同時に、術じゆつ式しき陣じんが砂のように崩くずれた。薄うす煙けむりをあげて光が大気にとけていく。

「東雲しののめさん!!」

　駆かけ寄った七なな瀬せの手の中に、携帯端たん末まつが押おし込まれた。

「逃にげて……、待ち受け画面……設せつ定ていだから、触さわれば、起動する……」

　最後の方は声になっていなかった。がくっと膝ひざが抜ぬけ、彪女は完全に意い識しきを失った。

「おい、しっかりしろ！」

「心配するな、ただの疲ひ労ろうとＭＰ切れだ。さすがに死なれたら困るんでな」

　場ば違ちがいなほど落ち着いた声で男が笑った。

　くそっ、どうする……っ!?

　人を担かついであの矢から逃げるなんて不可能だ。でも、他に何ができる？

　七瀬は彪女の術式はおろか、男の使った術式すら見たことがない。いや、知ってはいた。殺傷能力のある術式、攻こう撃げき型がたの術式陣。しかしそれらは禁術として電子コード化が禁止されているし、銃じゆうや刀のように、市民がおいそれと持ち歩ける代しろ物ものでもない。まして、高校生が携帯端末から呼び出して使うなんて。

　人殺しのための術式陣。その手て際ぎわを特化させた謎なぞの技術。しかも相手はそれを使うことになんのためらいもない。

「少しは戦えるんだろうな？」
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　七瀬はぎくりと顔をあげた。

　男が好戦的な笑みを浮うかべていた。その傍かたわらでは、輝かがやく文字が中空に円えん陣じんを刻きざんでいく。

　七瀬はよろめきながら彪女から離はなれた。だが、託たくされた携帯の画面には触ふれられない。

　ほぼオート設せつ定ていされた高度な術式。触れるだけで男の攻撃など簡かん単たんに払えるだろう。でも、だけど……！

　ヒュッ！　と空気を切る音がした。

「！」

　その瞬しゆん間かん、七瀬は携帯電話を捨て横に飛とび退のいていた。ガガガッ！　と氷の牙きばが一瞬前までいた場所をえぐる。その破は壊かい音おんにまぎれて、ポーン、とお馴な染じみの警けい告こく音おんが響ひびいた。

『警告　炎プロクスのない物で触れると大変危険です。遮しや炎えん手て袋ぶくろははずし、直接指で触れてください。警告　炎プロクスのない物で触れると大変危険です……』

　警告文がボイス再生され、無む機き質しつな声で繰くり返す。

　……ああ、くそ。やっぱりか。

　警けい告こくを聞かなくても腕うでの痛みでわかる。携けい帯たいを捨てた拍ひよう子しに術じゆつ式しき陣じんに触ふれてしまったのだ。炎プロクスがなければ術式は動かない、そんなこと、はじめからわかっていた。

　だが、その事実を受け入れられない人物が他にいた。

「──冗じよう談だんだろ」

　男は啞あ然ぜんとした様子で落ちた携帯に見入っていた。その視線が信じられないものでも見たように七なな瀬せに向いた。

「お前、無能力者か？」

　呟つぶやいて、男は小さく吹ふき出した。くつくつと笑う声が、爆ばく笑しようへ変わっていく。

「ＭＰゼロなんて死人以外ありえないだろ！　驚おどろいた、こんなことあるか!?　どんな弱い奴やつでも注意どまりなのに警告とは……っ！　お前は天然記念物か!?」

　引き攣つったように笑う姿に、七瀬のなかで激はげしい怒いかりが爆はぜた。

　置きっぱなしのバケツから雑ぞう巾きんを摑つかみ、男の顔面めがけて投げつける。狙ねらいは寸分狂くるわず、爆笑する男の顔にベチャリと張りついた。

「そんなに喜んでもらえて光栄だよ。なんなら拝んでくれてもいいぞ？」

　泥どろ水みずを滴したたらせながら雑巾が男の顔から剝はがれ落ちた。ダサいゴーグルに救われて、目元だけは無事ですんだらしい。

　能面のように表情のない男の顔に青あお筋すじが浮ういた。

「……ああ、そうだな。うちの研究員がお前を解体した後にな！」

　男が口くち許もとを醜みにくくゆがめたかと思うと、怒いかりに任まかせて液えき晶しようを叩たたいた。

　いくつもの術式陣が閃ひらめき、連続写真のように無数の氷柱つららへと変化する。その数、およそ百。

「やば……っ」

　七瀬は跳はね起き、わき目もふらず駆かけ出した。

　走り抜けるすぐ後ろを、バシバシと氷の雨が叩たたく。すさまじい破は壊かい力りよくに、壁かべにひびが走り、弾はじき飛とばされた破片が四方に散った。しかも今度は氷結効果もあるらしく、氷柱の刺ささった周辺に氷が張り、冷気がたちのぼった。

「だあああっ、シャレになってねえっ！」

　いいのか悪いのか、まわりに全然人がいない。廊ろう下かは見通しの良い直線、教室のドアは閉じていて、吞のん気きに開けようものならすぐに串くし刺ざしになれそうだ。

　だめだ、逃にげ場がない──！　注意が逸それたとき、氷柱が頰ほおを切った。

「っ！」

　焼けつくような痛みに続いて、ピシピシと音をたてて頰に薄はく氷ひようが張る。

「くっそ!!」

　七瀬は壁を蹴けって直角に方向を曲げた。短い助走で一気に速度をあげ、廊下の窓まどに突つっ込む。ドン！　と衝しよう撃げきを感じたのも一いつ瞬しゆん、砕くだけたガラスと共に中庭に転がり出る。その動きを追いきれず、氷柱つららは廊ろう下かを直進していく。が、全部ではない。

「──ぅわ……っ!!」

　氷柱も窓まどを破り、続々と中庭に湧わいて出てきた。

　休む間もなくまた全力疾しつ走そうを強しいられる。

「なんなんだよ、くそおおおおっ！」

　と、中庭の隅すみに小さな小屋が見えた。

　迷まよっている暇ひまはなかった。七なな瀬せはわずかに開いた小屋の扉とびらの間に滑すべり込み、転げながら鋼こう鉄てつの扉を蹴けって閉めた。直後を十数発の氷柱が襲おそいかかる。ハンマーで殴なぐるような激はげしい衝撃が嵐あらしのように扉を叩たたく。

　七瀬は扉に飛とびつき、鍵かぎをかけて懸けん命めいに押おさえ続けた。

　永遠に続くような音は、何の前まえ触ぶれもなくぷつりと止やんだ。

　……弾たま切ぎれか？

「弱いくせに逃げ足だけは一級品だな！　いや、弱いが故ゆえにか！」

　どこかから男の叫さけぶ声がした。

　うるせー。七瀬はその場につっぷした。こっちは日々インクの嫌いやがらせを受けてるんだ、これくらいできなきゃとっくに死んでる。──それにしてもだ。

「非ひ常じよう識しきすぎ……」

　あいつの能力は攻こう撃げき型がたじゃない？　とんだ勘かん違ちがいだ。どんな系けい譜ふに属ぞくしていようが関係ない。術じゆつ式しきが使える、それだけで十分脅きよう威いだ。

「……それにケンカ売った俺おれもどうかしてるよな……」

　さすがに金属は破れないらしいが、扉は冷れい凍ぞう庫このようにキンキンに冷たかった。地面とのわずかな隙すき間まから冷気が吹ふき込んでくる。その威い力りよくに、七瀬はあらためて寒気を覚えた。

　こんな術式の使い方を、こんなふうに人を襲おそえる神経を理解できない。もしかしたらあいつは本気で殺す気なのかもしれない。……こんなとき、炎プロクスがあれば。

　誰だれもが使うように術式を駆く使しして、系譜の能力ちからだって自由に使えるはずなのに……

「……ばかばかしい」

　七瀬は不毛な考えを振ふり払はらって立ち上がった。

　どうにしてもこのままではいられない。見過ごしてくれるような相手には思えないし、なにより外の彪あや女めが心配だ。しかし戦うにも何か武器がほしい。

　あたりを見回すと、どうやらここは園えん芸げい部ぶの倉庫らしかった。

　殺虫剤や植物の種が所ところ狭せましと棚たなに並んでいる。買い置きの缶ジュースが混ざっているところを見ると、部員の溜たまり場にもなっているようだ。

　壁かべには大きさも形も違う紙がベタベタと貼はりつけてあり、一枚剝はがしてみると『早期育成のための術じゆつ式しき陣じん』と書かれていた。炎プロクスを植物用に変へん換かんする術式陣と、それを吸収するための術式陣だ。他のもすべて術式陣で『きれいな花を咲かせる術式』から『君もチャレンジ！　マンドラゴラは作れるか!?』まである。かなり怪あやしげだが、これが正しい術式の使い方というものだろう。

　七なな瀬せは剝はがした術式陣をポケットに押おし込み、炭酸飲料を失敬した。腹いせのように缶を振ふりながら倉庫の奥おくへ目を向ける。

　手押し車やスコップなどが押し込まれ、かなりごちゃごちゃしている。ひどいのは肥料だ。倉庫の奥にどっさりと積みあげられ、まるで壁かべのようだ。日ひ野のが、彪あや女めが寄付してくれたと騒さわいでいたが、何年かけたら使いきれるのだろう。

　床は土、壁はブロック、見上げればトタン板から薄うすい光が射さし、ぼろい換かん気き扇せんがガタガタと回っている。しかし、窓まどはない。

　ここから出るには扉とびらから出るしかないようだ。……百パーセント狙ねらい撃うちされるだろうが。

「うぅ…………まいった」

　七瀬は入口に戻ると、扉を背にずるずると座り込んだ。刺さすような扉の冷たさが、ジンと後頭部にしみる。

　男の携けい帯たいさえ破は壊かいできれば十分勝つ見込みはある。使えそうなものは拾ひろったし、作戦もないわけじゃない。でも、何をするにもここから出なければ。

　何か良い方法はないかと思考をめぐらせていると、ふと後頭部に奇き妙みような振しん動どうを感じた。

　なんだ？　扉が震ふるえてる？　……え、まさか──！

　ぞっとして立ち上がった瞬しゆん間かん、いきなり鋼こう鉄てつの扉が弾はじけ飛とんだ。すさまじい爆ばく発はつに吹ふき飛ばされ、七瀬は肥料袋ぶくろの山に叩たたきつけられた。

「……ぐぁっ!!」

　胸むねが圧あつ迫ぱくされ、息が詰つまる。大たい砲ほうでも撃ち込まれたような衝しよう撃げきの余波に物が雪崩なだれを起こし、あっという間に七瀬を吞のみ込んだ。

　生き埋うめ。

　ぞっとするような単語が浮うかび、恐きよう怖ふがふくれあがった。七瀬は必死に自分にのしかかっているものをかき分けた。土つち埃ぼこりがたち、目や喉のどがやられて激はげしくむせる。喉が焼けつくように痛み、涙なみだと鼻はな水みずが止まらなくなる。

　死に物狂ぐるいで肥料袋の山から這はいだすと、そこら中に木片やひしゃげた屋根の一部が突つき刺ささっていた。壁に叩たたきつけられていたら死んでいたかもしれないが、こんなものが直ちよく撃げきしたらやはり死んでいただろう。

「くつろげたか？」

　土埃の舞まう狭せまい空間に男の声が響ひびいた。

　吹き飛んだ扉の向こうに、悠ゆう然ぜんとスーツ姿の男が立っている。その手には当然のように携けい帯たい端たん末まつがあった。どうやら今度は別の術じゆつ式しきで吹ふき飛とばしてくれたらしい。

「赦ゆるしを乞こうなら聞いてやろう」

　七なな瀬せは肥料袋ぶくろに埋うもれたまま鋭するどく睨にらみ返した。

「助けてください、って言うと思うか？　お前に懇こん願がんするくらいなら死んだほうがマシ」

「それもそうか」

「……せいぜい気をつけろよ、もう一度今の攻こう撃げきしたら俺おれと同じ目にあうからな」

「フン、お前に心配されるほど低能じゃないさ」

　男は液えき晶しようを指先で弾はじいた。

　ふわりと青白い光が宙に浮うかび、円えん陣じんを結ぶ。術式と魔ま術じゆつ記号を吞のみ込みながら、ガラスのように透すきとおったものが形作られていく。

　冷気を漂ただよわせながら氷の矢が出現するのを目にして、七瀬は小さく笑った。

　────これを待ってたんだ！

　密ひそかに握にぎりしめていた缶かんを男めがけて投げつける。

　突とつ然ぜんの反撃に、男は氷柱つららをそちらに放った。が、それが間ま違ちがいだ。炭酸飲料と書かれた缶に氷柱が刺さった瞬しゆん間かん、パアアン！　と鋭い音をあげて缶が炸さく裂れつした。中身が飛散し、術式の追加効果で中空に凍こおりつく。炭酸は拡かく散さんすることなく、濃のう霧むとなってあたりをおおった。

「うおおおおおお！」

　七瀬は跳はねあがり、猛もう然ぜんと薄うす紫むらさき色いろの霧きりへ突つっ込んだ。




　　　　　　　　２




　一瞬、男の驚きよう愕がくの表情を見た気がした。

　激はげしくぶつかった衝しよう撃げきに、二人の体は霧を突き抜ぬけて地面に投げ出された。七瀬はいち早く立ち直ると、周囲に目を走らせた。少し離はなれたところに携けい帯たいが落ちている。

　七瀬は渾こん身しんの力でそれを踏ふみ潰つぶした。

「やった……！」

　携帯電話さえ壊こわしてしまえば条件は同じ。奴やつにもう武器はない。もちろん術式は使えるだろうが、吞のん気きにお絵かきする時間を与えるつもりはない。

　念のため基き板ばんを剝はがしたところで、男がよろよろと立ち上がった。髪かみも高そうな三つ揃ぞろいのスーツもじっとりと濡ぬれ、甘ったるいグレープの匂においを漂ただよわせている。

　男はゴーグルを外すと、オレンジ色のレンズが崩くずれるのを忌いま々いましげに眺ながめた。

「くそ、気に入ってたのに……」

「悪いことしたな。ステキなメガネまで壊して」

　七瀬は笑い、携帯の残ざん骸がいを放ほうり捨てた。男の表情がさらにゆがんだ。

「噓うそだろ……」

「残念ながら」

　七なな瀬せは笑った。ここからは単純な力の勝負だ。超ちよう能のう力りよくも術じゆつ式しきも関係ない、ただの殴なぐり合い。それならこんな奴やつに負ける気がしなかった。──この瞬しゆん間かんまで。

「あ、……れ？」

　七瀬は目を瞬まばたいた。まるで劣れつ化かしたＤＶＤでも見ているみたいだった。機き械かいに読み込まれず、同じシーンが繰くり返されているような。

「な、んで……」

　男の手に携けい帯たい電でん話わがあった。しかし七瀬の足元にはちゃんと壊こわれた携帯がある。

　これも術式？　それともこいつには時空を越こえて物を取り出す未知の能力ちからが────!?

　激はげしく困こん惑わくする七瀬に、男が言った。

「どうしてケータイがひとつだと思うのか、不ふ思し議ぎでならんな」

「──は？　……はぁああああ!?　こっ……これだから若いヤツはって言われるんだよ!!　資源はもっと大切にしろ！」

「その言葉そのまま返す！」

　男が液えき晶しようをなでるように払はらうと、新たな術じゆつ式しき陣じんが閃ひらめいた。

　次の瞬間、衝しよう撃げき波はが七瀬を襲おそった。体がおもちゃのように吹ふき飛とび、七瀬は低木を突つき破やぶって木こ陰かげの奥おくへと投げ出された。




「……本気で殺す気か、あのアホ……」

　七瀬は空を仰あおいだままうめいた。足が低木に引っかかり、腹の上にも枝葉がのっている。

「……っ！」

　起き上がろうとすると痛みが電流のように全身を走った。思わず動くのをやめる。肋ろつ骨こつが軋きしむように痛い。ひびくらい入ったかもしれない……。

　痛みが落ち着くのを待っていると、ふと視界に影かげが落ちるのを感じた。

　目を開けると、インクの顔が逆さまに見えた。頭上から覗のぞき込むその顔は、どこか面白がっているようでもある。

「痛い？」

「痛いに決まってんだろ……」

　インクは微笑ほほえみ、優やさしく七瀬の額ひたいをなでた。

「じゃあさー、この封ふう印いんを解とこ？　そしたらあんなザコ、あたしが蹴け散ちらしてあげる」

　インクの胸むねに下がった鎖くさりに薄うす青あおい光が揺ゆれた。砂岩のような金きん属ぞくの、太い鎖の輪。その中で淡あわい術式が浮うかんでは消え、誘さそうように鈍にぶい光を揺らめかせる。

　七瀬は目を閉じた。深呼吸して目を開け、枝葉を払いながら立ち上がった。

「いーや、子どもの手を借かりるほど、大人おとなげなくないんで」

「えー、せっかく優やさしく殺してあげるって言ってるのに」

「それ、俺おれ含ふくめてだろ」

「とーぜん！　むしろそっちがメイン？」

「お前さあ……。こうなること狙ねらってた？」

「そんなことできないよ？　決めたの七なな瀬せじゃん」

「お前の得意科目はややこしくすることだろ」

　説得力なさすぎ、とつけたすと、インクはむすっとその場にしゃがみこんだ。

「あーあ、これで自由になれると思ったのに！　あいつ術じゆつ式しきヘタだし、ちゃんと七瀬をしとめられるか心配だなあ」

　不吉な発言を聞きながら、七瀬は尖とがった小石を拾ひろって地面に文字を書きつけた。背中から叩たたきつけられたせいで、まだ全身に痺しびれを感じる。

「そーだ！　七瀬、転んだら？　そしたらヘタな攻こう撃げきでも余よ裕ゆうで当たれるよ！」

「いきなり不吉なこと言うなっ！」

「だってあいつの術式荒あらいんだもん。んー、バナナの皮でも落ちてないかなあ。もうさ、七瀬なんかバナナの皮で足滑すべらせればいいよ、そして打ち所が悪ければいいのに。いっそバナナの皮食べてお腹なかこわして悶もん絶ぜつすればいいよ」

　七瀬は小石を手放し、じと目でインクを見た。

「傷つくんでそろそろあっち行っていただけます!?　巻まき添ぞえくっても知らないからな！」

「うん、そうだね。──時間稼かせぎ終了っと」

　インクがぴょんと低木を飛とび越こえるのと同時に、冴さえ冴ざえと輝かがやく術じゆつ式しき陣じんが現われた。

「は──？」

　その向こうに悠ゆう然ぜんと男が立っている。

「お前どんだけ悪あく魔まなんだよ!!」

　七瀬は叫さけび、木こ陰かげに飛び込んだ。氷柱つららが地面に突つき刺ささり、一いつ瞬しゆんで草木を氷づけにする。

「ちっ、本当に逃にげ足が速いな！」

　男の悪あく態たいを聞きながら、七瀬はすでに別の物陰に移っていた。

　中庭には迷めい路ろのように低木が植えられている。動物型に成形中の木や資材などもあり、隠かくれる場所には事欠かない。日ひ野のには申し訳わけないが、おかげでどうにか逃げ切れた。

　七瀬は木陰や茂しげみに潜ひそむたび、ひたすら手を動かし文字を刻きざみ続けた。

「おい！　いつまで逃げまわるつもりだ！」

　男の怒ど声せいにひやりとするが、声はまだ遠い。

「──ああ、うぜえな……！　マジうぜえ！　うぜえうぜえうぜえ!!」

　大だい丈じよう夫ぶだ、まだいける──そう思ったとき、ドオオオ！　と凄すさまじい音がして地面が揺ゆれた。

　なんだ!?　顔をあげると、庭の一角が一直線に吹ふき飛とんでいた。土と一いつ緒しよにえぐられた低木がバサバサと降る。その向こうに男と無数に展てん開かいする術じゆつ式しきが見えた。

「キレやがったか……！」

　炎プロクス消しよう費ひを度外視して、全部吹き飛ばすつもりらしい。園えん芸げい部ぶが丹たん精せいこめてつくった植物が容よう赦しやなくなぎ倒されている。

　と、術じゆつ式しき陣じんがこちらを向いた。七なな瀬せは舌打ちし、すばやく茂しげみから飛び出した。しかし。

「ッ!?」

　駆かけ出したとたん左足が固まった。勢いきおいを止められず、地面に激げき突とつしそうになる。とっさに手をついて回かい避ひするが、なぜか左足の膝ひざから下はまったく動かなかった。

　足元に目をやって、七瀬はぞっとした。

「なん……!?」

　膝から下、靴くつとズボンががっちりと氷に摑つかまれていた。

　いつからあったのだろう、周囲の植物の間から無数の氷柱つららが生えていた。そうと知らずに小さな氷柱を踏ふみつけ、自ら足を凍とう結けつさせていたのだ。

「そこにいたか」

　七瀬は戦せん慄りつした。

　男が七瀬を見つけ、うすら笑いを浮うかべた。そのまわりには無数の術式陣が浮うかんだままだ。よく見れば数式も魔ま術じゆつ記号もない、ただの光る絵だった。

　──はめられた……！

　全部フェイク。荒あれた口調は大量破は壊かいを匂におわせる噓うそ、出現させた偽にせの術式陣も七瀬をおびき出すための演出。本命は足元の氷系攻こう撃げきだ。

　しかしいまさら気づいても遅い。男は不要な術式陣をすべてキャンセルすると、本物の術式陣を呼び出した。無む慈じ悲ひに煌きらめく円陣サークルが弾はじけ、凄すさまじい風を生む。

　形のない巨大なハンマーに殴なぐり飛とばされ、七瀬は木に激突した。

「が……はっ!!」

　痛みが脳天を突つき抜ぬけ、口に錆さびた鉄の味が広がった。意志とは関係なく、体がずるずるとその場に落ちる。

　くそ……ヤバい、さすがにヤバい……！

　立ち上がろうとしても、手足に力が入らない。

「手間取らせてくれたな」

　男は冷笑し、見下すように七瀬の前に立った。

「思えば哀あわれな奴やつだ。あの女と関かかわったばっかりにこんなことになって」

「人をはめといて、よく言うな……」

「俺おれのやることなんて、ああのい女つに比べたらずっとマシだ」

「意味わかんねえこと言ってんじゃねえよ」

　七なな瀬せが嫌けん悪おを隠かくさず吐はき捨てると、なぜか男の顔が曇くもった。

「お前……まさか、知らないのか？」

「……？」

「──驚おどろいたな！　何も聞いていないのか？　何も知らずに手を貸していたのか！　泣いて助けを請こわれたか？　それともすがられたか！」

　七瀬は何も言い返せなかった。黙だまる七瀬に、男は勝手に解かい釈しやくして続けた。

「本当に哀あわれだな。ああのい女つの本性も知らずに、そのために命を張るなんて。教えてやろうか？　……ああのい女つは、人殺しだ」

　人殺し。噓うそだとわかりながら、言葉の持つ凶きよう悪あくさに七瀬は動どう揺ようした。だがそれ以上にこんなつまらない噓で動揺させようとする男に強い憤いきどおりを覚えた。

「できの悪い噓だな……！」

「噓かどうか本人に訊きけばいいだろう。ああのい女つは人を殺した、その事実は動かない。まあ、この際過去のことはどうでもいい。問題はこれからだ。あいつはこれからもっと最悪なことをするんだ。何かわかるか？」

　男は目をすがめ、冷めた声で言った。

「ああのい女つは、東雲しののめ一族全員の目を潰つぶすつもりだ」

「噓言うな」

「能力封ふうじだ。〈先せん見けん〉の能力の流失を防ぐために、術じゆつ式しきを使った特とく殊しゆな刺青いれずみを眼球に施ほどこすんだ。能力どころか失明だ。あの女が正式にイヴになると決断すれば、真っ先にこの仕事に取りかかるだろうな。誰だれ一人例外はない、小さな子どもだろうとあいつは光を奪うばうぞ。平然と人を踏ふみにじるんだよ」

「噓だ！」

「ああ、噓だったらどれだけマシだろうな！」

　男の目は真しん剣けんだった。騙だましてやろうという気き概がいも、面白がる様よう子すもない。本人すら意い識しきしないところで、その目には怒いかりとも悲しみともつかない感情が浮うかんでいた。

「お前、俺がすることをくだらねえと言ったな。じゃあ、お前がしていることはなんだ？　これから大おお勢ぜいの人生を踏みにじる女ヤツだぞ、そんな奴やつを守る価値がどこにある!?　ばかみたいに体張って何になるんだ!!」

　男は口をつぐむと、クールダウンするようにジュースで汚よごれた髪かみをなでつけた。

「最初の問いに戻ろうか。お前は『禁きん断だんの果か実じつ』について何を知っている？　知っていることはすべて話せ」

　これが最後のチャンスだ、慎しん重ちように答えろ──冷ややかな目がそう言っていた。

　聞かされた話に混乱しなかったわけじゃない。その言葉にどれだけの真実があるのかもわからない。だが、七なな瀬せは迷まよわなかった。

「知らねえよ」

「──つくづくバカだな」

　男は携けい帯たい端たん末まつのロックを外すと、術じゆつ式しきを設せつ定ていしなおした。

「恨うらむなら自分の愚おろかさを恨め」

　男の指先が液えき晶しようディスプレイを払はらう。そして──




　ポーン、と警けい告こく音おんが鳴った。




『注意　炎プロクスが足りません。これ以上の使用は危険です。使用を続けますか？　注意　炎プロクスが足りません。これ以上の使用は危険です……』

「な……!?」

　男は愕がく然ぜんとし、ディスプレイに見入った。わけがわからず何度か画面を弾はじくが、注意文が流れるだけで術式は発動しない。それどころか無理に起動させようとすると立ち眩くらみを覚えた。

　七瀬は肺の空気が空からになるまで息を吐はき出した。

「やっと効いたかあ」

「な……貴き様さま何をした!?　まだＭＰには余よ裕ゆうがあった！　あんな攻こう撃げきで消しよう費ひつくせるはずが」

「背中」

　七瀬は顎あごで背後を確たしかめるよう促うながした。

　青い顔で男が背中に手をやると、なにか薄うすいものが触ふれた。引っ張ってみると、ガムテープでとめられた紙だった。Ａ４用紙を半分に破いたもので、見み慣なれない術じゆつ式しき陣じんが描かかれている。

「なんだこれは……!?」

「『早期育成のための術式陣』だってさ。冷夏とか天候不良にもってこいらしい。お前のＭＰ、植物用に変へん換かんして使わせてもらったよ」

　七瀬はぐしゃぐしゃに汚よごれた残り半分の紙を振ふってみせた。園えん芸げい部ぶの倉庫から拝はい借しやくした、植物のための術式陣だ。

「ばかな！　変換式だけでは意味がない、吸収するための術式陣をお前が持っているなら術式が起動するはずないだろう！」

「まわりをよく見ろって」

　中庭は荒あれ、折れた木やめちゃくちゃに踏ふみ荒らされた植物で溢あふれている。しかしところどころ異い様ように成長し、見事な回復を見せているものがある。

　地面や木き肌はだ。七瀬はあらゆる場所に同じ術式陣を描いていた。すべてが機き能のうしたわけではないようだが、男の炎プロクスを吸い尽つくすだけの効果はあったようだ。

　七なな瀬せに術じゆつ式しきを操あやつることはできない。だが、術じゆつ式しき陣じんを描いて利用することはできる。

「ただ逃げまわってたわけじゃないのか……！　でも一体いつの間に、」

　言いかけて、男は気づいた。七瀬と接せつ触しよくしたのは一度だけだ。倉庫から飛とび出してきたあの時。携けい帯たいを踏ふみ潰つぶされた、あの瞬しゆん間かん。

　煙えん幕まくは携帯を奪うばうためじゃない。背中にこの術式陣を貼はりつけるため────

「あんな時からこれを狙ねらって……!?」

「どっちでもよかったんだよ。携帯が壊こわれてくれても、こっちでも」

　七瀬はゆらりと立ち上がった。体はもう動く。痛みはある、でも動く。

　男は顔を引き攣つらせ、携帯を弾はじいた。しかし術式陣は閃ひらめかない。先ほどと同じ注意文が鳴り響ひびくが、構わずに炎プロクスを流し込む。

　注意は人体の影えい響きようを考えて余裕をもって設せつ定ていされている。集中すればまだ術式陣を呼び出せるはずだった。しかし、七瀬がそれを許すはずがなかった。

　七瀬は男の手ごと携帯を摑つかんだ。とたん、バチィ！　と青白い火花が爆はぜ警けい告こく音おんがあがる。

　一瞬であれば男も耐たえられたかもしれない。しかし火花は激はげしさを増し、白はく熱ねつする小さな稲いな妻ずまとなって七瀬の指の間から溢あふれた。

「ぃっ……！」

　男は慄おののき、強引に手だけを引き抜ぬいた。

「──お前の言うとおりだよ」

　七瀬は強く携帯を握にぎりしめた。

　術式を受けつけない体が激はげしい拒きよ絶ぜつを示し、痛みとなって腕うでを刺さす。だが、どうでもいい。

「俺おれは東雲しののめさんのことを知らない。〈先せん見けん〉の能力がどういうもので、どこまで正せい確かくに見えるものかも知らない。一体何に片足突っ込んだのかも、お前が言っていることが正しいかどうかも判断つかないよ。──でもな、」

　さらに強く携帯を握ると警告文の音がねじれ、悲ひ鳴めいのような甲かん高だかい音に変わった。

「お前が言う言葉が百パーセント真実でも俺は今と同じことをする！　それがどういう結果になるか、正しいのか悪いのかだってわからない、だけど結果を恐おそれて動かないなんてことは絶対にしない！　未来や過去なんて関係ない、そんなことでビビって自分が感じたことを投げ出したりしない！」

　ピシッ、とディスプレイに亀き裂れつが走った。

　耳みみ障ざわりな警告音を封ふうじるように、バチバチと火花が爆ぜる。しかし、それは液えき晶しようディスプレイで起こっているのではなかった。

「お……前、なんだそれは……!?」

　男の声が恐きよう怖ふと畏い怖ふに震ふるえた。

　携帯を摑む七瀬の腕に黒い閃せん光こうが走り、ふわりと無から鎖くさりが出現した。異次元から呼び出されたそれはしだいに濃こさを増し、確たしかな重さをもって七なな瀬せの腕うでに絡からみつく。

　インクの鎖くさりと同じ、砂岩のような素材でできた鎖。不気味に薄うす青あおく光るそれは術じゆつ式しきに反応して小こ刻きざみに震ふるえ、シャラシャラと硬こう質しつな音を響ひびかせた。

「無能力者じゃない……!?　貴き様さま、まさか──！」

「好きに呼べよ」

　七瀬は笑い、握にぎりしめた拳こぶしを振ふり上げた。




　　　　　　　　３




「…………？」

　彪あや女めは目を覚ましたとき、どうして自分が寝ねているのか不ふ思し議ぎに思った。

　夕方だろうか。カーテンの隙すき間まから差す日差しが、ふとんに一いち条じようの光を投げている。天てん井じようには三段切り替かえの丸い照明があり、そこから垂たれ下がった紐ひもがかすかに風に揺ゆれた。

　彪女はぼんやりと部屋を眺ながめた。そうしているうちに、しだいに意い識しきが覚かく醒せいしてくる。そして、唐とう突とつに術式を展てん開かいしてほくそ笑む男の顔が脳のう裏りに弾はじけた。

「──！」

　ぞっとして彪女は飛とび起きた。

　今のはいつの出来事!?　ここはどこ、今日きようは何日、どうして私はここに……!?

　記き憶おくをたぐるが、わからない。ここがどこなのか、どうやって来たのか、今まで何をしていたのか。混乱した頭では何ひとつ思い出せなかった。

「あ、寝ねてなきゃだめだよ」

　不意にドアの方から声がした。

　振ふり返ると、部屋の入口に小さな子どもがいた。黒くろ髪かみをポニーテールにまとめた女の子で、ペットボトルやグラスを載のせたトレイを危なげな手つきで抱かかえている。

　少女は彪女のそばにくると、よいしょ、とトレイを床ゆかに置いた。

「あの、……ここは？」

「ななせのおうちだよ」

　その名に記憶が呼び起こされた。旧校舎、男、術じゆつ式しき陣じん、氷柱つらら──それから、七瀬。

　彪女は部屋の時計を見上げ、愕がく然ぜんとした。

　時計の針は五時半をまわっている。旧校舎にいたのは三時過ぎだったはずだ。

　────防げなかった。

　落らく胆たんする一方で、もう回かい避ひのために動かなくていいんだ、とホッとする気持ちが交こう錯さくする。そんなことを思う自分に気づいて、彪女はますます自じ己こ嫌けん悪おに陥おちいった。

「はい、どーぞ」

　うつむいた視界に、冷たい水の入ったグラスが差し出された。少女はどこか得意げに笑った。人の世話をするのが楽しいのだろう。

　そのあどけない顔を見ているうちに、ささくれた気持ちが少しだけ和やわらいだ。

「ありがとう」

　彪あや女めは微笑ほほえみ返し、グラスを受け取った。

　この子は七なな瀬せの妹だろうか。こんなに可愛かわいらしい妹がいたとは知らなかった。

　それにしても変わった服ふく装そうだ。黒いかぼちゃパンツに同じ色のタイトなシャツ。きゅっと腰こしに布を巻まいているので、小さなランプの精みたいだ。

「お遊ゆう戯ぎ会かいがあったの？　かわいい衣い装しようね」

　愛あいらしい姿に目を細めて誉ほめると、女の子はううん、と首を振ふった。

「ななせのシュミだよ。ふつーのお洋服より、コスプレのほうがスキなんだって」

　彪女は笑顔のままフリーズした。

「いつもね、こういうおようふく買ってくるの。それで、おうちではコレを着なさいってゆーんだ。フリフリのスカートとか、くまさんとか、セーラー服とか、いっぱいあるよ。でもね、このおようふく、ちょっとさむいの。それに首のこれ、おもくて」

　ピキッと笑顔にひびが入った。怒いかりのあまり声にもならない。

　彪女はグラスを脇わきに置くと、少女に手招きした。

「……いらっしゃい、取ってあげる」

「え！　ほんと？」

　少女は嬉うれしそうに背中を向け、ふとんの隅すみにぺたりと座った。細いうなじに重そうに大おお振ぶりの鎖くさりが下がっている。

「まったく、どういう神経してるの……！」

　彪女は腹を立てながら鎖に手を伸のばした。指先が鎖に触ふれた、その瞬しゆん間かん。

　突とつ如じよ鎖から青い炎がほとばしった。

「きゃ……!?」

　鎖が一いつ瞬しゆんに燃もえあがり、赤く熔とけたマグマに姿を変えた。炎ほのおはあっという間に少女の体に舐なめ広がった。助けようとしたが手て遅おくれだ。炎が勢いきおいを増し、青く燃えあがる。女の子の泣き叫さけぶ声が炎の向こうに消え、髪かみが焦こげる匂においと肉の融とける不快な音を聞いた。

　彪女は燃え盛さかる青い炎を前に、動くことすらできなかった。すすり泣く声がしだいに小さくなっていく────が、その声が、笑い声に変わった。

　少女の背中を突つき破って黒い炎が噴ふん出しゆつした。腕うでや足、頭からも黒い焰ほむらが燃えあがり、青い炎を焼き尽くしていく。

　引き攣つったような哄こう笑しようはしだいに大きくなり、金切り声で歓かん喜きを叫んだ。共鳴するように黒い焰が爆はぜ、火の粉を撒まき散らす。青い炎は喰くい尽くされ、もうどこにもない。それどころか少女の姿さえ消えていた。あるのは燃もえ盛さかる、どす黒い炎ほのおだけ。

　大気をも焦こがす灼しやく熱ねつの炎の匂におい。肌を刺さすような熱ねつ風ぷう。黒い炎が奇声をあげながら勢いきおいを増し、火柱のように高く燃えあがる──




「どうしたのおねえちゃん？」




　彪あや女めははっと我に返った。

　無む防ぼう備びに首くび筋すじをさらした少女が、不ふ思し議ぎそうに彪女を見上げていた。

　彪女は返事ができなかった。全身が怖気おぞけ立だち、暑くもないのに汗がにじんだ。幻げん視しで感じた焦げ臭くさい匂いが、はっきりと鼻はなの奥おくに残っている。

「……えっ、あ……」

　少女は彪女の困こん惑わくに気づくと、すっと目を細めた。

「これだから〈先せん見けん〉って嫌きらい」

　少女は頰ほおが触ふれるほど近く彪女に顔を寄せ、いたずらっぽく微笑ほほえんだ。

「おねえちゃん、命狙ねらわれてるんだってね。コレ取ってくれたら、おねえちゃんの敵もあたしが潰つぶしてあげるよ？　ねえー、良いお話じゃない？」

　甘あまい、子どもの声。しかし、違ちがう。

　これは人間ではない。人であらざるものが、その形を真ま似ねているにすぎない。

　彪女は恐きよう怖ふを吞のみ込んで、決然と言った。

「お断りよ」

「かわいくなーい」

　少女はつまらなそうに立ち上がり、彪女の横を通り過ぎようとした。

「待ちなさいっ、お前は何？」

「さあ？」

　彪女はすぐに振ふり返ったが、少女の姿は忽こつ然ぜんと消えていた。

　がらんとした室内に人ひと影かげはない。しかしタンスの落とす影のなかで何かが動いた。

「目にしたこと、そのままを信じる。人間のそういう愚おろかなところって大好き」

　影よりも濃こい闇やみが蠢うごめき、獣けものが喉のどを鳴らすような音を響ひびかせた。影のなかで漆しつ黒こくの瞳ひとみが妖あやしく光る。

「でも詮せん索さく好きは嫌い。特に、まだ起こりもしていないことを嗅かぎまわる輩やからはね……」

　闇が伸のび黒いものが現われた。闇色の毛並み、獰どう猛もうで冷れい酷こくな瞳──獣だ。

　狼おおかみのような獣が、半身を闇に沈しずめたまま射い貫ぬくような眼まな差ざしで彪女を見た。その首には少女と同じ鎖くさりが下がっている。

「お前は……」

「去れ。今なら見み逃のがしてやる。だがこれ以上関かかわるなら」

　いきなり獣けものが牙きばを剝むき、彪あや女めに飛とびかかった。嚙かまれる！

　身構えたとき、パチッと部屋の明かりがついた。

「こらインク！　この部屋はだめだって言っただろ！」

　彪女は目を瞬まばたいた。目前に迫っていたはずの獣が消え、あたりは穏おだやかな風景に戻もどっていた。部屋の入口にコンビニの袋ふくろをさげた七なな瀬せがいる。

「おかえり七瀬～。おみやげは？」

「ないよ」

　えー、と少女が不服そうに七瀬の足にまとわりついた。

　彪女は呆ぼう然ぜんとその様よう子すを眺ながめた。少女は、術じゆつ式しきや、まして系けい譜ふの能力ちからで作り出されたものでもない。もっと別の、もっと禍まが々まがしく、恐おそろしいもの──

「七瀬……、その子……」

　それがわかる分だけ彪女の声は恐きよう怖ふにかすれた。しかし七瀬の答えは簡かん単たんだった。

「ああ、うちの呪のろい」

「のっ呪い？」

「あ！　もしかしてコイツ何かした!?　ごめん、部屋に入るなって言ったんだけど」

「それより呪いってどういうこと!?」

「ん？　いや、どうと言われても……」

　七瀬は頭を搔かき、思い出したように手にさげたコンビニの袋を振ふった。

「とりあえずお茶でも飲まない？」




「──お前、ケガ人相手に何してたんだよ、東雲しののめさんめっちゃ怖こわいぞ」

　七瀬はテーブルを挟はさんで座った彪女を後しり目めに、横にいるインクに囁ささやいた。

「別にぃ？　ちょっとからかっただけだよ」

「お前のちょっとはちょっとじゃない」

　ひそひそ言いながら彪女に目を向けると、じいっと注そそがれる視線とぶつかった。

　彪女は無表情にこちらを眺ながめながら、両手で持った菓か子しパンをもそもそと食べていた。怒おこっている様よう子すはないが、楽しそうな様子ではもちろんない。

　どうせ見つめられるなら違ちがうドキドキがほしい。心底そう思いながら、七瀬は口を開いた。

「あー……っと、術式で治したって言ってたけど、ケガはもう平気？」

「ええ」

「そっか、よかった。いや、騒さわぎになるのダメみたいだったから、ひとまずうちで休んでもらえって思ったんだけど、もうバタバタで。東雲さんちの連絡先もわからないし、どうしようかと思ってたんだよ」

「そう」

「え？　あ、うん、そう、なんだ……」

「……」

「……………………あ、そうだ荷物！　カバン見つけたんだ、ケータイ壊こわれててダメだったけど、あとは全部あると思うんだ、隣となりの部屋にあるから確かく認にん」

「後で検あらためます」

　パシッと返され、会話が終了した。

　うわあ、話にならない……。ちょっと買物に出た間に、また変なことになってる。

　できれば襲しゆう撃げきのことや今までの謎なぞの行動の理由を聞きたかったのに、とてもそんな雰ふん囲い気きじゃない。顔色はいいし、無理をしている様子がないだけ良かったと思うべきか。

　それにしても何が原因だ？　七なな瀬せはぐるりと視線をめぐらせ、つと彪あや女めの服に目を止めた。正しくは七瀬の服だが、女の子が着るとこうも違うかというくらい別の服に見える。

　シャツはぶかぶかで、鎖さ骨こつがばっちり見える。少しでも動いたら肩からずり落ちそうだ。七瀬は標ひよう準じゆん体型なのでそれほど大きいはずはないのだが、服の幅はばが圧あつ倒とう的てきに余っている。しかも布の重みが手伝ってか、線の細さが余計に目立つ。……なんというか、目のやり場に困る。

「……何かしら」

「うぇ!?　あ、いや服が」

　服？　と彪女が自分の体を見下ろした。とたん、不ふ機き嫌げんな表情がすとんと抜ぬけ落ちた。彪女は悲ひ鳴めいをあげ、両手で包むように体を隠かくした。

「見たの……っ!?　わっ、私の意い識しきがない間に勝手に着き替がえさせるなんて……っ！」

「っえ、そこからっ!?　服が気に入らないとか、妙みようにやらしーなとかじゃなくて!?」

　彪女は耳まで真まっ赤かになり、口をぱくぱくさせた。

「わあぁあっ！　違ちがう誤ご解かい、見てないから何も！　着替えも日ひ野のに頼たのんだ、知ってるだろうちのクラスの日野！　俺おれ見てない、本当何も見てない！」

　言葉を重ねるほどウソ臭くさくなるから不ふ思し議ぎだ。自らドツボにはまるような発言をしているようで、七瀬はあわてて隣となりに振ふった。

「だよなインク！　お前も手伝ったから知ってるよな！」

「うーん？　七瀬がそう言ってほしいなら、そう言ってあげてもいーよ？」

　はてしなく証言してもらう相手を間違えたぁあ！

　テーブルに頭を叩たたきつけたくなったが、そんなことしても誤解は解けない。

「日野に確かく認にんしてくれたらわかる……！　本当だ、もうすぐ服買って戻ってくるからっ」

「いい、黙だまって！」

　彪女が鋭するどく遮さえぎった。嚙かみつくような視線が怖こわすぎる。

「もうこの話は終わり、……いいわね」

　気き迫はくに押おされ、七なな瀬せはこくこくと頷うなずいた。こうなったら日ひ野のが頼たよりだ。疑いを晴らしてくれることを信じて帰りを待つしかない。

　彪あや女めは神経質なくらい服を整えると、怖こわい顔で七瀬を睨にらんだ。

「それで、その子は一体何なの」

「え、インク？　さっき言ったとおり、うちの呪のろいだけど？」

「説明になってない」

「そう言われても他に言い様ようがなあ」

　のらりくらり言う七瀬に、彪女は業を煮にやしたように切り出した。

「いつなの？　貴方あなた、誰だれにそんな呪いをかけられたの」

「あ、いや、俺が呪われたんじゃなくて。なんつーか」

　七瀬は適当に言葉を濁にごそうとして、ふと真しん剣けんな眼まな差ざしに気づいた。彪女は怒おこってなどいなかった。かすかに眉まゆ根ねを寄せ、不安そうな目をしている。──心配されていたのだ。

　気づいてしまうと、もうはぐらかせなくなった。だいいち、これは七瀬の罪つみではない。

「──本当に俺じゃないよ。ただ、ずっと昔のことなんだ。……俺の先祖に浅あさ守もり正まさ綱つなっていうヤツがいてさ、そいつ藩はん主しゆだか領主だかに仕つかえる呪じゆ術じゆつ師しだったんだ。腕うでも良くて人望もある、結構優ゆう秀しゆうなヤツだったらしい。でもある日、正綱は自分の主あるじを殺して、家族や仲間の呪術師たちを皆みな殺ごろしにした」

　彪女が小さく息を吞のむのが聞こえた。けれどこの惨むごたらしい話は始まりにすぎない。

「ひどい虐ぎやく殺さつだったらしい。生き残ったのは倉くら敷しきっていう呪術師だけだったって聞いてる。倉敷は正綱と縁えんの深い人で、兄弟か親友みたいな……とにかく、そういう存在だったらしい。だから余計に許せなかったんだろうな。裏うら切ぎられて大切な人もみんな奪うばわれて、許せるはずない。倉敷は、正綱を恨うらんだ。憎んで憎んで憎みたおして、……下げ法ほうに手を出した」

「下法……？」

「今でいう禁術のこと、それも相当ヤバいレベルだよ。蘭らん学がくっていうのか？　倉敷は当時西洋から伝わってきたばかりの魔ま術じゆつと自分の知ち識しきの粋すいを結集して、強力な死神を生み出したんだ。それがインクだよ」

　七瀬は目を伏ふせた。自分の先祖がどこで何をしていたか知ってる人なんて、どれくらいいるんだろう？　曾そう祖そ父ふかその前の代まで辿たどれれば運が良い方だ。

　七瀬の家も結局そうだ。浅守という姓を避さけ、名前を変え、住む場所を変え……。おかげで祖先が何を考えてそんなことをしたのか、さっぱりわからなくなってしまった。ただこの物語だけがおとぎ話のように語られ、インクと共に現代へ残された。

「でも、どうしてそんな古い呪いが現代に残ってるの？　呪いの対象者は浅守正綱という人なんでしょう？　亡くなった人の呪いがどうして貴方に？」

「インクの使命が『浅守一族の魂たましいを喰くらい尽つくすこと』だから。だから浅守の血が絶えるまで呪のろいは終わらないんだ」

「だけど変よ、その子死神なのよ？　どうして貴方あなたを襲おそわずにいるの？　いいえ、それ以前の問題だわ。それほど強力な呪いなら、その子はすぐに任にん務むをまっとうしたはず」

「あ、それは正まさ綱つながインクを封ふう印いんしたから」

　答えて、七なな瀬せは言葉が足りなかったと気づいた。

「ええっと、正綱もはじめは呪いを解こうとしたんだ。でも呪いが強力すぎて、仕方なく特別な金きん属ぞくを鍛きたえて強引に封印することにしたんだ。それがこいつの首に下がってる鎖くさり」

「力だけ奪うばったのね。だからこの子は誰だれにも手が出せなくなって現代まで残った……。歳さい月げつが経たっても風化しないなんて、本当に強力な呪い……」

「みたいだな。インクの力は押さえられたけど、結局正綱も無事じゃすまなかったし」

「どういうこと？」

「封印の維い持じに炎プロクスが必要だったんだ。正綱は炎プロクスを鎖に吸いあげられて、二度と術じゆつ式しきが使えなくなったらしい。自業自得だな。──ていうか、俺おれもなんだけど。正綱の子孫はみんなそうで、根こそぎ鎖にＭＰ消しよう費ひされてるんだ。だから誰も術式や系けい譜ふの能力ちからが使えない」

「待って、呪いは終わってないということ……!?　じゃあ、もし鎖がはずれでもしたら」

「ああ、間ま違ちがいなく殺される」七瀬は苦笑した。「昔はけっこうあったみたいなんだ。インクに戦いを挑いどんだり、術式が使いたくて鎖を不用意にはずしたりとかさ。封印とか言ってるけど、実際は命の代わりに炎プロクスを全部差し出してるだけなんだ。騙だまし騙しやって、こいつの力を打ち消すのがやっとの状じよう態たいで」

　やだなあ～、と隣となりでおやつの固こ形けい墨ぼくをはんでいたインクが口をはさんだ。

「七瀬がころっと死んじゃってくれても魂たましいくらい回収できるよ？　ホント言うと、手順踏ふんで逝いってくれるのが一番嬉うれしいけど★」

「期待に満ちた目でこっち見んなっ！」

「契けい約やく不ふ履り行こうは悪あく魔ま的てきに恥はじなの！　それなのにフーインなんてちょろいことして、七瀬、あたしに申し訳わけないと思わない？」

「思うか!!」

「ひどーい、呪いって大変なんだから！　特に正綱ちゃんのはネチネチ系スペシャルだし。まずエグくてモザイク仕し様ような死に様ざま決めるでしょ、それから運命縛しばって必ずその方法で死ぬようにして、もがき苦しんで逝ってもらわないと！　死ぬだけじゃダメなんだよ？　凄せい惨さんな死に方してもらわないと。ねー、あたしってば、すっごい苦労人～」

　七瀬はげんなりして、彪あや女めに視線を戻もどした。

「まあ……とにかく、鎖さえ取らなきゃインクは無害だから。あ、でも安全装そう置ちがちょっと変なんだよな。何でか術式が反対についててさ、鎖に触さわるとめちゃくちゃ痛くて」

「痛いくらいいーじゃん！」

　インクはばしばしとテーブルを叩たたいて抗こう議ぎした。

「あたしなんかずぅっと不便でかわいそーな生活強しいられてるんだよ、しかも没ぼつ落らくしたビンボーな家に！　ドビンボーなおうちに！　高級練ねり墨ずみもないし、毎日インクジェットも飲ませてくれないし、七なな瀬せんちって超ちようビンボー！」

「ば……っ！　お客さんがいるときにそういう話は……っ！」

「じゃあ備びん長ちよう炭たん！　今ちょーだい、すぐちょ～だい！　この固こ形けい墨ぼくおいしくない！」

「黒けりゃなんでもいいだろ！」

「ひっどーい、合成着色料べったりは体に悪いんだよ！　あたしが発育不良になってがっかりするのは七瀬なんだからね！」

「誰だれががっかりするかっ」

「え!?　七瀬って本気でそういう趣しゆ味み……!?　ゴメンあたし全然気づかなくって」

「コラァー！　とんでもないフォロー入れんな誤ご解かいされる!!」

「ヘーキだよ？　スイレンちゃんにはさっき七瀬がコスプレマニアのロリコンってイメージ植えつけといたから」

「ギャ────!?　お前っ、なんてこと!!　本気で俺おれのこと社会的に抹まつ殺さつする気か!?」

「エヘ★」

「エヘ★じゃない！」

「──……あのぅ。呪のろわれているって意味、わかってる？」

　ぎゃーぎゃーとやり合う七瀬とインクに、彪あや女めが啞あ然ぜんとして言った。

「ちゃんと自覚してる？　貴方あなた、大変な状じよう況きようにいるのよ……？」

「ん？　そりゃまあ、術じゆつ式しきも使えないしなあ」

「そうじゃなくて」彪女は言葉を切り、困ったような顔で続けた。「どうして貴方は受け入れられるの。この状況を変えようと思わないの？」

「そうは言われても、何を変えたらいいんだ？　呪いをかけた奴やつはとっくに死んでるし、封ふう印いん解いたらインクに殺されるし。全部いまさらだよ、このままでいるしかないんだ。いいとばっちりだけど、術式が使えないくらいで死ぬわけじゃないし、これ以上悪くはならないよ」

　インクは決して過去を語らない。呪いの解き方はもちろん、かつて何が起こったのかさえ。ただ擦すり切れた呪いが機き能のうして、祖先の罪つみを忘れさせない。もう百年以上昔のこと。今さら何も取り返せるはずがないのだ。

　だから、七瀬はじくりと痛む胸むねの奥おくを隠かくして朗ほがらかに笑った。

「まあ、ないものほしがっても仕方ないから！　俺は今のままで十分だよ。そりゃあ、ＭＰゼロだし自動ドアに無視されるけど、余計なもの求めて死ぬよりずっといいよ。ゆるゆるで退たい屈くつな人生って笑われたって全然いいんだ。東雲しののめさんみたいな人からしたらつまんない一生かもしれないけどさ、俺は平へい穏おんに暮くらせるのが一番だよ！」

「そう……」

　彪あや女めは肩の力を抜ぬいた。それからようやく合点がいったというように小さく頷うなずいた。

「……でも、そうね、よくわかった。だから貴方あなたの未来が見えなかったのね」

「え、俺おれの未来？」

「ええ。私、未来のことがかなり鮮せん明めいに見えるの。それこそ今こうして話しているみたいに、はっきり。夢ゆめに似てるって言ったらわかりやすいかな。夢の中で感じたことはとてもリアルでしょう？　そのくらい何でも見えるの。……でも、貴方は違ちがった」

　七なな瀬せは顔をしかめた。違うと言われても、何が違うのかさっぱりだ。

　その表情に気づいてか、彪女は嚙かんで含ふくめるように言いなおした。

「未来は、無数の糸に似ているの。たくさんの可能性の糸と、なかには運命と呼ばれるくらい強い力を持つ糸もある。人は誰だれしもそのうちのひとつを選び、その糸を中心にさらに遠い未来の糸を紡つむいでいくの。〈先せん見けん〉が見るのは、巻まき取られたばかりのその糸よ。だから私は『今』に近いほど、これから起こることがはっきり見えるの。十分以内に起こることなら百パーセント当てられる」

　予言でも予知でもない、確かく実じつに起こる事じ態たいを見るのが〈先見〉。だから最強の的中率を誇ほこる。

「でも、貴方の未来はいつもかすんでいて、見ることができなかった。唐とう突とつにあるシーンだけが現われては消えてしまう……。今まで理由がわからなかったけど、今の話でよくわかったわ。貴方の糸はいつでも切れる状じよう態たいになってるの。呪のろいと封ふう印いんが干かん渉しようして、あるべき未来の糸がなくなってるのよ」

　たぶん、そのとおりなんだろう。インクの鎖くさりを解けば、間ま違ちがいなく殺される。『死に様ざま』を定めて魂たましいを奪うばうというこの呪いは、あるべき未来の糸を引き千切り、運命すら覆くつがえして七瀬を死へと導くだろう。そうでなくともインクは日々やっかいな状じよう況きようへ陥おとしいれようとしてくれるので、今まで無事にやってこられたのが不ふ思し議ぎなくらいだ。

　しかし、わからない。

「そんな精度の高い力があるなら、どうして自分の未来を〈先見〉しなかったんだ？　今日きようだって、そうしてればケガしなくてすんだかもしれないのに」

「だめなの。〈先見〉では自分の未来は見えないから。白紙の紙を眺ながめていても絵が描かきあがらないのと同じで、自分の未来を見ても、見えるのは能力を使う自分の姿だけ」

「そうなのか……」

　たしかに襲おそわれるとわかっていたら、そんな危険な未来を選ぶはずがない。絶対的な能力に思えた〈先見〉だが、万能というわけではないようだ。

　七瀬は少し迷まよい、思い切って訊きいた。

「東雲しののめさんは、どうして襲われたんだ？」

　凶きよう暴ぼうな攻こう撃げき。なんのためらいもなくそれを行使する男。あんな凶行が起こるなんて、ふつうじゃない。きっと彼女はとんでもないことに巻まき込まれている。

「話しにくいかもしれないけど……、でもあんな危ない奴やつがいるんだ、今日きようはどうにかなったけど、また襲おそってくるかもしれないだろ。教えてくれ、俺おれにできることはするから」

「ねえ、どうして私が貴方あなたの未来を覗のぞいていたと思う？」

　不意に問いかけられ、七なな瀬せは目を瞬まばたいた。あれ、そういえば……？

　彪あや女めは、七瀬の未来が『見えにくい』と言った。裏うらを返せば、七瀬の未来をずっと見ていたことになる。

　でもなんで俺の未来なんか？　成績も普ふ通つう、生活も平へい凡ぼん。野心がなければ、これといった熱ねつ意いもない。そんな名も無き市民を地でいく暮くらしを覗いて、何になるんだろう？

「もしかして今回のことって、何か俺と関係あったのか？」

　七瀬は彪女を見た。彪女も七瀬を見つめ──ふっと笑った。こらえきれずか、その華きや奢しやな肩が震ふるえ、クスクスと笑い声がこぼれる。

「ん、何？　どうかした??」

「フフフ……ごめんなさい。でも、フフ……私ばかみたいで」彪女は目じりの涙なみだを拭ぬぐって、どうにか笑いをひっこめた。「そうね、もうすんだことだもの。全部話すわ、東雲しののめのことも、貴方につきまとった理由も」

　顔をあげた彪女はどこか晴れ晴れとした表情で言った。

「旧校舎での戦い。貴方は私ではなく、あの男に手を貸すはずだった。貴方は、本当は私を捕える側だった」
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　七瀬はぽかんとした。

　俺がああのい男つに手を貸す……？

　あんな、術じゆつ式しきで人を襲うような奴に？　人を人とも思っていないような、あのろくでなしに？

「ない、絶対ない」

　七瀬は断言した。どう考えてもあいつと組むなんて考えられなかった。しかも二人で彪女を捕えようとするなんて、想像もつかない。

「だいたい、なんで手を貸さなきゃいけないんだ？　禁術コードは使う、携けい帯たいから術じゆつ式しき陣じん引っ張り出す、しかも『禁きん断だんの果か実じつ』とか意味不明なこと言って。あんないかれたヤツとどうやったらお友だちになれるんだか」

「壮そう吾ご」

「え？」

「彼の名前よ」

「名前って、東雲しののめさんなんでそんなこと……まさか知り合いなのか？」

「壮そう吾ごは私のいとこよ」

　何を言われたのか、理解するのに時間がいた。

　その言葉が示す意味に気づいたとき、七なな瀬せは啞あ然ぜんとして彪あや女めを見た。

「東雲さん、身内に襲おそわれてたのか!?」

　信じられなかった。平然と禁術コードを振ふりかざし、それを使うことに何らためらいを持たない男。そんなのに狙ねらわれているだけでも衝しよう撃げき的てきなのに、それが血けつ縁えん者しやだったなんて。

「でもそんなのおかしいだろ、なんで親しん戚せきで殺し合いみたいなまねできるんだよ!?」

「親戚だからでしょうね」彪女は当然のことのように言った。「東雲家には権力や財力が集まる。イヴの名を継つげばそれだけ自由になる力は大きいわ。壮吾が私を疎うとむのもわからなくない」

「でもそんな」

「納得できない？　……そうね、私の家はどうかしてる」

　私でもそう思うもの、と彪女は半ばあきらめたように呟つぶやいた。

「今年の一月に私の祖母が他界したの。お祖ば母あさまは前任の〈先せん見けん〉のイヴで、歴代最強といわれるほど、遠くまでよく見える人だった。そして、生前死期を悟さとったお祖母さまは一つの遺ゆい言ごんを残したの。それが今回の騒そう動どうのはじまり」

「どんな遺言なんだ？」

「『強き者が古き世界を打ち砕くだく』」

「……それだけ？」

「ええ。暗に私がイヴに相応ふさわしくないと思われたのね。イヴは世せ襲しゆう制せいなの。名を継つぐのは長女と決まってる。長女が死去してる場合はその長女の最初の娘むすめに。姉妹よりも直系を重視するの。だから私がイヴに選ばれた。でも、これを不服とした者がいた。……それが壮吾よ」

　七瀬は自分でも渋しぶい顔になるのがわかった。

　あの襲しゆう撃げき者しやの名前。名も正体もわからない敵ではなく、彼女のいとこなのだ。身内から命を狙ねらわれる──そんな事実をすんなり吞のみ込めるほど、七瀬は物分りがよくない。

「壮吾はお祖母さまの遺言を根こん拠きよに、こう主張したわ。遺言の『古き世界』とは世襲を象しよう徴ちようしている。つまり、イヴは長女ではなく、その名に相応しい最も優すぐれた〈先見〉の能力者から選ぶべきだ、って。一月からイヴの座が空席になっていたことも彼には好都合だった」

「ん？　今の〈先見〉のイヴは東雲さんだろ？」

　一月のニュースは記き憶おくに新しい。彪女の祖母が逝せい去きよしたことと共に、彪女が新たなイヴであることを伝えていた。それが半年近くも実体がなかったなんて大事件だ。

「間違いではないわ。だけど正式にイヴになるためには、しなくてはいけないことがいろいろあって…………私は、時間がほしかった」

「……もしかして、イヴになりたくないのか？」

　そんな口ぶりに聞こえたが、彪あや女めはかぶりを振ふった。やわらかな髪かみが顔にかかる。

「〈先せん見けん〉の能力がどれだけ世界に影えい響きようを与えるか知ってる？　金きん融ゆう、軍事、政治、警けい察さつ。各方面に東雲しののめは人材を輩はい出しゆつしてる。『先がわかる』というのはとても有利なの。それだけに東雲の力を独占したいと考える人は少なくない。そんな人たちがそこかしこにいるのに、後こう継けい者しやでもめればどんなことになるか……」

　もし、企業や個人が、自分の利益になる人物をイヴの座につけることができたら。その先など考えるまでもない。

「誰だれかが未来を独占するってことか」

「もっとひどいわ。例えば、明日あしたどこかで戦争が起こるとする。私たちなら、それを回かい避ひするために力をつくすわ。それが叶かなわないなら、被害を少なくするよう能力を使う。でも、もし誰かが私欲に使ったら？　戦争があると知った人は、燃ねん料りようや武器を売るでしょう。食料や水で一ひと儲もうけしようとするかもしれない。もしかしたら、わざと戦争が起こる未来を引き寄せようとするかも。犠ぎ牲せいになるのは未来じゃない、今生きている誰かなの。罪つみもない、何も関係ない、誰かなのよ」

　例えば、アイスの当たりがどれかわかるとか。明日の抜き打ちテストの問題がわかるとか。そんな、ちょっと便利な能力。──七なな瀬せは、〈先見〉の力をそんなふうに考えていた。

　せいぜい宝くじで大おお儲もうけぐらいにしか思っていなかった。『未来が見える』という本当の意味を、その危うさをわかっていなかったのだ。

「だからこそ世せ襲しゆう制せいなの。異い論ろんがあろうとなかろうと関係ない。私は、生まれたときからイヴになる定めを負ったんだから」

　定め、という言葉が胸むねに重く響ひびいた。

「でも東雲さんなら、前からこうなることがわかったんじゃないのか？　ばあちゃんにそんな遺ゆい言ごん残さないでもらえばよかったじゃないか」

「そんなに単純じゃないの。物事を大きく変えれば、それだけ多くのものがずれてしまう。本当に変えたい未来があるなら、物事を小さく動かすしかないの。それに……私がどうがんばっても遺言を消せなかったと思う。お祖ば母あさまの能力はとても強かったから」

「……『禁きん断だんの果か実じつ』ってやつか」

　あの壮そう吾ごとかいう男が探していたもの。イヴになった者だけが手にする、絶大な能力を生み出す『何か』。

　彪女は探るような眼まな差ざしで七瀬を見ると、慎しん重ちように言った。

「ある、とだけ言っておくわ。……貴方あなたや壮吾が思ってるようなものではないでしょうけど。とにかく、どこかからこの話を聞きつけた壮吾は、実力行使に出た。私から『禁断の果実』さえ取り上げられれば、イヴにはなれないと考えたのね」

　彪あや女めは言葉を切ると、神しん妙みような面おも持もちで七なな瀬せを見た。

「そして私の見た未来では、貴方あなたは壮そう吾ごに手を貸し、私を捕とらえる側に回るはずだった」

「だからありえないって」

「どうして？」

「あいつのやり方はむちゃくちゃだ。目的のためなら何してもいいと思ってる。思いどおりにならなきゃ暴ぼう力りよくを振ふるって、誰だれが傷つこうとぜんぜん構わないカンジだった。そんな奴やつにどうして手貸さなきゃいけないんだよ」

「もし壮吾と先に出会って、継けい承しよう問題を聞かされていたら？」

「え？」

「貴方が私と出会うことなく、壮吾の事情だけを知っていたらどう？」

　七瀬は目を瞬まばたいた。考えてもみなかった。最初に彪女という存在がいて、彼女が不ふ思し議ぎな行動をとっていて──そして、ケガしたところに出くわした。

「でも、そんなこと関係」

「椿つば希きさんっていうのよ」彪女が押おし込むように言った。「壮吾のお姉さん。それに妹もいるの。紗さ夕ゆ莉りちゃんっていって、今度中学生になったの」

「……それが何だよ？」

「刺青いれずみの話はもう聞いたでしょう」

　問いではなかった。彪女はそれ以上言わず、ただ七瀬を見た。

　東雲しののめの刺青──。彪女がイヴになるとき、〈先せん見けん〉の能力の流出を防ぐために施ほどこすという封ふう印いんのことだ。眼球に特とく殊しゆな刺青を刻きざみ、能力どころか視力さえ奪うばう……

　あの男は、確たしかにそう言った。

「……でも、まさか、やるつもりじゃないよな？」

「……」

「ちょっと待てよ、その人たちが何したっていうんだ？　イヴの系けい譜ふってだけだろ？」

　問いを重ねるが彪女は視線を逸そらして答えない。それはつまり肯こう定ていで。

「──そんなの、おかしいだろ！　東雲さんだってそう思ってんだろ、なんでそこまでしなきゃいけないんだよ、そんなに〈先見〉って大事か!?」

「じゃあどうすればいいの！　歴代のイヴは就しゆう任にんすると真っ先にこの仕事に取りかかる、だって困る、他に強大な能力を持つ者がいればそれだけ争いの種になるんだから！　後こう継けい者しやでもめれば必ず〈先見〉を狙ねらう者が現われる！　株の暴ぼう落らく、軍事利用、ただでさえ力が流出すれば、世界にどんな影えい響きようが出るかわからないっていうのに……、そうならないために長年かけて築きずきあげてきた協定だって無意味になってしまう！　だから刺青が必要なの！　これは力を持つ者の責務よ、きれい事じゃすまないの！」

　七瀬は顔をゆがめた。

　そうなのかもしれない。でもこれは、あの男と同じ理り屈くつじゃないか。力を振ふるい、他を虐しいたげ、力を手にするためなら誰だれが犠ぎ牲せいになっても仕方ないと言う。これでは傷つく人が彪あや女めから他の東雲しののめの人に変わっただけ……。

　彪女は小さく息をつくと、静かに訊きいた。

「貴方あなたは、最初にこの話を知っていたらどうしたと思う？　壮そう吾ごと先に知り合って、家族の悲ひ惨さんな行く末を聞かされたら？　私が彼の姉妹を傷つける場面に出くわしたら？」

　脳のう裏りにあの男の顔が浮うかんだ。だが、七なな瀬せは間ま違ちがったことをしたとは思わなかった。

　どういう経けい緯いがあったか、どんな事情があるかなんて関係ない。もし旧校舎での場面に出くわしたら、何度でも同じことをする。何度でもあの男に戦いを挑いどむし、何度でも彪女の手を取る。今だってその気持ちは変わらない。

　でも。もしも、先にあの男と出会っていたら────？

　その問いに、かすかに心が揺ゆれた。

　あの男のやり方は間違ってる。だけど、それだけ追いつめられての行動と知っていたら？

　もし家族を守るためだと聞いていたらその邪じや魔まをできたか。もし、彪女という人を知らなかったら。もし、壮吾の事情しか知らなかったら、もし、もしも──

「壮吾の言うことも正しい。私がいなければ、椿つば希きさんたちは光を失わなくてすむもの」

　まるで七瀬の葛かつ藤とうが聞こえたように、彪女は微笑ほほえんだ。

「それでいいの、貴方は優やさしい人だから。……私、貴方が怖こわかった。貴方の未来が見えないのは、何かすごい力があるからだと思った。壮吾と手を組まれたら絶対逃にげ切れないって。だから、貴方の未来を必死で探った」

「じゃあ俺おれのことを前から知ってるみたいだったのは……」

「ええ、貴方の未来を何度も確たしかめたから。それから貴方に話しかけて注意を引いたわ。そうすれば貴方は私を助けずにいられない。私は、貴方の優しさを利用したの」

　──本当に哀あわれだな、ああのい女つの本性も知らずに。

　男の投げた言葉が鈍にぶく胸むねに刺ささった。もともと東雲家とは無関係の七瀬だ、その関心を引き寄せることは難むずかしくなかったはずだ。彪女は未来を覗のぞき、それを利用したのだ。

「最低よね。……でも、貴方も悪い」

　彪女はうつむいたまま低く言った。

「貴方は、何も知らない。私のことも、壮吾の事情も知らない。何も知らないくせに関かかわってきた。困っている人を放ほうっておけないからと、正義感を振りかざして関わってくる。そんなのすごく勝手だわ。些さ細さいなことで流されるくせに、その時の勢いきおいで首を突つっ込んでくるなんて。貴方は部外者よ。偽ぎ善ぜん的てきで傲ごう慢まんな、ただの通行人。…………すごく、迷めい惑わくだわ」

　言葉が痛つう烈れつに七瀬を刺した。事実だから痛い。本当のことだからこそ、突き刺さる。

「でも壮吾を追い払はらってくれたことは本当に感謝しているの」

　彪あや女めは立ち上がると、隣となりの部屋に消えた。間もなく鞄かばんを手に戻もどってくると、なかから大きな財布を出した。紙し幣へいを折らずに入れられる、高校生が持つには異い様ように大きいものだ。

「助けてくださって、ありがとうございました」

　ぽん、と札束がテーブルに置かれた。厚さ二センチはありそうな、一万円札の束。

　それを目にした瞬しゆん間かん、七なな瀬せはカッとなった。

「やめろよ！　俺おれはそんなつもりで助けたわけじゃない、こんなもんしまえよ！」

「わかってる！　でも私は嬉うれしかった、貴方あなたに助けてもらえてよかったの……！」

　驚おどろいたことに、彪女は泣きそうな顔をしていた。

　笑っているんじゃないか──一瞬でもそう思った自分に、七瀬は心底呆あきれた。

　悪役を演じるようにほくそ笑んでいてくれたら。そうじゃないなら、いつもみたいに微笑ほほえんでいたら。噓うそを言っていると表情から読み取れたらいいと思った。

　騙だまされたなんて認みとめたくないから。彼女がそんなことをするはずがないと信じたいから。そんなふうに思うこと自体、彼女の言葉を無視している証しよう拠こなのに。

「こんなお礼しかできなくてごめんなさい。他のやり方を知らなくて。……貴方を利用してごめんなさい。事情はどうあれ、巻まき込んでしまって本当にごめんなさい」

　罪ざい悪あく感かん、という言葉がよく似合う気がした。噓のかけらもない、純じゆん粋すいな謝罪だった。

「だからお願い。もう私や東雲しののめには関かかわらないで。それが貴方のためよ」

　そう言うと、彪女は返事を待たずに踵きびすを返そうとした。

「……どこに行くんだよ」

「本家に戻る。壮そう吾ごが動き出したなら、きっと他の連中も黙だまってない。向こうも後がなくなったはずよ。……私もこれ以上先さき延のばしにはできない。もう、イヴにならなきゃ」

　本当にイヴになりたいのか。人の視力を奪うばうなんてばかなまねはやめろ、そんなこと間ま違ちがってる──言いたいことはたくさんあった。それなのに、何ひとつ声にならない。

　一体、何の権利があってそんなことが言える？　世界に多大な影えい響きようを与える能力を持ち、それを守らないといけない人に、ＭＰゼロの自分に何が言える。どうしたらそんな無責任なことができるんだ。

　彪女の言うとおりだ。

　七瀬は通りかかって、ちょっと手を貸しただけ。これ以上関わるのは、荷が重すぎる。

　もう彪女は七瀬を見ようとしなかった。代わりに隣となりのインクに声をかけた。

「私の制服どこかしら」

「ベランダだよ、こっち」

　インクが椅い子すをおりてベランダに案内する。

　やがて制服に着き替がえた彪女が通り過ぎるのを、七瀬は黙だまって見送った。
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「七ななぁ！　遅おそくなって悪い！　スーパーで近所のおばちゃんに捕つかまっちゃって、なかなか離はなしてもらえなかった！」

　時計の針が六時半をまわった頃ころ、あわただしく玄げん関かん扉とびらが開く音がした。家族以外でインターフォンもなしにあがりこむ人を、七なな瀬せは一人しか知らない。

　リビングでインクと並んでテレビを見ていると、バタバタという足音に続いて、紙かみ袋ぶくろとスーパーの袋をさげた日ひ野のが入ってきた。

「日野ちゃんいらっしゃーい」

「おー、インクちゃん今日きようもかわいいね！」

　どこのおっさんかと訊たずねたくなるような台詞せりふを吐はきながら、日野がどん、とスーパーの袋をテーブルに置いた。慣なれた手つきで食材を冷れい蔵ぞう庫こや棚たなに突つっ込んでいく。

「悪かったな、いろいろ頼たのんで」

「いいよ、どうせろくな食材もなかったんでしょ。ていうか、よくも園えん芸げい部ぶを大破してくれたな！　成形してた生いけ垣がきめちゃくちゃだし、部長に連絡する私の身にもなれ！」

「わ、悪かったよ……。でも不ふ可か抗こう力りよくだったんだ、請せい求きゆうは東雲しののめさんちにでもしてくれ」

「できるかバカ、そんなに面つらの皮厚くない！　ほら、アンタは責任持ってこれでも飾かざっときなさい！」

　日野は新聞紙に包んだオシロイバナをテーブルに置くと、紙袋を手に奥おくの部屋に入ろうとし──そこで足を止めた。

　隣となりの部屋の電気は消えていたが、リビングの明かりで十分なかを見通せる。ふとんは片づけられ、室内はがらんとしていた。

「七、……彪あや女めさんは？」

「ん、メール見てないか？」

　日野の片方の眉まゆがはねあがった。疑問を疑問で返すのは日野が一番嫌きらう答え方だ。インクが何か言うかと思ったが、テレビに夢む中ちゆうで動く様よう子すがない。仕方なく七瀬は答えた。

「東雲さんなら帰ったよ」

「帰ったぁ!?　うそ、だって制服まだ生乾きでしょ！　アンタ、アイロンくらいかけてあげたんでしょうね!?」

「あ、忘れた」

「はあ!?　アンタって──」

　怒ど鳴なりかけた日野が不自然に声を切った。その目はテーブルの札束に釘くぎづけになっていた。

「何、これ……」

「ああ。東雲しののめさんから」

「どういうこと」

「助けたお礼だって、ぽんと置いてった。ホントに金持ちなんだな、東雲さんちって」

　笑って答えたとたん、バン！　と日ひ野のがテーブルを叩たたいた。

「んなこと訊きいてない、私は何があったか訊いてんだよ！」

　七なな瀬せはすぐに答えられなかった。

　静まり返ったリビングに、どっとテレビからの笑い声が響ひびく。

「……俺おれが勝手に首突つっ込んでかき回したっていうか。余計なお世話だったんだろうな」

　そうして彪あや女めに告げられたことを淡たん々たんと明かした。人の家の問題をペラペラしゃべるのはどうかと思うが、話さないことには通じないので、聞いたことすべてを話した。

「──そういうわけで、部外者には引っ込んでてほしいんだって。確たしかにそうだと思うよ。俺、東雲さんちの都合なんて全然知らないし、考えもしなかったから」

　それよりさ、と七瀬は軽い口調に切り替かえて笑った。

「諭ゆ吉きちが見たことないくらいいるんだよ、やっぱ目の前にあると迫はく力りよく違ちがうなあ！　こんなにあると落ち着かなくて。テスト勉強どころじゃないよな」

「七ぁ……歯食いしばれッ！」

　言うが早いか、握にぎりしめた拳こぶしが振ふり上げられていた。

　避さける間もなく、七瀬は思い切り頰ほおを殴なぐりつけられた。吹ふき飛とばされることはなかったが、よろめくくらい本気の、手て加か減げんなしの一いち撃げきだった。

　口を閉じる余よ裕ゆうもなく、歯で口の中を切ったのがわかる。

「痛い……てぇな、何すんだよ！」

　七瀬は唇くちびるに滲にじんだ血を指で拭ぬぐい、日野を睨にらみつけた。だが日野はそれ以上に怒おこっていた。怒いかりに瞳ひとみを閃ひらめかせ、まだ殴り足りないというように肩かたで息をしている。
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「ばっかじゃないの……、このバカ！　アホ！　なんでそこまで聞いててわかんないんだよ！　なんでよ!?　いくらＭＰゼロだからって能力のことわからなすぎだよ！」

「……？」

「七は、彪女さんがアンタにビビって、そんで何度もアンタの未来を覗のぞいてたって本気で信じたの！　邪じや魔まされたくないからしつこく〈先せん見けん〉したって、そう思うの！」

「……他にどんな理由があるんだよ」

「〈先見〉はね！　未来を見る能力は、使えば使うほど『今』を失う力なんだよ!!」

　日野が目をむいて咆ほえた。だが七瀬には日野の言おうとしていることがわからない。

　日野はますます苛いら立だったように言い募つのった。

「未来が見えるってどういう状じよう態たいかわかる？　私なんかは能力ちからがない方だけど、それでも急に違ちがう風景が目の前に広がるとヒヤッてするよ。力の強い人なら、見えるものはもっとリアルだよ。今見ているものが現実なのか、それともこれから起こることなのか判断できないくらいハッキリ見えちゃうんだよ！」

　──私、未来のことがかなり鮮せん明めいに見えるの。それこそ今こうして話しているみたいに、はっきり。

　夢ゆめを見ている感覚に似ていると。感じたことはとてもリアルだと。彪あや女めはそう言った。そんなにはっきり見えるなら能力ちからを使いすぎて『今』がわからなくなるのも当然だ。

　でもそれがなんだっていうんだ。

「そんなことわかってやってるんだろ。言ってたぞ、未来を変えたきゃ小さく修しゆう正せいしていくしかない、大きく動かしたらあるべき未来まで変わってうまくいかないって」

「だから見えにくいアンタの未来を何度も確かく認にんしてたんでしょうが!!」

「…………？」

「まだわかんないの!?　七ななに邪じや魔まされるのが嫌いやなら、ケガさせたり問題起こさせればいいでしょ！　自分の現実がわからなくなるくらいアンタに構う必要がどこにあるってのよ!?」

　殴なぐられるよりもひどい衝しよう撃げきだった。

　だがそうだ。邪魔なら関かかわらせなければいい。目め障ざわりなら、遠ざければいい。運命を大きく変えて何が悪い？　七なな瀬せの人生をめちゃくちゃにしたって彪女は痛くも痒かゆくもない。その方がずっと簡単だ。それを、どうしてちまちま変える必要がある？　自分の日常を削けずってまでどうしてそんなこと──

　ふと、七なな瀬せの脳のう裏りに割れた窓まどとハンカチが浮うかんだ。

　小さく、ごく小さく。彼女は未来を動かす。大きな変へん更こうをしたせいで、別の惨さん事じを生まないように。変えたことで、それ以上の犠ぎ牲せいを払はらわないように。

　──じゃあ、俺おれは？　俺には何が起こるはずだった……？

「七、言ったよね！　園えん芸げい部ぶの倉庫で死にかけたって。吹ふき飛とばされて、壁かべに叩たたきつけられそうになって、ついでに降ってきた物にも殺されかけたって！　なのになんで無事よ!?」

　それは倉庫に山ほど肥料が積まれていたから。大量の肥料袋ぶくろが衝しよう撃げきから守り、降りそそぐ瓦が礫れきに貫つらぬかれるのを防いでくれた。偶ぐう然ぜん大量に積まれていたおかげで。運良くあそこに置いてあったおかげで──────偶　然　？

「あ……でも、あれ寄付……？　東雲しののめさんが買って、置いてったってお前が……？」

　数年かけても使い切れないような肥料の山。それも倉庫の奥おくという一番出し入れしにくいところに積んで。あれは。あれではまるで、

　最初から衝撃を和らげるために用意してあったみたいじゃないか。

　たどり着いた言葉に、七瀬は愕がく然ぜんとして目をみはった。

「じゃあ、俺のため……？　東雲さんこうなること〈先せん見けん〉してたのか……!?　そうなのか、日ひ野の!?　なあ、どうなんだよ日野!!」

　日野は答えない。仁に王おう立だちのまま険けわしい顔で七瀬を睨にらむ。と、その眼まな差ざしがふっと優やさしくなった。

「早く行きなさいよ、バカ」

　それ以上言葉は要いらなかった。

　七瀬はテーブルの札束を摑つかむと、部屋を飛とび出した。

　日野に一いち瞥べつもくれず、振ふり返ることもなく靴くつを突つっかけて外へ飛び出す。エレベーターを待つのももどかしいのか、その足音は階段へと消えていった。




　部屋に残された日野は開け放たれたままの扉とびらを見つめ、ため息をついた。

「ほんっとにもう……どこまでも鈍にぶいんだから」

　インクは椅い子すをおりて日野の横に並ぶと、同じように靴の散らかった玄げん関かんを眺ながめた。

「ばかだねー」

「まったくよ」

「日野ちゃんが」

「ええ!?　なんで私？」

　驚おどろいたようにインクを振り返り。日野はふざけるのをやめた。

　まっすぐに見つめる黒こく炭たんのような瞳ひとみに、噓うそやごまかしはいらない。気取ったり、かっこつけたりする必要もない。

　夜の闇やみのように優やさしく包んでくれる少女の瞳ひとみに、日ひ野のの肩かたから力が抜ぬけた。

　テーブルに残されたオシロイバナから甘あまい香かおりが漂ただよってくる。鮮あざやかな赤い花がいくつも開き、咲さき誇ほこるように花びらを広げている。ひっそりと、人知れず夜に開く花。その香りは甘あまいのに、どこか切ない。

「……七ななには、内ない緒しよね」

　日野はそっと人差し指を唇くちびるに当て、泣なき笑うように微笑ほほえんだ。

　　　　　　　　＊

　夕ゆう闇やみが迫せまっていた。空気が金色に染そまり、地平線の夕ゆう陽ひが町を照らしている。

　七なな瀬せは大通りに飛び出すと、バス停の時刻表にぶつかるようにして止まった。どこに行くにしてもまず駅に出るはずだ。駅に行けば彪あや女めを見つけられるかもしれない。

　もどかしい思いで時刻表に目を走らせるが、バスは行ったばかりで二十分は来ない。

「ちっ……！」

　走る七瀬の脳のう裏りに今日きようのことが目まぐるしくよみがえった。

　今日。もし彪女と出会うことがなくても、七瀬は日野との約束で旧校舎へ行っていただろう。そこであの男と出くわしてどんな展てん開かいになったかなど、いまさらわかるはずがない。だが本当に手を組むような関係になるなら、大量の肥料袋ぶくろが用意されることはなかっただろう。




　──今日は何月何日？




　彪女は、言った。

　会うたび、見かけるたび、困こん惑わくした様よう子すを見せながら。『今』を見失いながら……。

　彼女は知っていたのだ。壮そう吾ごが学内に現われて戦いになることを、その戦いに七瀬が巻まき込まれることを。だから必死で七瀬の未来を探った。

　そして行くつもりもない駅前の喫きつ茶さ店てんに七瀬を呼びつけ、自分は旧校舎へ向かったのだ。そうしないと未来が大きく動いて、どう転がるかわからないから。確かく実じつに七瀬を守れる未来を得るために、彼女は自らを犠ぎ牲せいにすることを選んだ。ケガを負うことを承しよう知ちで、ともすれば命の危険さえ覚悟して、たったひとり旧校舎へ……

　すべては七瀬のため。起こるかもしれない不幸から、七瀬を守るため。

　七瀬は悔くやしさに奥おく歯ばを嚙かみしめた。

　なんで気づかなかった、どうして考えなかった！　考えればわかったはずだ……！

　わざと嫌きらわれるような言葉を吐はいて出て行ったのも、これ以上俺おれを巻き込まないためだ。それを俺は言われたことを鵜う吞のみにして、すっかり騙だまされて──……いや、本当にそうか？

　どこかで、ほっとしていたのかもしれない。東雲しののめなんて大きな組そ織しきの問題に関かかわりたくなくて。面めん倒どうなことに巻まき込まれなくてよかった、関係ないのにこれ以上命を張らずにすんだ。そう、どこかで安心していたんじゃないのか。

　東雲しののめさんが出て行ったんじゃない。俺おれが、逃にげたんだ……

　本当のところ彼女が何を見たかはわからない。これから何が起こるのかも知らない。でも。それでも彼女は────

　東の空から青い闇やみが静かに迫せまっていた。車の赤いテールランプが密度を増し、駅に向かって流れていく。

　駅前に着くと七なな瀬せは汗も拭ぬぐわずあたりを見回した。帰宅時間とぶつかって人が多い。人をかき分けるようにして改札へ向かい、必死に彪あや女めを探した。だがどこにもいない。

　駅じゃなかった？　もしかしてもう電車に？

　楽観的な想像はすぐに消えた。襲しゆう撃げきからすでに数時間。彪女を狙ねらう連中も躍やつ起きになって探しているはずだ。公共機き関かんは見張られているかもしれない。敵の人数も規き模ぼもわからない。そんなの相手に、女の子ひとりでどこまで逃げきれる。まさか、もう……

「──くそっ!!」

　七瀬は踵きびすを返した。

　住所どころか彼女の連絡先すら知らない今、頼たのみの綱つなは学校だ。教員に訊きけば住所くらいわかるだろうし、運がよければ行き先がつかめるかもしれない。

　家から走り続けること数十分。スニーカーの底は熱あつく、足の裏うらがじりじりと痛んだ。地面を蹴けるたび腿ももまで痺しびれるような痛みが這はいあがってくる。息が切れる。胸むねが苦しい。それでも走り続けた。信号待ちの時間すら惜おしくて近くの歩道橋を駆かけあがる。だが、足は限界だった。

　突とつ然ぜんガクッと膝ひざが抜ぬけた。

「っ！」

　転びそうになるのを歩道橋の手て摺すりを摑つかんで堪こらえたが、すぐには立ち上がれない。

　放課後に受けたダメージがたったの数時間で回復するわけがなかった。

　七瀬は膝をつき、息を切らせながら顔をあげた。

　西の空が青さを残すだけで、あたりはすっかり暗くなっている。街がい灯とうがともり、町明かりが淡あわく煌きらめいている。

「だめだ……っ」

　こんなに暗くちゃ探せなくなる。こんなに暗くなったら学校から誰だれもいなくなってしまう。日が落ちたら、そんなに暗くなってしまったら、────間に合わない。

　絶望的な言葉が脳のう裏りを過よぎったとき、携けい帯たい端たん末まつが目に飛とび込んできた。転んだ拍ひよう子しに落としたのか、足元に携帯があった。

　──検けん索さくアプリ。

　術じゆつ式しきを使った検索機き能のう。どの携帯にも標ひよう準じゆん装そう備びで入っている、わずかな炎プロクス消しよう費ひで半はん径けい一キロ圏けん内ないの知人を検知できる術じゆつ式しき陣じん。

　無む意い識しきに手が伸のびていた。携けい帯たいを開き、術式のページを呼び出す。画面に数式を組み込んだ魔ま法ほう陣じんが表示されると、七なな瀬せは迷まよわずそれに触ふれた。誰だれもが日常で使うように。みんなが当たり前に使っているように。だが、

「っ！」

　火花が指先から弾はじけた。続けて、ポーン、と警けい告こく音おんが響ひびく。七瀬は構わなかった。警告も痛みも無視して、術式陣にむりやり炎プロクスを流し込もうとする。

　炎プロクスの流出を防ごうと、体に流れる封ふう印いんが反発するのがわかる。火花は苛か烈れつさを増し、バチバチと怒いかり狂くるったように爆はぜた。

「痛い……ッ!!」

　それでも無視し続けると、青白い火花にまじって黒い稲いな妻ずまが走りはじめる。そして、何の前触れもなくふわりと鎖くさりが出現した。

　砂岩のような金きん属ぞくでできた、インクの封印へと繫つながる鎖。異次元から呼び出されたそれは、シャラシャラと音をたてて実体化し、指から腕うでにきつく絡からみついた。

　焼き鏝ごてを押おしつけられたような激しい痛みに七瀬は歯を食いしばった。

「ぐ……っ、知らねえよ……こんな呪のろいっ……!!」

　鎖は怒り狂った。バチバチと青い火花を散らし、ざわめき、波打ち、生き物のように首や胴どうにまで絡みついて七瀬の愚ぐ行こうを止めようとする。熱ねつした無数の針で刺さされるような激げき痛つうが全身にかかった。筋きん肉にくが収しゆう縮しゆくし、指先が強こわ張ばっていく。

　七瀬は痛みを振ふり払はらうようにディスプレイを睨にらんだ。──動け。動け！

「動けってんだよ……っ!!　動けええええええ！」

　意い識しきを集中し、一気に炎プロクスを送り込んだ。その刹せつ那な、鎖が青白く燃もえあがるのを見た気がした。

　次の瞬しゆん間かん、白熱するエネルギーが雷らい光こうに変わり、ドン！　と七瀬の脳のう天てんを撃うち抜ぬいた。

「──────────」

　携帯が、薄うす煙けむりをあげる七瀬の手からすべり落ちた。

　数秒遅おくれて、彼の体は均きん衡こうを失い、どう、と歩道橋に崩くずれる。役目を果たした鎖は音もなく大気にとけ、あたりは元の静けさを取り戻した。




　車の走り抜ける音に、七瀬は薄く目を開いた。

　体は痺しびれたように重たいだけで、痛みを感じない。夜風はぬるく、遠くのクラクションを運んでくる。整然とともった街がい灯とう。規則正しい車の流れ。世界は変わらず、何事もなかったように巡めぐっていた。

　うつぶせに倒たおれた七瀬の視界に、ぼんやりと携帯電話が映うつった。

　少しだけ傷のついたディスプレイには術じゆつ式しき陣じんが光っている。そこに重なって『炎プロクスのない物で触ふれると大変危険です。遮しや炎えん手て袋ぶくろははずし、直接指で触ふれてください』と、いつものように通行止めマークが明めい滅めつしている。

「────なんでだよ」

　呟つぶやいた瞬しゆん間かん、感情の激げき流りゆうが胸むねを突ついた。

「なん……っ……!!」

　悔くやしくて声にならない。情けなくて涙なみだがにじむ。

　どうしてこんなに無力なんだ、みんなが持ってる当たり前を、どうして俺おれだけ使えない？　どうして、なんで!?　俺が何をした、なんか悪いことしたのかよ……！

　浅あさ守もりの家系に生まれたせいで力が使えない。呪のろいが邪じや魔まをして、助けたい人を救えない。女の子一人探し出す力すら俺にはない……!!

　激はげしい怒いかりと絶望が奔ほん流りゆうのように胸に渦うず巻まいた。喉のどが熱あつく、何か詰つまったように息苦しい。みじめだった。自分の無力さに腹が立った。やり場のない怒りに頭がおかしくなりそうになる。それなのに、立ち上がることすらできない。自分が情けなくてたまらない──

「ななせ」

　────そして。それが微笑ほほえんだ。

　あどけない顔立ちの、小さな女の子。はるかな時を生きる、浅守の死神。

　闇やみ色いろの髪かみと深しん淵えんより暗い瞳ひとみの少女は、冷たい眼まな差ざしで優やさしく七なな瀬せを見下ろした。

「無力だね。すっごくかっこ悪い」

　七瀬はインクを睨にらみつけた。八つ当たりだとわかっていても睨むのをやめられない。

　インクはそんなことを露つゆほども気にかけず、いつものように笑った。

「ほら、帰ろ？　どーせ、七瀬が行ったって邪じや魔まなだけだよ。役立たずは引っ込んでないと。今日きようはあたしがうんとなぐさめてあげるから★」

「……うっせーよ」

　七瀬は立ち上がった。膝ひざが震ふるえるが、少し待つとどうにか治まった。すぐには走れない。でも、歩ける。

「えー、行くのぉ？」

　七瀬は答えない。インクの傍かたわらを過ぎて階段の方へ向かう。

「──ここが最後だよ」

　やわらかだった声が、突然氷のように冷たくなった。

　振ふり返ると、インクは無表情に七瀬を見ていた。黒い瞳からは何の感情も読み取れない。

「スイレンちゃん、言ったよね。東雲しののめほどの家に手を出せばもう後には引けない。そのへんの小こ競ぜり合いとワケが違ちがうんだよ。ここから先は何が動いているのかもわからないし、殺されたって文句は言えない。ここが最後だよ、七瀬。これ以上首を突つっ込んだら、もう元の暮くらしには戻もどれない。日常をなくしちゃうかもよ」

　インクは小首を傾かしげた。

「ねえ、本当にそこまでする必要ある？　行ってどうするの？　相手もそれを望んでないよ。七なな瀬せ、助けてほしいって言われてもないじゃん」

　そのとおりだ。彼女は一度も助けてと言わなかった。迷めい惑わくだとはっきり言われた。でも。

「……俺おれ、考えてみたんだ。もし壮そう吾ごとかいう男と先に会ってたらとか、もし東雲しののめさんのすることを知ってたらどうしたかとか……考えたけど、わかんなかった。あったかもしれないことなんて、わかるかって。どうしたかなんてわかんないよ。……でも、今のことならわかる」

　七瀬は顔をあげ、心の底から叫さけんだ。

「俺は今、東雲さんを助けたい……！　『もしも』じゃなくて『今』助けたいんだよ!!」

『明日あした』も『これから』も『いつか』もいらない。『今』がほしい。

『今』、彼女を助けたい。

「ほっとけるかっていうんだよ……！　俺はもう東雲さんのこと知ってるんだから」

　そのたった一言を、どうしてあの時言えなかったのか。

　関係ないと、どうして手を取ってやれなかったのか。

　東雲の家の強大さにビビった。責任ある系けい譜ふの能力ちからというのを恐おそろしいと思った。そんな大変なことに口出しする権利なんてないと思った。でも、違う。俺が話していたのは、『東雲さん』だ。『東雲の能力』や、まして『イヴ』と話していたんじゃない、十六歳さいの、ただの女の子と話していただけなんだ。

　間ま違ちがってると思うなら、そう言えばいい。困っているなら、最後の最後まで一いつ緒しよに頭をひねって良い考えを探せばいい。たったそれだけだ。それ以上の何がいた？

　もう理由なんていらない。逃にげるための千の理由を考えるより、たったひとつ、この気持ちがあればいい。俺は迷まよわない。もう逃げない。

「あーあ、ばかばっか」

　インクは小さな肩かたをすくめると、呆あきれたように言った。だがその顔はどこか楽しそうだ。

「おいで。地じ獄ごくに案内してあげる」

　黒いハートマークが付きそうな甘あまい声で囁ささやき、死神がそっと手を差し出す。

　七瀬は、迷まよわずその手を取った。




　　　　　　　　２




「近いよ！　まっすぐね！」

　インクが空気の匂においを嗅かぐように空を仰あおいだ。七瀬の頭に手をついて身を乗り出すようにさらに遠くの匂いを探る。

　七なな瀬せはインクの指示にしたがって踏ふみ切きりを越こえた。道沿いに走ると、繁はん華か街がいの明かりがはっきりと見えてくる。

「うん、絶対こっち！　もうすぐだよ！」

「そっか。──ていうか、そろそろ降りないか、近いならもういいだろ……っ」

　匂においが追いにくいと言うので肩かた車ぐるましたが、さすがに息が切れてきた。本物の子どもじゃないにしても、重さはほとんど変わらない。

　だがインクは七瀬の頭にきゅっと体を寄せると、不ふ思し議ぎそうに言った。

「あれー、七瀬、なんかドキドキしてる？」

　ドキドキじゃない動どう悸きだ、と言いたいが、つっこむ体力も惜おしい。

「もー、いくらキュートでカワイイ子にハグされてるからって、非常時にふざけちゃだめ★」

「どっちがふざけてんだ、年増悪あく魔ま……っ」

　呟つぶやいたとたんインクの手が七瀬の頭から離はなれた。直後ゴツッ、と脳のう天てんに何かがぶつかり、

「痛いッ!?」

　バチッと火花が散って、鎖くさりが容よう赦しやなく七瀬の頭頂部を焼いた。

「イテテテテッやめっゴメンナサイ噓うそです冗じよう談だんです笑いを取りにいってすみません──っ!!」

　ギブギブ！　と必死でインクの膝ひざを叩たたくと、ようやく鎖が離れていった。

「次そーゆーこと言ったら、『死に様ざま』選ばせてあげないんだからね」

「いらないって、そんなサービス……」

「あー！　そんなこと言うの！　七瀬呪のろいナメてるよ、メインは魂たましいの回収じゃないんだよ、運命縛しばって壮そう絶ぜつな死に方させることなんだからね！　いっとくけど封ふう印いん解いた人、みんなエグーい死に方してるよ～？」

「封印解いたらだろ、俺おれは解かないから関係ない」

「七瀬のそういうトコ、ホントかわいくなーい。いいもん、あたしが決めちゃうんだから！　七瀬なんか笑いタケ食べて陽気になってバナナの皮で足滑すべらせてタンスの角に頭ぶつけて金ダライにぺちゃんこにされればいいんだから！」

「うわあ、それちょっと浮うかばれない──って、お前、俺をどうしたいんだっ!?」

「湿しめっぽいのヤでしょ？　明るく逝いこうよ★」

「明るすぎて泣なける!!」

　つい叫さけんでしまい、七瀬は走りながらうなだれた。だめだ、このペースに乗せられると無む駄だに体力を使う。黙だまって肩に乗せておけばよかったと心底後こう悔かいした。

　あたりはすっかり夜の気配に変わっていた。空は墨すみを流したように暗く、繁華街の明かりがまぶしいほどに輝かがやいている。いつもは主婦で賑にぎわうアーケードもこの時間帯となるとサラリーマンやＯＬの姿が目立った。その人の流れのなかに、見み慣なれた人ひと影かげがあった。

「あ、ほらー」

　インクに言われるまでもない。やわらかな長い髪かみに、洗せん濯たくしたせいでヨレヨレになった制服。七なな瀬せの家を出て行ったときと変わらない姿の彪あや女めがそこにいた。

　東雲しののめさん！　──声は喉のどまで出かかっていた。すぐに名前を呼ばなかったのは、何かがひっかかったからだ。

　最初はただの違い和わ感かんだった。人の流れのなかで、彪女のまわりが妙みように浮いて見えたのだ。眺ながめているうちに、それが気のせいでないことがわかった。

　彪女を挟はさむように二人のサラリーマンがいる。他人を装よそおっているが、歩調が揃そろっていて離はなれたり抜ぬかしていくことがない。

　どちらの男も会社帰りのように見えたが、くたびれた印象はなかった。梅つ雨ゆ時で蒸むし暑いというのに、長なが袖そでの上着を羽は織おっているのも妙だ。なにより時折見せる鋭するどい眼光が一いつ般ぱん人じんのそれとまるで違ちがう。そんな人相の悪い二人組がなぜ彪女の隣となりにいるのか、考えるまでもなかった。

「遅おそかったか……！」

「みたいだね～。あ、でもでも味方だったりするかもよ？」

「あの顔はそういうんじゃないだろ」

　彪女の顔は完全に強こわ張ばっていた。隙すきをついて逃にげようとしているのか、ときどき視線がせわしなく左右に動いた。

「ふうん。で、どーするの？」

　どうするも何も助けるしかない。しかし相手は二人だ。ただでさえ不利な状じよう況きように、正面きって挑いどむのは無む謀ぼうすぎる。

「やっぱ奇き襲しゆう、か？」

　まわりは商店街だ、買おうと思えば凶器になる物はいくらでも手に入る。でも物色している暇ひまはないし、いかにも危ないモノを振ふりまわしたらこっちが警けい察さつのお世話になりかねない。

　怪あやしまれず、破は壊かい力りよくがあって、二対一でも勝てる武器。……そんなものあるか!?

　そう思ったとき、ふと七瀬はポケットにあるもののことを思い出した。怪しいものでもないし、破壊力は……ある。それにもう迷まよっている余裕はなかった。

「──インク、ちょっと手貸してくれ」




「カラオケパラダイス、おかげさまでオープン一周年でーす、皆みな様さまありがとうございます、感謝をこめて、只ただ今いまお客様大だい還かん元げんセール実じつ施し中ちゆう、是ぜ非ひ遊びに来てくださーい」

　一分後。七瀬はカラオケ店のジャケットと看板を持ってチラシ配りになっていた。

　本当にオープン一周年なのか、そもそも店名があっているのかも疑わしい。目についたチラシ配りを買収して手に入れたので、そんなこといちいち確たしかめなかった。

　近くでは、「遊びにきてね♪」とアラビアンナイト風の小さな魔ま人じんが紙を配っている。何気なくそれを受け取った学生集団はぎょっと目を丸め、周囲からどよめきが起こった。二、三枚配っただけなのに、インクの後ろにはハーメルンの笛ふえ吹ふき男よろしくジリジリと人がついていく有り様だ。

　七なな瀬せは営業スマイルで同じ紙切れを配りながら、一気に彪あや女めたちとの距きよ離りを詰つめた。

「カラオケパラダイスです、遊びに来てください」

　肩かたを叩たたくと、うるさいと言うように男に睨にらまれた。だが七瀬は笑みを深めた。

「来てくださいって、サービス券ありますよ」

　完全無視で男が顔を前に戻もどした──そのときを狙ねらって、手にしていた紙を空へ投げた。

「出血大サービスだって言ってんだろ!!」

　怒ど声せいに驚おどろいたのか、周囲の異い様ような熱ねつ気きにすくんだのかはわからない。

　男たちが振ふり返ったとき、すでに無数の一万円札が宙を舞まっていた。紙し幣へいを狙ねらって、歓かん声せいや悲ひ鳴めいをあげて人が殺さつ到とうしてくる。その隙すきをついて七瀬は彪女の手を取った。

「七瀬──!?」

　人ごみを抜ぬけたところで、驚いたように彪女が声をあげた。

「あとで！」叫さけぶ七瀬の視界の隅すみで男たちが動く。しかし絶ぜつ妙みようなタイミングでインクが残りの金をばら撒まくと、追つい跡せきを阻はばむように人が壁かべを作った。殺到する人々に阻まれて、男たちの姿は人だかりに沈しずんだ。

　七瀬は彪女の手を引いて走った。通行人をよけ、縫ぬうように商店街を走る。脇わき道みちに入ろうとしたとき、ドン、と鈍にぶい衝しよう撃げきが背中にかかった。つんのめって転びそうになるのを踏ふん張ってこらえ、そのまま突っ走る。

　店の隙すき間ま、裏うら道みちの脇わき、従業員専用通路、暮くらしなれた町の路地は知り尽つくしている。逃にげることに集中すると、あたりの雑音は消え、不要な風景は千切れていった。




　どのくらい走っただろう。野の良ら猫ねこのように商店街を駆かけ抜ぬけて住宅街へ逃げ込むと、ようやく目的の神社が見えてきた。住宅街にぽつんとある、住民しか知らない小さな稲いな荷り神社だ。

「あ、遅おそーい」

　待ち合わせ場所にはすでにインクの姿があった。インクは鬱うつ蒼そうと木の茂しげった鳥とり居いのそばに座って、退たい屈くつそうに言った。

「寄り道？　もー、だめだなあ。結構待ったよ？」

　七瀬も彪女も話すことができなかった。息が切れて、まともに立っていられない。

　七瀬は額ひたいの汗を腕うでで拭ぬぐうと、どうにか声をしぼり出した。

「……ちゃんとっ……撒いたか……？」

「あったりまえ。あたしを誰だれだと思ってる？」

　エッヘン、と胸むねをそらすインクに、七瀬は思わず笑えんだ。

「ありが……」

「どうしてっ!?」

　彪あや女めが声を荒あららげた。

「なんで来たの、貴方あなたは関かかわってはいけなかったのに!!　どうして!?」

　答えようとして七なな瀬せはむせた。一度咳せき込むと止まらなくなり、酸欠で目の前が白くなる。たまらず鳥とり居いに背中をつけ、ずるずるとその場にしゃがみこんだ。

「七瀬……っ？　どうしたの!?　どこかケガを」

「『諭ゆ吉きち乱らん舞ぶ』、必殺すぎた」

　え？　と彪女の表情が固まった。

「まさかここまで精神ダメージがあるとは、おそろしいな『諭吉乱舞』……！　一いつ瞬しゆん爽そう快かいだったけど何この追加ダメージ、むしろトラウマ!?」

「もー、ビンボーなのに無理するからだよ、あれで正規のインクジェット何個買えたの？」

「ばか、あれは東雲しののめさんのだ！　俺おれは受け取った覚えはない！　ただ……ちょっと緊きん急きゆう避ひ難なんで使うはめになったというかなんというか」

「えー？　返すつもりで持ってきたのに使っちゃったの？」

「だから絶対返すって」

「どうやって？　お財布の中ブリザード吹ふき荒れてるのに？　そろそろ永久凍とう土どなのに？」

「ブリザードは主にお前の食費のせいなんだけど!?」

「うるさい借金王」

「だっ借金……!?」

「返すつもりのお金も返さないで、勝手に使っちゃって。あまつさえあたしのインクジェットじゃなくて、知らない人に配っちゃうなんて！　七瀬おばかさんだよ、ばかの王様だよ、借シヤッキングだよ！」

「ぐわあっ変なあだ名やめろっ、今立ち直れない……っ」

　ガタガタ震ふるえる七瀬に「必殺ってより自じ爆ばく？」とインクが楽しそうに追い撃うちをかける。

「貴方たちは……っ！」

　どこまでも緊きん張ちよう感かんのない二人のやりとりに、彪女の怒いかりは頂点に達していた。

「いい加か減げんにして！　なんでこんなことするの!?　どうして放ほうっておいてくれないの！　私、迷めい惑わくだって言った、助けてなんて頼たのんでない!!」

「──俺だって頼んでないよ」

　七瀬は鳥居に体を預けたまま彪女を見上げた。

「俺、東雲さんに助けてくれって頼んでない。俺だけじゃない、窓まどガラスでケガしなくてすんだ生徒も、ケガさせなくてすんだ野球部員も、誰も助けてって言ってない。なのに東雲さんはなんで助けたんだ？　俺だけじゃない、目にした人全員守ろうとしてるだろ。他人とか部外者とか言うくせに、なんでそんなことするんだよ」

「それは──」

「イヴだから？　能力に責任がある？　もうやめろよ、そういうの。くだらねえよ、誰だれかを助けるのにいちいち許可なんているかっての！　理由なんていらないって東雲しののめさんが一番わかってるんだろ？」

　彪あや女めの瞳ひとみが揺ゆれた。唇くちびるを震ふるわせ、声をなくしたように押おし黙だまる。

「いっつも一人で解決して、そのくせ自分のこと後回しで。人ばっか助けてんじゃねえよ。そんなんだから心配で放ほうっておけなくなるんだって。だから、ちゃんと守らせろ」

　だが、彼女の瞳から硬こう質しつさは消えない。彪女は手を伸のばさない。助けると差し伸べた手を絶対に取ろうとしない。守るといって立つ人を、決して近づけさせようとしない。

「……超ちよう頑かたくな」

　七なな瀬せはため息をついて笑った。
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「そっちが嫌いやでも絶対俺が守り抜ぬくから！　──とかなんとか、カッコイイこと言いたかったんだけどなあ」

　ふらりと七瀬の体が傾かたむいた。重力に引きずられ、昏こん倒とうする。

　横になったまま動かない七瀬に、彪女は冷たい視線を向けた。

「ふざけるのもいい加か減げんに……」

　言いかけて、彪女ははじめて七瀬の背中にあるものに気づいた。細長い柄えは黒く、無む駄だな装そう飾しよくは一切ない。薄うすい刃はよく磨みがかれ、淡あわい光を吸いこんで鈍にぶく光っている。──投とう擲てき用ようのナイフ。その刃先が深々と七なな瀬せの背中に突つき刺ささっていた。

　彪あや女めが悲ひ鳴めいをあげた。

「うそ、どうして!?　どうしてすぐに言ってくれないの！」

「いやあ……走るのに忙いそがしくて」

　血の気の失うせた顔で、七瀬は力なく笑った。

　抜ぬけば血が出るだろうし、止血する余よ裕ゆうもない。とりあえずほっとけと思ったのだが、どうやら刃に何か塗ぬってあったらしい。体は痺しびれ、もう動かせなくなっていた。

　冷や汗が止まらない。熱あついのに、寒気が這はいあがってくる。

　最悪だ、颯さつ爽そうと助けに来てコレか。助けるとか言いに来て、さっそく役に立たないとかカッコ悪すぎる。……でもまあ、いいか。

　とりあえず助けることはできたのだ。今度こそ行きがかりや偶ぐう然ぜんではなく、ちゃんと助けることができた。彼女は不本意かもしれないが。

「インク、俺おれのポケット……携けい帯たいある、から……タクシー呼んで。東雲しののめさん、送って」

　きっと旨うまいインクジェット買ってくれるよ──

　七瀬は笑ったが、それが声になることはなかった。




　　　　　　　　３




　パチ、と目が覚めた。

　目覚まし時計の鳴る前に目が覚めたような、清すが々すがしい感覚。頭はすっきりしていて、目も冴さえている。しかし七瀬はすぐに苦にが々にがしい気持ちになった。

　真っ白なシーツと、同じ色のカバーのついた薄うす手での毛布。ベッドのまわりはぐるりとカーテンで仕切られ、蛍けい光こう灯とうが白々とあたりを照らしていた。

「病院か……」

　生活感のない清せい潔けつすぎる風景に、気分はさらに落ち込んだ。

　あれからどうなったんだろう？　彼女は逃にげ切れたのか？　追手には見つからなかった？　今どこにいて、どうしているのか。──考えてもわかるはずがなかった。

　そのとき、シャッ、と音をたててカーテンが開いた。

「ああ、起きた」

　手にしていたファイルから視線をあげて、女の人が言った。ボブカットに赤あか縁ぶちメガネ。白衣とアンバランスな印象のホットパンツとスニーカー──

「あっ？　糸いと原はら、先生……？」

　学校の保ほ健けん医いだった。最後に会ったのはホームルームだったか。よく見ると、糸いと原はらだけでなくカーテンの向こうにも見覚えがある。

　薬品棚だな、応急手当用の小さなワゴン。中央に据すえられたガラステーブル。壁かべ際ぎわには書類が山積みになったデスクと、コーヒーがやたらと充実した私物化丸出しの給きゆう湯とう設せつ備びがある。

「……ってことは、保ほ健けん室しつ？」

　冷静に考えてみると病院にしてはいろいろ雑だ。仕切りのカーテンは異い様ように近いし、ベッド周まわりが恐おそろしく狭せまい。でも、なんでまた保健室に……？

　七なな瀬せは起きあがろうと、マットに手をついた。そのはずが、何かひんやりとしたものを摑つかんだ。確たしかめる間もなくパチッと青白い光が走り、

「痛いってえ──!!」

　焼け石を握にぎりしめたような、フライパンにジューッと手を押おしつけたような、実に覚えのある痛みが七瀬を襲おそった。

　あわてて毛布を引き剝はがすと、想像どおりのヤツがいた。

　インクは犬のように丸まって、すーすー寝ね息いきをたてていた。食べ物の夢ゆめでも見ているのか、口くち許もとが緩ゆるみっぱなしだ。その首に下がった鎖くさりが怒おこったようにまだ青白く発光している。

「くぅ……やっぱりっ！　つーかなんでお前が横で寝てんだ!?　ここは具合の悪い人が休むところで健けん康こう優ゆう良りよう児じが寝る場所じゃない！」

　七瀬の怒ど声せいにインクが薄うすく目を開けた。

　インクはむくっと体を起こすと、寝ぼけまなこで七瀬を一いち瞥べつし、深いため息をこぼした。

「七瀬。保健室で騒さわいじゃダメだよ。ここはね、具合の悪い人が休むところだよ？　そんなに怒ど鳴なったりしたら、安静に眠ねむれなくて他の人にメーワクだよ」

「ぃえ……っ!?」

「もー、まだまだお子様なんだからなあ」

　言いながら、インクはベッドをおりて隣となりのベッドに移った。あくびをしながら間仕切りのカーテンを摑つかみ、

「じゃ、おやすみなさ～い」

　ぴたりとカーテンを閉めて二度寝の世界に帰っていった。

「──って、ええっ!?　ちょ……なんで今俺おれ怒おこられた!?　なんか間ま違ちがってないか間違ってるよな、間違ってますよね先生!?」

　同意を求めて振ふり返ると、糸原は朗ほがらかに言った。

「いいじゃない、保健室は授業サボりの場所なんだから」

「えっそこ!?　ていうか保健の先生がそれ言っちゃいます!?」

「まあまあ。私としては君が元気になってくれれば十分なのよ」

　糸原は笑いながらベッド横のパイプ椅い子すに腰こしをおろした。

「イヴが連絡くれたのよ。君がひどいケガしてるから助けてくれって。その様子なら心配なさそうね。一応痛むところはない？　頭痛や痒かゆみはある？」

「いや何ともないですけど」

　答えて、七なな瀬せはゾッとした。なんともない？　あれだけの目にあって、なんとも──？

　七瀬はナイフが刺ささったはずの背中を押おさえた。押さえたが、痛みがない。薄うすい湿しつ布ぷのようなものが貼はってあるだけで、大きな処しよ置ちを受けたようでもない。それどころか、旧校舎で受けた傷やあばら骨の痛みも噓うそのように消えていた。

「俺おれ……、一体何日寝ねてたんですか……!?」

「そうねえ、丸一日ってところかしら」

「一日ってそんなすぐに治るはずが」

「みんなに感謝してよ。特にアーピスはよく働いてくれたから」

「え……アーピス、さん？　誰だれですか？」

　そんな外人先生いたっけ？　七瀬は首をひねった。

　糸いと原はらは白衣のポケットを探ると、小さな容器を取り出した。樹じゆ脂し製せいの容器の中で羽のある生き物がもぞもぞと動いている。黄色い虫というイメージがあったが、実際はぜんぜん黄色くない。胴どうはふさふさとした体毛に覆おおわれ、透とう明めいな四枚の羽はごく薄い。

「……ハチ？」

「アーピス・セラナ・ジャポニカ。ニホンミツバチって言った方がわかる？　針の毒性を利用して患かん部ぶの毒を中ちゆう和わしたのよ。もちろん術じゆつ式しきで改良強化してあるけど、効果覿てき面めんね。残りの毒抜ぬきにはヒルド、裂れつ傷しようにはヘリックス・アスペルサが大だい活かつ躍やくだったんだから」

「えーと、………………ちなみにその毒抜き担当と裂傷担当はどちら様になるんでしょうか」

「ヒルとカタツムリ」

「ぎゃあああああ!!　なんてもので治ち療りようしてくれてるんですか、虫ですか貝ですか!?　そんなんで治したっていうんですか!?」

「そんな言い方傷つくな。みんなちゃんとした医い療りよう用ようだし、れっきとした治療法よ。言われなくても、体の軽さでわかってるでしょ？」

「いやそうですが、そうなんですがっ!!　なんて言うか、どうせなら術式でぱぱっと治していただけたらなあなんて！」

「イヴの使った術式のこと？　あれは緊きん急きゆう用ようだから無理よ。炎プロクス消しよう費ひ激はげしいし、式も複ふく雑ざつでうっかり使えるような代しろ物ものじゃないし。大変だったのよ？　君は炎プロクスの反応ないし、そのくせ擦すり傷から骨折まで傷の見本市だったしで」

　うぐ、と七瀬は黙だまった。実際、体調はすごくいい。痺しびれがあるくらいで痛みもほとんどなかった。だいたい文句を言えるような立場ではないのだ。ボロボロだったところをここまで面めん倒どうみて助けてもらったのだ。……治療法は置いておいて。

　七なな瀬せはその場に座りなおすと、深々と頭を下げた。

「すいません、どうもありがとうございました」

「いいって、仕事だから。まあ、さすがにイヴから連絡受けたときは焦あせったけどね」

「あの、それで東雲しののめさんはどこに……？」

「今洗せん濯たく物もの取りに行ってるわ。そろそろ戻もどってくるんじゃないかしら」

　一人だとちょっと荷物多かったかな、と続いた言葉に七瀬はあわてた。

「一人はまずい！　その、ワケアリでっ、とにかく東雲さんを一人にするのは危ないんだ！」

「平気よ、結界張ってあるから。今日きようは週末で人の出入りもないし、監かん視し体制は万全よ」

　七瀬は驚おどろいて糸いと原はらを見た。

「結界って……もしかして先生、東雲さんの事情知ってます？　あれ、そういえば東雲さんはなんで先生に連絡を？　そんなに仲良かったんですか??」

　二人が親しいなんて話、聞いたことがない。まして彪あや女めは東雲の当主だ、一介の教師に助けを求めるほど人じん脈みやくがないとは思えなかった。

「別に親しくなんてないわよ。ただ東雲家ってイヴの称しよう号ごうを持つ家いえ柄がらでしょう？　先生たちだって彼女の動向には結構気をつけてるのよ。まあ、イヴの近くには必ず護ご衛えいがいるから心配するほどでもないけどね」

「護衛……？　そんな人見かけなかったけど」

「それはそうよ、ボディガードじゃないんだから。警けい備びの人数や方法を把は握あくされるような守り方では意味がないわ。だから東雲では昔から表立って警護をする『見せ』の警備ボデイガードと、陰かげで守る本物の護衛がいるわけ。ほら、徳とく川がわ家けにも忍しのびが仕えていたでしょ？　忍にん者じやって、黒くろ装しよう束ぞくでバシバシ敵を切り倒たおすイメージがあるかもしれないけど、実際は庭師に変へん装そうしたりして、潜せん入にゆうや警護をしていたのよ」

「へえ、そうなんだ──って、いや徳川はいいとして、どこでそんな情報仕入れてくるんですか？　完全に内部情報ですよね、それ」

「そうねえ。しいて言うなら、趣しゆ味み？」

「全然冗じよう談だんに聞こえませんっ」

「あら、本当？」糸原は驚おどろいたように言い、不意にいたずらっぽく笑みを深めた。

「しょうがないなあ、秘ひ密みつよ？　実はね、先生がその隠おん密みつなの」

「──は？」

「東雲家私し兵へい隊たい、特とく務む警けい護ご部ぶ所しよ属ぞく……まあ、平たく言うと〈先せん見けん〉のイヴの護衛長ね。保ほ健けんの先生は、イヴの近くで警護するための仮の姿だったりするんだな」

「いやいやいや、またそんな冗談を」

「あ、惜おしい。信じてくれないか」

　糸原は残念そうに笑い、さらに言った。

「まあ、でもこの話、他の人にしないでね。誰だれかにばらしたら君も分ば解らしちゃうから」

　にこにこと言う糸いと原はらはどこまでも軽い。しかし、本気だったら今の発言はかなり怖こわい。

　…………いや、もしかすると、もしかする……？　そもそも、糸原が作り話をする必要がどこにある？　彪あや女めが避ひ難なん場所にここを選んだのが何よりの証しよう拠こじゃないのか……？

「そっか……」

　理解したとき、感じたのは驚おどろきよりも安あん堵どだった。

　彪女には、ちゃんと守ってくれる人がいる。頼たよれる人がすぐそばにいた──

　冷静に考えてみればそうだ、彼女はイヴなのだ。そんな重要な人に護ご衛えいがいない方がおかしい。しかし、そうとわかると恨うらみ言のひとつも言いたくなる。

「先生ー、護衛長ならなんで助けに来てくれなかったんですか！　大変だったんですよ!?」

「悪かったわね、こっちにもいろいろ事情があってね。まあ、お話はまたあとで。私はお邪じや魔まだろうから見回りに行ってきます」

　邪魔って何の？　訊たずねようとしたとき、ドアの開く音がした。

「何かあったら連絡して。部屋のもの、勝手に触さわっちゃだめよ」

　言いながら糸原はカーテンの向こうに消えた。それじゃよろしく、と部屋に入ってきた誰かに言い、保ほ健けん医いは部屋を後にした。ベッドからはカーテンが邪魔で誰が来たのかわからなかったが、間もなくシーツを抱かかえた彪女が現われた。

　糊のりのきいたシャツに着き替がえ、スカートも新調したようにきれいになっている。血色がいつもより悪いが、大きなケガをしている様よう子すはない。その姿に七なな瀬せはほっとしたが、彪女は無表情で七瀬の方を見ようともしなかった。

　あれ？　なんか、怒おこってる……？

　機き嫌げんの悪そうな女の子というのは地じ雷らい原げんだ。うかつに声をかけない方がいいことは散々インクで実証済みだ。

　彪女は無言で椅い子すに座ると、七瀬の使っていた枕まくらのカバーを剝はがした。さりげなく予よ備びの枕を七瀬のベッドに置き、黙もく々もくとカバー交こう換かんを続ける。

「あ、……ありがとう」

　声をかけると、彼女は手も止めずに怒ったように言った。

「具合は」

「いいです、とても……」

　思わず敬けい語ごになってしまい、七瀬は顔をしかめた。

　なんだかますます距きよ離りができてしまう。これじゃあだめだ。

「その、助けてくれてありがとう！　本当助かった。ちょっと痺しびれがあるけど、痛みはほとんどないんだ。入院決定だと思ってたけど、こんなに早く治せるなんて糸原先生すごいな！」

「……」

「ていうか、東雲しののめさんも人が悪いよ。糸いと原はら先生から聞いたよ、ちゃんと守ってくれる人がいるってわかってたら、まっさきに先生に連絡つけたのに」

「……」

「………………えーと、……あ、それにしてもあれだな！　商店街の奴やつら、本当に物ぶつ騒そうだったよな。まさか町なかで刃物投げるとか、場所くらい選べってんだよ。まあ、東雲さんに当たらなくてよかった。助けに行ってそんなことになったら、俺おれかっこ悪すぎ──って、結局俺が助けられてるけど。ははは」

「…………よ」

「え？　今なんか言」

「何よ！」

　怒ど声せいと同時に、バンッ！　と枕まくらが七なな瀬せの顔面を直ちよく撃げきした。

「ぶっ!?」

「ばかっ、どうしてそんなに脳天気なの！　一日中眠って、起きたと思ったらそれ……っ!?　どれだけ人に心配かけたと思ってるの！」

　続け様ざまにもう一つ飛とんできて、さらに別の枕でバシバシ殴おう打だされる。

「痛いっ、ちょ待ったストップッ！」

　枕だって重量がある。遠心力をつければ十分鈍どん器きだ。一応ケガ人！　と叫さけんでみたが、まったく聞く耳を持ってもらえない。

「もっと頭使いなさいよ、考えなしで突つっ込んできて、そんなケガして！　貴方あなた、死にかけたんだから！　死んじゃうかと思ったんだから！　もう少しで本当に──」

　わめきながら彪あや女めがブン、と枕を大きく振ふりかぶった。

　いや今死ぬだろ……！

　七瀬は頭をかばって衝しよう撃げきに備そなえた。しかし、いくら待っても飛んでくる気配がない。

「……？」

　おそるおそる片目を開けると、彪女は枕を振り上げたままこちらを睨にらんでいた。

　睨んでいるのに、その顔は泣なきそうで。怒おこっているはずなのに、すごく苦しそうで。

「────守らないで」

　唐とう突とつに彪女の目から涙なみだがあふれた。ぱたぱた、と大おお粒つぶの雫しずくがこぼれ落ちる。

「私なんか、守らないで。お願いだから、命なんてかけないで……っ」

　振り上げた手を力なくおろし、彼女は椅い子すにへたりこんだ。

　人を寄せつけない冷たさも、凛りんとした雰ふん囲い気きもない。彪女はもう何もとりつくろおうとせず、小さな子どものように泣きじゃくった。

「守る価値なんてないの、貴方が傷つくくらいなら私が死んでしまえばよかった……！」

　突とつ然ぜんの展てん開かいに困こん惑わくしていた七瀬だが、その一言は聞き捨てならなかった。

「なんでそんなこと言うんだよ」

「イヴの名はみんなを不幸にする……っ、貴方あなただってもうわかったでしょ」

「わかんねえ」

「噓うそ！　私がいなければ貴方はそんなケガをしなかった！　貴方だけじゃない、今までもずっとそう……！　〈先せん見けん〉の力を狙ねらって襲おそわれることなんて初めてじゃないの、その度たびに誰だれかが血を流して傷ついた。優やさしい人も、寡か黙もくな人も、いい人も、みんな私のせいで……」

「東雲しののめさんが傷つけたわけじゃないだろ」

「同じだわ！　私、見えてるんだもの！」

「……？」

　彪あや女めは悲痛なほど顔をゆがめた。

「私、〈先見〉でわかるの。いつ誰が傷つくのか全部知ってる、勝手に能力ちからが働いてわかるの……！　危険が迫せまったときに急に未来が見えて、でも変えられない、止められない……！　全部わかっているのに誰も救えない、あの人が死んだ時もそうだった……！」

　あの人。それが誰を指し、いつ起こったことなのかもわからない。だが『死』という言葉に、鈍どん器きで殴なぐられたような衝しよう撃げきがあった。

「私、全部見えてた。でも、何もしなかった、何もできなかった。あの人が誰にどんな風に殺されて、どんな気持ちで亡くなるかだってわかっていたのに、私はただ背中を眺ながめてた……」

　十分以内に起こることなら百パーセント的中する。以前、彪女自身が明かしたことだ。

　十分間。これから確かく実じつに起こる惨さん事じを知りながら、何もできず悪あく夢むが目の前で現実となる……。それはどれほどの恐きよう怖ふなのか。どれほどの痛みなんだろう。

　彪女は爪つめが食い込むほど強く自分の肩かたを抱きしめた。

「だから、この能力から逃げてはだめなの。私は、私である前にイヴの後こう継けい者しやだから。イヴであることを忘れてはだめ、誰とも仲良くしてはだめ、誰も近づけてはだめ……！　友だちも、護ご衛えいのみんなとも親しくなったらだめなの、そんなことしたらその人まで狙われてしまうかもしれない、関係ない人までまた傷つけてしまうかもしれない！」

　だから、誰も寄せつけない。だからいつも笑って、独りを選ぶ。

「誰かとの幸せな時間なんて望まないから、私は一生独りでいいから……っ！　お願いだから関かかわらないで、もう誰も不幸にしたくないの……！」

　そうするしか方法がなかった。そうすることでしか、彼女は誰も大切にすることができなくなってしまった。それを可能にするだけの能力ちからがあるからこそ、身を削けずるように未来を良くしようとする。でも、それは。そんなのは……！

「なんだよそれ。結局、逃げてるだけだろ」

　七なな瀬せは吐はき捨てた。

　容よう赦しやない言葉に彪女の顔が強こわ張ばる。彪女は反はん駁ばくするように口を開き、無言のままうなだれた。

「そうね……私は傷つきたくない。あんな思いをするくらいなら独りがいい」

「本気で独りになれると思ってるのか？　東雲しののめさんイヴだろ。どうあがいたって独りにはなれないよ。それで本当に誰だれも巻まき込まないで生きていけるとか思ってる？　誰にも関かかわらず、誰も不幸にしないって、本気で言うのか？」

「そうできるよう、努力する」

「そんなの無理だ、絶対無理。それで誰かを守ってるつもりかよ」

「じゃあどうすればいいのっ！」

　彪あや女めは声を荒あららげ、七なな瀬せを睨にらみつけた。

「イヴの名はみんなを不幸にする、敵も味方も関係ない、みんなを不幸にする！　私、好きでイヴになるんじゃない、誰にも傷ついてほしくない！　でも何もできないのよ……っ！　何もできないから……！　私だけじゃどうにもできないのにこれ以上どうしろっていうの!!」

「だから俺おれがいるんだろ！」

　七瀬の一いつ喝かつに、彪女が目をみはった。瞳ひとみに残っていた涙なみだがこぼれ落ちる。

　七瀬は息をついて表情をやわらげた。

「なんだよ、ちゃんとわかってたんじゃないか。人を遠ざけたって何も解決しないって、ちゃんと知ってんじゃんか」

　七瀬はその場に座りなおすと、彪女の顔を覗のぞき込んだ。

「東雲さん。東雲さんがどんなに嫌いやでも、まわりは君を守ろうとするよ。それこそ関係ない人まで巻き込むことだってあると思う。東雲さんはこれからも誰かを傷つけるし、不幸にする」

「……っ」

「でも俺もそうだ。そんなの誰だって一いつ緒しよだろ、イヴとか関係ないんだよ」

　良いことをしようとして、余計なことをしたり。なんとなく言った言葉で誰かを傷つけてしまったり。それどころか、まったく意図しないことで見知らぬ人を悲しませることさえある。

「だったら関わっていくしかないだろ。本気で誰か守りたいなら、ぶつかっていくしかないんだ。もっとまわりを信じろよ、もっと頼たよってみろって。俺もそのためにここまで来たんだ」

　イヴだから助けたいんじゃない。誰かのために心を砕くだく彪女だから助けたいと思った。

「絶対力になる。まあ、ＭＰないから実務を期待されるとちょっと困るけど……。でもちゃんと話して、どうしたらいいのか一緒に考えるくらいはできるんだ。一人じゃできないことだって、二人ならどうにかなるって。そうだろ？」

　しかし彪女は眉まゆ根ねを寄せると、どこか痛むようにうつむいてしまった。

「……私は貴方あなたを不幸にする」

　七瀬は顔をしかめた。

「あのさあ、死神に取り憑つかれてる俺に、これ以上の不幸があるって思う？　インクのやつ、ぽけっとした顔でえげつないんだぞ。最近じゃ社会的抹まつ殺さつさえ視野に入れてくるし、わがままで、気に入らないことがあるとすぐ人のこと丸まる焦こげにするし」

「でも、」

「あぁー！　だから！」

　七なな瀬せは人差し指でビシビシ彪あや女めの額ひたいをどついた。

　いたっ、と彪女は額を押おさえ、目をぱちくりする。

「はあ……。ったく、だいたいそこから間ま違ちがってんだよな」

「……？」

「俺おれが不幸かどうか、勝手に決めんな。そう決めるのは俺なんだ、俺を不幸にできるのは俺だけなんだよ」

　虚きよをつかれたように目を丸める彪女に、七瀬はニッと笑った。

「だからダメ元で話してみたらいいんじゃないか？　俺、全部聞くよ。東雲しののめさんのこと全部知りたいんだ。うちを出て行かせたこと、すごく後こう悔かいしてる。言い訳わけされて、あんなふうにいなくなられる方が、俺的にはずっとキツい」

　急にすべてを変えられるとは思わない。ここまで自分を追いつめてきた人に、言葉が届くのかもわからない。それでも。少しでも気持ちが届けばいいと思った。

　やがて、彪女は顔をあげて七瀬を見つめた。視線は頼たよりなく、今にも逃にげてしまいそうだった。それでも彼女は言った。

「……見てほしいものがあるの」

　緊きん張ちようしているのか、膝ひざに乗せた手が震ふるえている。

「わかった」

「じゃあ……電気、消してくれる？」

「うん……？」

　なんで電気？　不ふ思し議ぎに思いながら、ぐるりと室内を見み渡わたして照明のスイッチを探した。

　スイッチはドア横にあった。ベッドをおりて、入口へ向かう。まっすぐ歩いているつもりが、痺しびれが残っているらしく、やたらと時間がかかってしまった。

　スイッチを切ると、パチッと音がして蛍けい光こう灯とうがすべて消えた。保ほ健けん室しつが薄うす闇やみに包まれる。

「うわ、けっこう暗いな。こんな暗くて大だい丈じよう──」

　七瀬は振ふり返り、声を失った。声どころか、動くことも、思考さえ完全にフリーズした。

　彪女は、窓まどから差す薄明かりのなかにいた。

　少し乱れた髪かみが薄手のシャツにこぼれ、よれたシャツの裾すそからすらりとした足が惜おしげもなく覗のぞいている。上着も、スカートもない。

　前合わせにシャツを押さえて、彼女は静かに佇たたずんでいた。




　　　　　　　　４




　非常に、既き知ち感かん。いや、それ以前に、だ。

「ま……待て待て待て待て！　なんでそうなった!?　なんか言い方まずかった!?」

「全部知りたいって言うから……」

「えぇ!?　いや、そりゃものすごく知りたいけどっ！　でもそんないくらなんでもっ!!」

　わたわたする七なな瀬せに彪あや女めは顔をしかめ、はっと目を丸めた。

「やだっ、もしかして変なこと、考えてる……!?」

「へ？」

「わ……私！　違ちがう、そうじゃない!!　『禁きん断だんの果か実じつ』のことを話そうと思っただけ……！　あれは、私の体にあるから……っ」

「あ。……────ああー！　そっち！　なんだ、俺おれはてっきり」

「てっきり……!?　てっきりってまさか七瀬本当に変なこと」

「わっ！　違う、変な意味じゃなくて!!　──って、これも前にやったよな!?」

　わははは、と冗じよう談だんに逃にげようとしたが、彪女の視線は厳きびしさを緩ゆるめない。

　七瀬は声に詰つまり、

「……ごめんなさい変な意味です、すいませんっ！」

　全力で土下座した。

「だってこんな、どうしたら他の可能性が!?　ふつー急に脱ぬぐ!?　こんな場面でそんなことされたら期待しちゃうだろ!!　期待するなっていうのが無理！」

「こんな時にどうしてそんな方向に行っちゃうの!?」

「急にそんな格好されてドキマギしない男が地上にいるかあ！」

「しっ、仕方ないのよ、服脱がないと見せられないんだから!!　……たしかに好きでもない人の肌はだなんて見たくないでしょうけど……っ、でもそんなこと考えるのは、本当は知りたくないからなんじゃないの……!?　本当は関かかわりたくないから、そんな変なことばっかり……っ」

「それは違う！　俺は見たい、すごく見たい!!」

　七瀬は力いっぱい言い切った。そして、ふと思う。

　今、肌とか何とか言わなかったか。服脱がないと見えないってことは、つまり、見るのは当然やっぱり彼女の裸はだかなわけで、それが見たいって力いっぱい言っちゃったら──

　案の定、ものすごいじと目が凍いてつく眼まな差ざしで七瀬を睨にらんでいた。

「えぇええええちょっ今の俺のせい!?　どこに正解あったんだよ今の問い!?」

　どうなってんだよもーっ、と本気で泣なきそうになる七瀬に、彪女は真まっ赤かな顔で怒おこったまま、窓まどに一番近いベッドを指差した。

「いいから、……そこ座ってっ！」

　ぐだぐだ抜ぬかす権利はない。七なな瀬せはしゅんとして指定された位置に正座した。

　枕まくらで往復殴おう打だくらいは覚かく悟ごしていたが、彪あや女めはベッドの縁に腰こしをおろしただけだった。怒ったように背を向けて座るのは、とりあえずは許すということか。

「いい、……絶対二度と見せないから。この話も、この場だけ」

「わ、わかった」

　七瀬の返事を受けて、ようやく彪女から怒いかりの気配が消えた。

　薄うす手でのシャツが月明かりを吸いこんで、淡あわく輝かがやいて見えた。彪女はうなじが見えるように髪かみを肩かたの前の方へ流すと、少し緊きん張ちようした声で囁ささやいた。

「これは秘ひ密みつではないの。東雲しののめの上層部なら誰だれでも知ってること」

　一いつ拍ぱく置いて、シャツが緩ゆるめられた。

　決して不ふ埒らちなことじゃない。頭でわかっていても妙みようにドキドキした。シャツが彼女の肩をすべり落ち、ほっそりとした背中があらわになる。

　白はく磁じのように白くすべらかな肌はだ。月明かりに照らされた肌は、ほんのりと輝いて、どこか浮うき世よ離ばなれして見えた。

　と、背中に金色の光が流れたような気がした。気のせいかと思ったが、見ているうちに色は濃こさを増し、確たしかな線となって彪女の背中に浮びあがった。
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　七なな瀬せは声を失った。

「……イヴの名を継つぐ者は、一族の瞳ひとみに封ふう印いんの刺青いれずみを施ほどこす。でも、それはイヴも同じこと」

　一見、アラベスク模も様ようのようだった。植物か天体軌き道どうをあらわしたもののようだが、よく見ると線は異国の文字で成り立っているのがわかる。中央に描えがかれた赤い球体は緻ち密みつで、精せい巧こうな機き械かいの内部を思わせた。

「瞳に施す刺青は能力を封じることが目的ではないの。真の目的は、その力を奪うばい、一点に集中させること。……これは、それを吸収するための式」

「式？　じゃあ、これ術じゆつ式しき陣じんなのか？」

「ええ。現代とは式も形も違ちがうけど。……壮そう吾ごが探しているのはこれなの。月の光にだけ反応するこの特別な証あかしだけが、一族の能力を集め、誰だれよりも強い〈先せん見けん〉の能力を可能にする。いくら探しても、壮吾に見つけられるはずないの。イヴに定められた者だけが、これを受けるから。私が死なないかぎり、誰にも奪うばうことはできない」

　視線が中央の赤い円陣に吸い寄せられていた。

　あまりに鮮あざやかで、ルビーのように深く透すきとおった赤。注ちゆう視しすれば、細かな文字が集まってその色を作っているのだとわかる。記号と式は彪あや女めの鼓こ動どうにあわせて揺ゆらめき、円陣のなかを緩ゆるやかに蠢うごめいている。

「これが『禁きん断だんの果か実じつ』……」

「皮肉よね。禁断の果実なんて誰かが隠いん語ごで使いはじめたのに、まったくそのとおりなんだから。知ってる？　イヴが食べた禁断の果実はリンゴだと思われてるけど、聖せい書しよにそんな記述はないの。ただ、赤い果実とされてる」

　知恵の木の実を食べたイヴは楽らく園えんを追放され、限りある命と苦く役えきを負うことになる。彪女も同じだ。たとえ誰よりも強い〈先見〉の力を得ても、その先にあるのは一族の犠ぎ牲せいの上に成り立つ、苦痛と孤こ独どくだけ。

「結局、私もパーツだった。誰よりも強大な力を手にしようと、これは私の力じゃない。東雲しののめ家けのための力で、大きなシステムの一部。誰も幸せになれない、〈先見〉のためのシステム……。こんなこと、私の代でなくしてしまいたかった」

「じゃあ、正式にイヴになることを延のばしてたっていうのは……」

「……一人でどうにかできると思ったの。こんなこと間ま違ちがってる、〈先見〉の力を守っていくにも、もっと別の方法があるはず、きっとその方法を見つけられるはずだって……。でも、結局何もできなかった。七瀬の言うとおり。私、逃にげたんだわ。こんな醜みにくい能力から逃げたかっただけ、目を逸そらしたかっただけ」

　うなだれる背中は細く、とても頼たよりなかった。白い肌はだに刻きざまれた最強の〈先見〉を可能とする術式陣。そんな能力ちから、彼女は望んでいなかったのに。

　七瀬は術式陣に触ふれないように注意しながら、彪女の肩かたにそっとシャツを戻した。

「俺おれも一いつ緒しよに考えるよ。何かできることがあるはずだ。急に全部解決できなくても、ここからはじめればいいんだ」

　彪あや女めが前を向いたまま小さく頷うなずいた。それからふっと笑うのが聞こえた。

「やっぱり七なな瀬せは七瀬ね。〈先せん見けん〉で見たときと何も変わらない。どんなに変えようとしても、絶対変わってくれないんだから」

「ん？　じゃあ、東雲しののめさんが見た未来でも俺はちゃんと助けに行ったんだな？　よかったあ！」

「よくない！」彪女が肩越ごしに七瀬を睨にらんだ。「〈先見〉で見たときも貴方あなた死にかけてたのよ。それを防ぎたくていろいろやったのに、私の気も知らないでどんどん関かかわってきて」

「いや、無視しろっていうのが無理だろ。話したことないのにいきなり服脱ぬぐし」

「あれはっ！　貴方と約束したから！」

「約束？」

　しまった、という顔で彪女は急に押おし黙だまった。

「そういや、はじめて声かけてきたときもそんなこと言ってたよな？　えーと、なんだっけ……たしか『今度は私が約束を守る番』って東雲さんが」

「いっ、いいでしょう、そんなことっ！」

「うわ、そう言われるとものすごく気になる。だっていきなり教室に飛とび込んできたと思ったらそんなこと言って、しかもそのあと」

　──あれ？　七瀬は首をひねった。なんか、今の状じよう況きようと似てないか。

「……もしかして、『禁きん断だんの果か実じつ』の話しようとした？　未来と今がごっちゃになって、俺を見つけて思わず脱いだってこと？」

「違ちがいます……っ!!」

「いや無理ありすぎ！」

「無理なんてないっ、私そんなうっかりじゃないものっ！」

「じゃあ他にどんな理由があるんだよ、そんなこと他に──ん？　……服を脱ぐ他の可能性っていったら、えっ、ええっと、あれっ……!?」

　彪女の顔が火がついたように真まっ赤かになった。

「ちっ違う違うわ、いえ違わない七瀬の言うとおりで私『禁断の果実』の話をしに行ったのっ、直前に貴方と約束した未来を見てしまってそれで、別に変なこと、他に何があるっていうの！　健けん全ぜんです、とっても健全です！　それ以外あるわけない、ないに決まっています……っ！」

　耳や首くび筋すじまで真っ赤になって彪女は言い募つのった。そのあわてぶりときたら必死で、何を口走っているかよくわかってなさそうだ。あまりの必死さに七瀬は思わず吹ふき出した。

「や……っ、信じてないの!?　本当よ本当に私『禁断の果実』のこと!!」

「いや、なんか、やっと東雲さんがどういう人かわかった」

　がんばりすぎて変な方向に飛とぶタイプだと、いまさらその天然っぷりを知る。

　そうとわかってみると、今までしれっとしていた態たい度どが違ちがって見えてきた。説明もなくいきなり脱ぬぐし、黙だまってやり過ごせばいいものを廊ろう下かのど真ん中で張り合ったり。内心パニックだったんだろう。考えがたりないというか、必死すぎというか。

「からかったの……っ!?」

　ごめん、と謝ったが、彪あや女めは怒おこって正面に顔を戻してしまった。

「ごめんって！　本当に悪かったって」

「──彪女」

「ん？」

「私だけ、ずっと七なな瀬せって呼んでる。……それって、ずるいと思う」

「ずるいって言われてもなあ」

　嫌いやがらせ返しだと思って七瀬は軽く笑った。しかし、そうではなかった。

　彪女は横を向いてうつむくと、恥はずかしそうに呟つぶやいた。

「彪女がいい」

　だめ？　問うような瞳ひとみで覗のぞき込まれ、七瀬はぐっと言葉に詰つまった。

　こんな目をされて、言わないなんて選せん択たく肢しありえるのか……!?

「あー……っ、今……？」

　などとあがいてみるが、それが通用するぐらいなら最初からお願いされない。

　七瀬は視線を泳がせて、ぼそっと言った。

「彪女──────さん」

　とたん、ものすごく悲しい顔をされた。

　敬けい称しようだめ!?　いきなり呼び捨てとかハードル高すぎだろ!!　──そう思っても、口にする勇気はない。七瀬は散々視線を泳がせて、深く息をついた。

　改まって言おうとすると、口がうまく動かない。名前を言う、たったそれだけなのに。

「あ………………彪女」

　さっきよりもひどい小声だった。呟いただけ。ほとんど聞き取れなかったと思う。

　それなのに涙なみだのにじんだ彼女の瞳が、はっとするほど輝かがやいた。泣なき笑うように、くすぐったそうに彼女が目を細めて微笑ほほえむ。

　うわっ、反則……っ！

　七瀬は赤面して、あわてて視線を逸そらした。呼んでみて、ものすごく恥ずかしかった。恥ずかしいが、こんな顔されたらもう他の言い方なんてできない。そう思うと日ひ和よった自分が情けないやら悔くやしいやらで、七瀬はもう一度彪女を見た。

　今度ははっきり、ちゃんとその名を呼びたい。

「彪女」

「──うん」

「ななせ……★」

「……うん!?」

　七なな瀬せは戦せん慄りつした。

　なぜだ。どうして、背後から、声が……？　知りたくない。知りたくないのに、ホラー映画の登場人物よろしく、振ふり返らずにはいられない。

　ギギギ……と恐きよう怖ふに錆さびついた首を後ろに向けると、こちらもステキな笑顔があった。

　あどけない顔に天使みたいな笑みを浮うかべた小こ悪あく魔まが、青あお筋すじをたくさん立ててほくそ笑んでいた。その手はすでに七瀬の胴どうを包もうとしている。

　シャツのはだけた女の子＋しかも涙なみだ＋しかもその背後にいる俺おれ──一いつ瞬しゆんでインクを納得させる説明なんて誰だれにできるんだ!?

「セクハラ、死んどこうよ」

「ちがっ──！」

　問答無用にぎゅっとハグされた。バチバチと火花が立ち、鎖くさりが青白く燃もえあがる。

　まさに死の抱ほう擁よう。

　ぎゃああああああああ──と終わらない絶ぜつ叫きようがいつまでもこだました。
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「あら？　どうしてそんなにコンガリしてるの？」

　深夜。見回りから戻ってきた糸いと原はらが、ベッドで焦こげている七瀬に懐かい中ちゆう電でん灯とうを向けて、不ふ思し議ぎそうに首を傾かしげた。

「ははは……なんでですかね……」

　七瀬はベッドにつっぷしたまま呟つぶやいた。セクハラ認にん定ていでいつもより多めに焼かれた気がする。

「へー珍めずらしいわね、炎プロクス焼けじゃない」

「あんまり嬉うれしそうに言わないでもらえますか」

「あら、そんな風に聞こえる？」

　糸原は笑いながら、懐中電灯を片づけてデスクのスタンドライトをつけた。

「冗じよう談だんよ。こっちへ来たら？　治してあげる」

　普通の火傷やけどと違い、炎プロクス焼けは放置しておけばそのうち治まる。しかし、すぐ治せるなら断る理由もない。

　七瀬はベッドから這はい出してデスクのそばの丸まる椅い子すに腰こしをおろした。

「東雲しののめさんどうしてますか？」

「職しよく員いん室しつの応接間で眠ねむってるわ。お宅のちっちゃいのも一いつ緒しよよ。あ、腕うで、注射台にのせてね」

　糸いと原はらは薬や注射器など手て際ぎわよく準備しながら、独り言のように続けた。

「イヴ、昨日きのうから一いつ睡すいもしてなかったのよ。君のケガの原因も、昨日の放課後から今まで何をしてたかも答えてくれないし。せめて休むように言ったんだけどね、君が起きるまではって、ゆずらなくて。ずっとそこに座って看病してたわ」

　糸原は手元しか見ていなかったが、『そこ』がどこを示すのか、なんとなくわかった。

　ベッド横のパイプ椅い子すにひざかけがある。その後ろのローテーブルには水差しやタオルなど、看護に最低限必要なものがそろっている。

　ちょこんと置かれたパイプ椅子が急に切なく思えた。彪あや女めは一日中そこに座って見守っていてくれたのだ。大変な数日で同じくらい休息が必要だったはずなのに……

「先生！　俺おれ！」

　七なな瀬せは居いても立ってもいられなくなり勢いきおいよく立ち上がった。急な動きに糸原の手元が狂くるい、注射針が七瀬の腕をかすめてドスッと音をたてる。

　……ドスッ？

　視線を落とすと、注射台に深々と注射針が突つき刺ささっていた。

「あー……と。何、しようとしました？」

「注射だけど？」

「いやおかしい!!　なんで台に突き刺さるんですか、しかもそれ注射器の持ち方じゃないですよね!?　なんで逆手で握にぎりしめてるんですか、どんだけ刺す気満々なんですか!?　しかもよく考えたら火傷の治ち療りように注射って！」

「バレたら仕方ないか」

　糸原は悪びれもせず言い、注射器をケースにしまった。デスクに肘ひじをのせ、頰ほお杖づえをつく。

「あのさあ、君、リタイアしてくれないかな？」

「さっきから意味わかりません！」

「わかってるはずよ。君がいるとあの子がぶれる。自覚してるでしょ、真ま柴しば君？」

　調子こそ軽いが、糸原の目は真しん剣けんだった。だが七瀬は糸原が何を言い出したのか本当にわからなかった。

　保ほ健けん医いは疲つかれたようにため息をついた。

「あの子はね、他人の心配をしていられるほど気楽な立場じゃないのよ。イヴを失しつ脚きやくさせようと分家が画かく策さくしていて、命を脅おびやかさているのが現状だわ。正式に名を継つげば護ご衛えいも増えるし、公に守ることもできる。分家どもの能力だって奪うばえて、ずっと安心して暮くらせるのにね。ようやくあの子が理解して、イヴになると決断したのは昨日のことよ。──かと思えば、今度は君」

　糸原は眼鏡めがねのフレームに手をそえて位置を整えると、うんざりしたように七瀬を見た。

「ねえ、どうしてあの子の気持ちなんて聞いたの？　誰だれも傷つけたくないとか、イヴになりたいかどうかとか無意味でしょ。そんなこと知ったって世界は何も変わらない、何をしたところで、あの子のしたいようになんて生きられないのよ。だからこそイヴとして平へい穏おんに過ごせるよう皆みなが尽じん力りよくしているっていうのに、どうして心を乱すことばかりするわけ？」

「俺おれ、……そんなに間ま違ちがったことはしてないと思います」

「じゃあ君は、あの子の目を潰つぶして他の娘こがイヴになればいいと思うんだ」

「なっ!?　誰だれがそんなこと！」

「いいえ、そういうことよ」糸いと原はらはぴしゃりとはねつけた。「もしあの子がイヴになりたくないと言ったら、通ると思う？　はいどうぞって自由になれると思った？　あれほどの〈先せん見けん〉の能力者を世界が放ほうっておくわけない、死体になってでも手に入れようとする連中だっている。あの子があの子である以上、その影えい響きよう力りよくは生しよう涯がい変わらないのよ。もし彼女がこれ以上イヴになることを延のばすなら、イヴの資質を問われることになるでしょうね。そうなれば目を潰して隔かく離り、いえ、一生どこかに幽ゆう閉へいされるかも」

　あまりのことに七なな瀬せは呼吸を忘れた。怒いかりに声が震ふるえる。

「……んだよ、それ……、そんなのおかしいだろ!?　どうかしてる！」

「それが〈先見〉という大きすぎる能力の代だい償しようよ」

　糸原はにべもなく言い、静かに続けた。

「おかしくてもゆがんでてもね、そうするしか〈先見〉とあの子を守ることができないのよ。だからもう彼女の気持ちを乱さないでほしいの。あがくだけあの子が傷つくことになる。どうあがいたって、あの子が日の当たる場所で生きるためには、イヴになるしかないんだから」

　残ざん酷こくな現実を前に、七瀬は何の言葉も返すことができなくなった。

　彪あや女めは、誰も傷つけたくないと言った。一族の目を奪うことも、自分を守るために誰かが傷つくのも嫌いやだと言った。誰よりも優やさしく、誰よりも〈先見〉に責任を感じ、誰よりも胸むねを痛めているのに。……犠ぎ牲せいをなくそうとするほど、彪女は悲痛な結末に近づいていく。

「あの子は私が必ず守る。イヴとして、誰よりも幸せな一生を約束するわ。誰にもその地位を脅おびやかさせたりしない、何があっても私が守りとおす。だから君には手を引いてほしいのよ。……それが君たちのためだわ」

　そうなのかもしれない。〈先見〉の能力を守ることと、彪女が自由に生きられること。どちらも大切なのに、両方が叶かなう方法が思い浮うかばない。気持ちを聞くことすら傷つくことになってしまうなら、そばにいることはどちらにとっても辛つらいことだ。……でも。

「だったら、なおさら協力させてください」

　七瀬はあきらめられなかった。ここまで知っていて、いまさら無関係に戻もどることなどできなかった。今は力が足りないかもしれない、だけど、できることがきっとある。

「いつ誰に狙ねらわれるかわからないなら、人手は多い方がいいはずだ。学内なら先生より俺の方が目が利きくし」

　糸いと原はらはきょとんと目を瞬まばたき、小さく笑った。

「気持ちは嬉うれしいけど、君、壮そう吾ごにやられっぱなしだったじゃない」

「え？」

「相手が馬ば鹿かで助かったけど、毎回ああはいかないのよ。ああいう単純な手合いばかりだと助かるんだけどね。──まあ、気持ちだけもらっておくわね、ありがとう」

　言葉はほとんど耳に残らなかった。七なな瀬せは啞あ然ぜんとし、糸原を見た。

「なんで、知ってるんですか」

「壮吾のこと？　分家がイヴを襲おそうのはままあるのよ、珍めずらしくないわ」

「そうじゃない、なんで襲しゆう撃げきのこと知ってるんだ……？」

　彪あや女めは何も話さなかった。そう言ったのは糸原だ。なのに、どうして昨日きのう壮吾に襲われたことを知ってる？　どうして放課後の戦いを知っている……!?

「ああ、なんだそんなこと」

　糸原は朗ほがらかに微笑ほほえんで、拍ひよう子し抜ぬけするほど簡単に答えた。

「私がそう仕向けたからに決まってるじゃない」

「────は？」

「あの分家に『禁断の果実』の存在を教えてやった、そう言ってるんだけど？」

　七瀬は理解できない。急に違ちがう言語で話しかけられたように、言葉の意味がわからない。

「何言って……っ、だって、先生隠おん密みつなんだろ、今東雲しののめさんを守るのが仕事だって……」

「そうよ？」

　耳がおかしくなったと思った。そうでないなら究きゆう極きよくに頭が悪くなったかのどちらかだ。じゃなきゃ、どうしてこんなことが言える。守ると言いながら、敵に狙ねらわせるようなまねがどうしてできる──!?

「表立って守るのはボディガードの仕事よ。極きよく論ろんね、ボディガードなんて愚ぐ鈍どんな盾たてでいいの。守っていることを印象づけるだけでいい。でも隠密は違ちがう。隠密は刀よ。イヴの影かげとなり、近づく災わざわいは全すべて断たなければならない。刀が考えるべきは、いかに被ひ害がいを最小限にとどめるか」

　困こん惑わくする七瀬に、糸原は出来の悪い生徒に説くように続けた。

「さっき分家がイヴの失しつ脚きやくを企くわだててるって教えてあげたでしょう。尻尾しつぽを摑つかみたかったのよ。力をつけて万全の状じよう態たいで襲撃されるより、弱いうちに叩たたいた方が早いでしょ？」

「じゃあ、わざと……？　敵を捕つかまえるためにわざと東雲さんを囮おとりにして、おびき寄せたっていうのか……？」

「ええ」

　平然と返された肯こう定ていに、頭を殴なぐられたような衝しよう撃げきが走った。

　七瀬は呼吸を忘れた。寒くもないのに体が震ふるえ、怖気おぞけ立だつ。

「……東雲さんケガしてた、ろくに歩けない状態だった!!」

「腕うでや足の一本が何だっていうのよ？　強大な勢せい力りよくに成長して、あとで殺されるよりずっといいじゃない。今回のことであの子もイヴになる決意を固めたし、効率的だったと思うわ」

「何言ってんだあんた……！」

「言ったはずよ。守るというのは生なま易やさしいことではない、と。私が守るのはイヴなのよ？　絶大な力を持ち、悪用されれば世界を混こん沌とんに沈しずめる力を守っている。イヴを脅おびやかす者は私がすべて排はい除じよするわ。たとえそれがイヴ自身だとしても……過あやまちに気づかないのなら、正すのが私の務めよ。それが最終的にあの子のためになるんだからね」

「だから、こんなふざけたことをしたっていうのか!?」

「守りは万全だったから大事には至いたらなかったのよ。実際、緊きん急きゆう用ようの術じゆつ式しきだって持たせてあったから問題なかったでしょ？　分家も今あの子を殺すほど馬ば鹿かじゃないし、君さえ現われなければ、あのまま壮そう吾ごを現行犯で取り押おさえることもできたのに。ヒーロー気取りでしゃしゃり出てくれたおかげで、作戦が台無しだわ」

　作戦。これが？　襲おそわせることが？　傷つけても目的が果たせればいいのか。これが『守る』ということなのか。これで守っていると言うのか──!?

「ふざけんな……、何が守るだ！　彪あや女めがイヴになればそれでいいのか!?　自分勝手な論ろん理り押しつけて守ってる気になってるだけだろ！　あんたのしてることはただの独り善よがりだ!!」

　糸いと原はらの目が鈍するどく光った。そう思った瞬しゆん間かん、まわし蹴げりが七なな瀬せの腕うでにめり込んでいた。

「！」

　なぎ払うように蹴り飛とばされ、七瀬は部屋の中央に据すえられたガラステーブルに激げき突とつした。

「ぐあ……っ！」

　背骨に激痛が走り、体が床ゆかに落ちる。立ち上がろうとすると、いきなり顔面を鷲わし摑づかみにされ、力任まかせにテーブルに叩たたきつけられた。ビシッ！　と分厚いガラスに蜘く蛛もの巣のような亀き裂れつが走り、一瞬意い識しきが飛んだ。

「……ふざけてんのはどっちだよ、卑ひ賤せんの身が」

　指の間から見える糸原の目が、激はげしい怒いかりに燃もえていた。

「きれい事でイヴを守れるわけない、そんな単純じゃないんだよ！　それを……無能力者が偉えらそうに！」

　ミシッと、糸原の指が七瀬のこめかみにめり込んだ。

「うぁあああ……!!」

　両手で手をはずそうとするが、術式で強化しているのかびくともしない。

「あの子はイヴになるべく生まれてきた。他の生き方なんて最初からない、そういう人生なのよ。選べないならせめて最良の選せん択たく肢しに導みちびいてやるしかないじゃない」

「……だからって、傷つけていいのかっ……！　それがあんたの正義かよ、形だけ守ったことになればそれでいいのかよ!!」

　糸いと原はらは目をすがめ、白衣から携けい帯たい電でん話わを取り出した。それを胸むねに押おしつけられた瞬しゆん間かん、激げき痛つうが七なな瀬せの心しん臓ぞうを貫つらぬいた。

「い──ッ！」

　バチバチと青白い火花が散る。携帯のディスプレイに浮うかんだ術じゆつ式しきに反応して、激はげしい閃せん光こうがあたりを照らした。

「笑わせてくれるわね、呪のろわれている分際で正義を説こうなんて」

「!!　──っんで……それ……を……っ」

「隠おん密みつだって教えてあげたでしょ。イヴがどこに行って何をしたか、見失うわけないじゃない」

　七瀬は愕がく然ぜんとした。

　糸原は、知っている。壮そう吾ごに襲おそわせただけでなく、彪あや女めが痛めつけられるのも、必死で誰だれかを守ろうとしていたことも、すべて知っている。知っていて、ただ眺ながめていた──

　怒ど声せいは喉のどまで出かかっていた。だが電流のような痛みが心臓に走り、口を開くことすらできなかった。火花は激しさを増し、苛か烈れつな痛みとなって七瀬の全身を貫いた。

　やがてシャラシャラと封ふう印いんの鎖くさりが呼び覚まされる音が響ひびき、砂色の金きん属ぞくが出現した。

　糸原は携帯をしまうと、異次元から出現した鎖を感心したように眺めた。

「なるほどね、古い術式だわ。それもすごく強力。……ずいぶん恨うらまれたもんじゃない？　子々孫々呪い尽つくされるなんてどんな悪事？　お前の先祖は何をしたのよ」

　痛みに声が出なかった。全身の筋きん肉にくが引き攣つって、思うように動かない。

　糸原は蔑さげすむように笑い、踵きびすを返した。

「わかったでしょ？　立場をわきまえなさい。はじめからお前のような卑いやしい人間が近づいていい人ではないのよ。これにこりたら二度とイヴに近づかないことね」

　嘲あざけり笑うような口調に、かっと血が熱あつくなった。

　七瀬は糸原の背中に突っ込んだ。だが保ほ健けん医いは振ふり返りもせず身を翻ひるがえし、あっさりと七瀬の背後をとった。足を払はらうと同時に七瀬の頚けい椎ついに肘ひじ鉄てつを叩たたき込む。

「が……っ!?」

「まだ続ける気？　やめてくれないかな、時間の無む駄だって嫌いやなのよ」

　床ゆかに倒たおれこんだ七瀬に冷れい酷こくな声が降った。
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　七瀬は歯を食いしばり、あえぎながら体を起こした。

「…………俺おれは、浅あさ守もりとは違ちがうっ」

「どう違うって？　お前、まさか自分は関係ないと思ってるんじゃないでしょうね。祖先のせいで呪いに巻まき込まれた『かわいそうな被ひ害がい者しや』だなんて思ってないわよね？」

「……！」

「お前の祖先のせいで誰かがそれほどの呪いに駆かりたてられたのよ？　それだけの禁術だわ、呪いをかけた呪じゆ術じゆつ師しも凄せい惨さんな死に方をしたはずよ。それでもその呪術師は、禁術に手を染そめずにはいられなかった。人を狂くるわせるほどの憎にくしみと痛みを、お前の祖先が与えたから。破は滅めつさえ甘あまんじて受け入れられるほどの狂きよう気きと憎ぞう悪おを植えつけられたから。──それなのにお前は何。呪のろいの意味も考えず、のうのうと暮くらして。まるで何事もなかったみたいに普ふ通つうに生活して。ねえ、恥はずかしくない？」

「……っ」

「逃にげて逃げて逃げて、どこまでも逃げて。だからまだ呪われてるんでしょう？　だから何百年たっても許されていないんでしょう？」

　言葉が胸むねをえぐった。それは七なな瀬せが思っていたこと。ずっと感じてきたこと、そのものだった。

　今自分が生きているということは、誰だれもが逃げたということ。親の代も、その前も、その前の世代も──浅あさ守もり正まさ綱つなに繫つながる全員が直視を避さけ、逃げた。呪いに立ち向かうことを、そこにある恨うらみや憎しみを無視した。だから、七自瀬分は存在している。

　それを、関係ないと言い切るのか？　浅守正綱がいなければ存在しなかった俺おれが。同じ血が流れているからこそ、呪われている俺が。

「時間なんて関係ない、お前は憎まれている。その証しよう拠こに呪いはちゃんと機き能のうしているじゃない。……他人を踏ふみつけて生まれてきたくせに、その罪つみを償つぐなおうとせず、のうのう生きて。それで正義を語ろうなんて笑わせないでよ」

　──じゃあ、どうしたらよかった？

　毎日先祖の悪行を考えて苛さいなまれればいいのか。封ふう印いんを解いてインクに殺されればいいのか？　確かに俺おれには罪ざい人にんの血が流れている。でも、それは俺のせいなのか。

　胸が熱あつくなる。罪悪感と悲しみの向こうから激はげしい感情が湧わきあがる。

　好きで、この家に生まれたわけじゃない。

　好きで真ま柴しば七なな瀬せになったんじゃない。それなのにＭＰゼロと笑われ、罪人と蔑さげすまれなければいけないのか。何も選んで決めたことじゃないのに、ただそう生まれついたというだけで？

「目め障ざわりなのよ、お前。卑いやしい身がイヴと対等だとよく思いあがれたものね」

「……たしかに、俺の祖先は最低なことをしたよ」

　七瀬は嚙かみしめた歯の間から声を押おし出した。

「相手は何百年も前に死んでるから、顔もわからないけど。本当の意味で何を無くさせて、何を奪うばったかもわかんないけど、……誰だれかを傷つけたことに変わりはない」

　拭ぬぐえない罪つみ。消えない罰ばつ。過去は誰にも変えられない。泣ないたって喚わめいたって叫さけんだって詫わびたって後こう悔かいしたって、何一つ動かせない。だったら────だから、

「変えればいいんだろ……」

　七瀬は糸いと原はらを見た。糸原の向こう、自分を嘲あざけったすべての人と運命に向かって叫んだ。

「過去が動かせないならこれからを変える！　俺が変えてやる！　この呪のろいの意味が変わるくらい、すごいことしてやるよ!!」

「それでイヴを守って英えい雄ゆうにでもなろうっていうの？　呆あきれるわね、優すぐれた能力ちからどころか炎プロクスもない役立たずの分ぶん際ざいで何ができるっていうのよ？」

「俺はあんたみたいに逃にげたりしない！」

「はっ、私がいつ逃げたって？」

「逃げてるだろ、東雲しののめさんから！」

　糸原が目をみはった。しかしすぐに険けわしい顔つきに戻ると、糸原はうなるように言った。

「私の任にん務むは彼女を無事にイヴの座につかせること。それがあの子にとって最さい善ぜんよ、他の生き方のない、あの子にはね」

「そうしてほしいって彪あや女めが言ったか！　イヴになりたい、一族の目を潰つぶしてくれって頼たのんだのか!?　あんた、逃げたんだ！　守るって言いながら傷つけるようなことをするのは、その方が手っ取り早かったからだろ!?　他の方法を探すのをやめて、楽な方に逃げたんだよ！」

「餓が鬼きがわかった風な口を……!!」

　糸原が気色ばんだ。怒いかりに髪かみが逆立ち、全身から炎プロクスの気配が漂ただよう。同時に、どこからともなく重低音が湧わきあがった。

　小さな重低音はデスクの陰かげから響ひびいていた。その音はしだいに数を増し、唸うなり声のように闇やみから湧いてくる。──なんだ？

　七なな瀬せの目前を何かがかすめ飛とんだ。黒っぽい、指先ほどの大きさの虫。

「ハチ!?　干かん渉しよう系けいの系けい譜ふか……！」

〈先せん見けん〉のように自身を高めたり変化させる能力とは違ちがい、物や他者を操あやつる系譜だ。正せい確かくにどの系譜かはわからないが、蜂はちたちは忠実な僕しもべのように糸いと原はらの周囲を旋せん回かいした。その数、数百。重低音のように響ひびく羽音は、高くなり低くなりながら、さらに厚みを増していく。

「ミツバチの毒性は低い。だけどこれだけの数に一度に刺さされたら……わかるでしょ？」

　オオオオオ、と羽音が不気味にこだました。

　まるで死者がうめくような重たい音が周囲の音を吞のみ込む。

「お前がどんなきれい事を並べようと現実は変わらない。──さあ、さっさとここから消えなさい。さもないと『不ふ慮りよの事故』で死んでもらうわよ」

　圧あつ倒とう的てきな数。二、三匹振ふり払はらったところで、数十の蜂が一いつ斉せいに襲おそってくるだろう。戦う以前の問題だ。数の暴ぼう力りよくに、炎プロクスのない七瀬に勝ち目はなかった。だが、

　七瀬は、決然と糸原の前に立ちはだかった。

「お前……！　脅おどしだと思っているなら、すぐに考えを改めなさい！」

「このやり方で本当に彪あや女めを守れてるって思うならやればいいだろ。あいつを幸せにできるって本気で思ってんなら、やれよ」

　恐きよう怖ふがなかったわけじゃない。これだけの数だ、襲われて無事にすむはずがなかった。

　だけどここで背を向けたら。ここで逃にげたら、糸原の理り屈くつに屈したことになる。ここで折れたら、そのやり方を認みとめたことになる。──それだけは絶対に我が慢まんならない。

「何度言えばわかるのよ……！」

　ギッ、と糸原は歯を嚙かみしめた。

「イヴになれば誰だれもあの子に手出しできないのよ！　誰よりも強い〈先せん見けん〉の力があの子を守る、分家たちの能力を封ふう印いんできれば恐おそれるものはなくなるわ！　これが最さい善ぜんよ、これがあの子を守れる唯ゆい一いつの方法だわ！」

「じゃあなんであんな顔させるんだよ!!　あんな泣なきそうな顔させといて、それでも最善だって言うのか！」

「いつか、わかるわ……！」

「詭き弁べんだろそんなの！　イヴの座につけば安心？　後こう継けい者しやでもめないように他の連中の目を潰つぶせば安あん泰たいだ？　彪女を囮おとりに使ったり、誰かを踏ふみにじって……形だけ守ったことにすれば心が壊こわれたっていいのかよ!?　これが最善って本気で言うのかよ！」

　七瀬は怒ど鳴なりながら悔くやしくてたまらなくなった。

　なんでだ。なんで、あいつの気持ちは届いてない。どうしてわかってやれないんだ……！

「守らないで、って言ったんだ」

「……？」

「あいつ、自分に関かかわったらみんなが不幸になる、イヴの名は誰だれも幸せにしない、傷つけるだけだって……。あんたにしたら、彪あや女めはイヴの座に据すえればいい駒こまかもしれないよ。でもな、あいつにとっては、あんたも大事なんだよ。傷ついてほしくない、悲しませたくない、大事な人なんだよ！　それなのに……！」

「────黙だまりなさい」

「そうやってあいつの気持ちからも逃にげる気か！」

「黙りなさいっ！」

　七なな瀬せは足を踏ふみ出した。激はげしい羽音を立てて、一いつ斉せいに無数の蜂はちが警けい戒かい音おんをあげる。

「やめなさい……っ、本当に攻こう撃げきするわよ！」

　だが七瀬は進むのをやめない。勝ち目なんてないのに、迷まよいも見せず距きよ離りを縮ちぢめていく。

　糸いと原はらの足が無む意い識しきにさがった。あっという間に背中が薬品棚だなにつき、それ以上さがれなくなる。蜂たちが主の危き機きを感じとり、怒いかり狂くるったように飛び回って密みつ度どを増していく。

「聞こえないの、最後の警告音よ……！」

　糸原は警告したが、七瀬は足を止めなかった。七瀬はまっすぐに糸原を見た。

「あんたが守ってるものって何なんだよ」

　能力封ふうじの刺青いれずみ。世せ襲しゆう制せい。かつては本当にイヴとなる人を幸せにするための手段だったのかもしれない。余計な争いをなくすための、最さい善ぜんでなくても最良の手段だったのかもしれない。しかしそれは過去の話だ。今、見えてしまう未来への責任を負い、イヴの巻まき起こす災わざわいに心を痛めている人がいる。そんなことしたくないと、泣ないた女の子がいる。

　それでもこのやり方が正しいと押おしとおすのか。そういう仕組みだから、これがお前のためだと残ざん酷こくな言葉を吐はきながら、正当化するのか。

「誰だれのためだよ。誰を守るための、誰を幸せにするもんなんだよ？　今いる人を無視してそんなものにすがって……、こんなの呪のろいと同じだろ！」

「違ちが──」

　糸原が言いかけたとき、七瀬が拳こぶしを叩たたきつけた。

　鈍にぶい音に続いて、ガラスの割れる音が響ひびく。

「……呪いも。そんなふざけた考え方も！　俺おれがぶっ壊こわしてやる……俺が変えてやるよ！」

　拳は糸原の頰ほおをかすめて薬品棚にめり込んでいた。ガラス片が拳に刺ささり、血が流れ落ちる。

　糸原は気け圧おされたように七瀬を見つめるだけだった。

　凍こおりつく保ほ健けん医いのまわりを、蜂たちが指示を待って飛とび交う。一いつ瞬しゆん窓まどの外が明るくなり、その姿をはっきりと闇やみに照らし出した──

　次の瞬間、ドォオン！　と爆ばく発はつ音おんが弾はじけた。

「！」

　爆風に窓ガラスが震ふるえ、低い震しん動どうが床ゆかを伝う。その衝しよう撃げきに室内の電子機き器きが一斉に目を覚まし、警けい告こく音おんをあげた。

「なんだ……!?」

　パソコンや通信端たん末まつに同じ術じゆつ式しき陣じんが映うつし出された。それだけではない、窓まどガラスやドア、人の出入りできるあらゆる場所に術式陣が閃ひらめいた。施せ錠じようを示す公式と、何の属ぞく性せいかはわからないが攻こう撃げき系けいの術式記号が明めい滅めつする。

「────侵しん入にゆうされた」

　糸いと原はらは呟つぶやき、自らの声で我に返ったように、はっと息を吞のんだ。あわててパソコンに駆かけ寄り、パスワードを叩たたき込む。

「侵入……？」

「言葉どおりよ。学内に誰だれか侵入した、この状じよう況きようでただの不ふ審しん者しやってことはないわね……！」

　そのとき、廊ろう下かを駆かけてくる足音がした。ゾッとして入口を振ふり返ると、ドアが開いた。

「七なな瀬せ！」

　現われたのは彪あや女めとインクだった。

　入口からは糸原の姿が先に見えたはずだ。しかし彪女は迷うことなく七瀬に駆け寄った。

「大変なの！　ここが壮そう吾ごたちに感づかれて、もうすぐここに」

「ああ、わかってる」

　彪女は目を瞬まばたき、はじめて室内の警報に気づいたようだった。彪女の瞳ひとみにわずかに炎プロクスの光が残っている。爆ばく発はつに気づいたのではなく、〈先せん見けん〉で危険を察さつ知ちしたのだろう。

「イヴ」糸原が彪女に呼びかけた。「ここは危険です。ここまで派手に仕し掛かけてきたということは、分家たちもいよいよ本気です。お急ぎ本家にお戻りください」

「でも校舎に侵入されるのも時間の問題よ、ここから出るには……」

「ええ、足止めが必要になります」

　糸原はパソコンを操そう作さしながら、ちらりと七瀬を見た。

「炎プロクスのないお前に何ができるか見物ね」

　って、俺おれが囮おとりか。

　戦力を考えればその方が無ぶ難なんか、と妙みように納得してしまう七瀬も虚むなしい。

「正門と裏うら門もんがやられています。職しよく員いん用ようの通用口があるので、そちらを使いましょう。セキュリティもいくらかマシです」

　糸原がエンターキーを叩くと、画面の術式陣が変化した。警けい備びシステムをアクティブにしたのだろう。保ほ健けん医いは彪女に向き直ると、聞いたこともないほど穏おだやかな声で言った。

「本家までのルートは大だい丈じよう夫ぶですね？　そこのＭＰゼロもいないよりはマシでしょう、いざとなったら盾たてにでもお使いください」

「えっ、俺が残るんじゃないのか？」

　驚おどろいて七瀬が言うと、糸原が目をすがめた。

「炎プロクスのない人間に足止めなんて無理でしょ。──あれだけ啖たん呵か切ったんだから、命くらい張れるんでしょうね」

　その目は変わらず冷ややかだ。

　信しん頼らいではない。保ほ健けん医いは状じよう況きようを判断して、『最さい善ぜん』を選んだのだ。彪あや女めが安全な本家にたどり着けるなら、相あい容いれない七なな瀬せに託たくし、自分を捨て駒ごまに使う。イヴを守るためなら何でもする。その言葉に噓うそはなかったのだ……。

　やり方や考え方は違ちがう。それでも今目指すものは同じ。

「──行こう」

　七瀬は彪女に声をかけ、廊ろう下かに出た。彪女もそれに倣ならったが、すぐに足を止めて糸いと原はらのもとへ駆かけ寄った。

「糸原……あとを任まかせました。どうか私に力を貸して」

　糸原は驚おどろきに目を丸めた。

　彪女の護ご衛えいに就ついて数年。誰だれにも頼たよらなかった少女が、はじめて糸原を頼った瞬しゆん間かんだった。

「はやくー、スイレンちゃん置いてっちゃうよ～」

　廊下からインクが手を振ふって彪女を急せかした。彪女はわずかに歩を進め、切実な表情で糸原を見つめた。

「でもお願い、絶対に無理しないって約束して、危なくなったら逃にげるって」

「──さあ、お早く」

「糸原っ」

「時間がありません。さあ」

　糸原は微笑ほほえみ、彪女の背中を押おした。

　決して約束しない糸原に、彪女は後ろ髪がみを引かれるように走り出した。

　振り返りながら駆けていく少女の背中が、薄うす暗ぐらい廊下に溶とけていく。靴くつ音おともしだいに小さくなり、遠くで非常口の開閉する音を最後に完全に途と切ぎれた。

　糸原は無人の廊下に立ち、小さく吐と息いきをついた。

「なんだかねえ……」

　糸原はイヴの護衛だ。影かげであり刀。それ以上でも以下でもなく、そこに感情は伴ともなわない。見守り続けてきた少女がどんな感情を抱いだこうと糸原には関係ない。関係なかった。……そのはずなのに、なぜだか胸むねの奥おくが温あたたかくなる。

　しかし何がイヴを変えたのかと思うと、素す直なおに喜べないものもある。

　糸原はかぶりを振り、小首を傾かしげて廊下に現われた人影を見た。

「まったく、今日きようは次から次に腹の立つ連中ばかりね。──まあ、いいわ」

　糸原の体から炎プロクスがたちのぼった。それに反応して、周囲からざわめくような音が密ひそやかに響ひびきはじめる。

「来なさい。誰だれが〈先せん見けん〉の主であるか、私が思い出させてあげる」
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　真夜中の町に足音が反はん響きようする。町並みは夜の闇やみに沈しずみ、月明かりが淡あわい影かげを落としていた。人影のない道をぬるい風だけがまとわりつくようについてくる。

　七なな瀬せは後ろを振ふり返った。何度か確たしかめたが、今のところ追手の姿はない。しかしいつまでも見つからずにすむとは限らなかった。

「なあ、本家ってどのへん？　まだ遠いのか!?」

「もう見えてる！」

[image: ]

　息を弾はずませながら彪あや女めが斜ななめ前方の空を指差した。闇にとけるように、ぼんやりと稜りよう線せんが見える。小高い山で、中腹から上は森のようだ。その頂いただきにぽつんと建物がある。はっきりとわからないが洋よう館かんのようだ。それもかなり大きい。

「でかいな、あれが彪あや女めんちか……」

「いいえ、アイリス女じよ学がく院いんよ」

「は!?　えっ、なんで女子校!?　本家に向かってたんじゃないのか！」

「女学院が本家なの」

　返ってきた言葉に七瀬はさらに困こん惑わくした。

「どういうことだ、それ？」

「本家が女じよ学がく院いんになったというか……学院全体が〈先せん見けん〉のためにつくられた要よう塞さいなの。もちろん一いつ般ぱん生徒もいるし、世間では全ぜん寮りよう制せいの一いつ貫かん教育校として知られてるわ。だけど大学では〈先見〉の情報解かい析せきや発はつ展てんの研究が進められてるし、有事に〈先見〉の出力をあげる大おお掛がかりな術じゆつ式しき陣じんも組まれてるの。私も将来的にはあそこで暮くらすことになる」

「だけどなんでまた学校になんか。研究なら研究所とかそういう方がよさそうだけどな」

　それは、と彪あや女めは言いよどみ、声を落として続けた。

「本当の目的が〈先見〉の能力者を囲うことだから。だから学校なの。分家の子は必ず学院に入学させられる。全寮制というのは口実よ、……彼女たちを管理するための」

　管理という言葉に七なな瀬せはぞっとした。

　若い能力者を一ヶ所に集める──〈先見〉のレベルを判断するのはもちろん、使える人間とそうでない人間を選別し、野心の強い者があれば早いうちに芽を摘つむ腹だろう。しかも少女たちを寮に入れることで、いざというとき人質として利用できる。

　どこまでも周しゆう到とうに計算された、権力を掌しよう握あくし続けるためのシステム。

「なんていう……!!」

　七瀬は怒ど鳴なりかけ、ぐっと言葉を吞のみ込んだ。東雲しののめ家けが築きずきあげたシステムは、すべて〈先見〉のイヴのためのものだ。今言おうとした言葉はそのまま彪女を傷つける。

　かける言葉が見つからず押おし黙だまると、インクがはしゃいだ声をあげた。

「わあ、夜中なのにすっごい人の気配だね～。商店街にいた人の匂においもするね」

「な……っ、追手か!?」

「ん？　違ちがうと思うよ。網あみ張って待ってるカンジ？　とりあえず気づいてなさそーだけど」

　待ち伏ぶせされている。その事実に緊きん張ちようが走った。しかし彪女が本家に戻ろうとすることくらい、〈先見〉の能力者でなくとも想像がつくはずだ。

「壮そう吾ごの仲間ってどのくらいいるんだ？」

「正確には……。壮吾の一派なら二、三十人くらいだと思う。能力者や術式に熟達した者は多くないけど、もし他に造ぞう反はん者しやが加わっていたら……」

「上まで逃にげ切ればいいんだろ？　戦う必要はないんだ、大だい丈じよう夫ぶどうにかなるって！」

　七瀬が明るく言うと、彪女は励はげまされたように頷うなずいた。

「そうね。遭そう遇ぐうしなければ何も起こらない。──私、向こうのすべての動きを〈先見〉できるかやってみる」

「え、そんなことできるのか？　ＭＰ消しよう費ひキツいんじゃあ」

「平気。だけどずっと〈先見〉をしているといろいろ問題があって……助けてくれる？」

「あたりまえだろ。ていうか、いちいち訊きかなくていいよそんなこと」

　率直に言っただけなのに、彪女は嬉うれしそうに顔を綻ほころばせた。

「じゃあ一から数字を数え続けてくれる？」

「それだけ？」

「ええ。〈先せん見けん〉をすると、今と未来が混ざってどこかわからなくなるの。でもカウントしてくれれば、私が見ているものが未来か現在か判断できる」

「そっか！　未来で聞くカウントは今より数字が進むからか！」

　例えば七なな瀬せが十まで数えていたとしても、未来を覗のぞく彪あや女めは二十、三十と別の数字を聞くことになる。逆に言えば、少ない数字を数えているところが『今』だ。

　どんなに似た風景が続いたとしても、カウントに注意を払はらえば、『今』を失うことはない。

「私のこと、ちゃんと摑つかまえていてね」

　彪女がほっそりとした手を差し出した。

　七瀬がその手を取ると、彼女は安心したように目を閉じた。呼吸を整え、意い識しきを集中する。次に目を開いたとき、その瞳ひとみは淡あわい金の光に輝かがやいていた。

　炎プロクスが瞳に宿り、彪女の目に未来を映うつし出す。

　七瀬はカウントをはじめた。

「──こっち」

　違ちがう風景を見つめたまま、彪女は夢む遊ゆう病びよう者しやのように歩き出した。

　走るでも、急ぐわけでもなかった。ただ手をつないで散歩するように夜道を行く。落ち着いた歩調に、追われていることを忘れそうになるほどだった。

　ふと彪女が振ふり返り、確たしかめるように七瀬の手を握にぎった。

　自分を拠より所どころに『今』に帰ってきている瞬しゆん間かんだと気づくと、くすぐったいような、照れくさい気持ちになった。

　って、俺おれもたいがい不ふ真ま面じ目めだな……。

　七瀬は少し熱あつくなった頰ほおを引き締しめ、歩くことに集中した。




　カウントはあっという間に千を超こえた。

　道はなだらかな平地から上り坂へ変わり、丘きゆう陵りよう地帯に入った。顔をあげると、山やま肌はだに張りつくように家が並んでいるのが見える。ドミノのように段になった家々の後ろには暗い森が広がっている。道はまだ険けわしくなりそうだ。

　アイリス女じよ学がく院いんも先ほどよりはっきりと見えた。木や家に遮さえぎられて全容はわからないが、洋よう館かんのほかにも様さま々ざまな建物があるようだ。

　東雲しののめの財力と影えい響きよう力りよくが作り上げた砦とりで。学校という姿を借りて公然と軟なん禁きんや人質のシステムを活いかす場所……。闇やみに横たわるその影かげを見ていると、輝かしいイヴの系けい譜ふの裏うらにあるものを見ているようで胸むねが悪くなった。

　このまま本家まで逃にげ切れたとしても、終わりじゃない。東雲が変わらないかぎり、今みたいな事件は起こり続ける。彪あや女めはこれからもずっと命を狙ねらわれるのだ。

　七なな瀬せは黒い要よう塞さいを睨にらんだ。

　あそこにはもっと巨大な敵がいる。形も姿も持たない、『東雲しののめ家け』という大きな敵。それを倒たおさない限り、何も変わらない……

　インクが七瀬の横に並び、同じように真剣な眼まな差ざしを頂いただきへ向けた。

「……七瀬、いよいよだね。夢ゆめのドキドキ女子校大潜せん入にゆう」

　まさかの発言に七瀬は「ぶはっ!?」とカウントごと噴ふき出した。

「あー！　ずぼしの顔！　だめだよ、またイケナイこと考えて」

　何をこんなときに非ひ常じよう識しきな!!　目を剝むいて抗こう議ぎするが、そんなことで怯ひるむインクではない。

「しょーがないなあ。トクベツに女じよ子し寮りようの場所、調べてあげよっか？　女子寮っていうか七瀬的には悦えつ楽らくの館やかた？　酒しゆ池ち肉にく林りん？」

「お前いいかげん……ッ！　千四十七、シリアスって単語知らないのか千四十八っ！」

「わあ、七瀬面白い～」

　ふざけんな、と思いを込めて「千ッ五十!!」と叩たたきつける。

「やだなあ、緊きん張ちようをほぐしてあげたんじゃん」

「わかりにくっ!!　千五十二しかも妙みような誤ご解かいつけるのやめろ！」

「えー、じゃあベッドの下のあーんなこーんなエッチな本は」

　彪女がぎょっとしたように振ふり返った。

「うわあああああ！　違ちがう！　こいつの言ってること噓うそだから！」

「────うそ」

「そうそう、噓！　ホンットこいつには、……？」

　遅おくれて七瀬は異変に気がついた。

　彪女は七瀬を見ていなかった。インクとの会話が聞こえていたわけでもない。そもそも彪女の意い識しきは『今』になかった。

「どうした……？」

　金色に輝かがやく瞳ひとみで宙を睨にらんだまま、彪女は凍こおりついていた。その顔がみるみる青ざめていく。

「壮そう吾ごが、──なんてこと、学がく院いんが襲しゆう撃げきされる……！」
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　襲撃？　七瀬はわけがわからなくなった。

　敵の狙ねらいは彪女を捕とらえることじゃなかったのか？　だから保ほ健けん室しつを襲撃してきたわけで、だいいち『禁きん断だんの果か実じつ』のことを知るのが目的だったはず……

　そのとき、ピィ！　と鋭するどい音が闇やみを裂さいた。

「！　なんだ……!?」

「たいへん、見つかっちゃったみたい！」

　インクが坂を見上げた。指ゆび笛ぶえのような音が響ひびき合い、その数を増していく。音はかなり近い。

「くそ、こんな時にっ！」

　七なな瀬せは彪あや女めの手を引いて走り出した。おぼつかない足取りで駆かけ出した彪女だが、瞳ひとみから炎プロクスが消えると、確たしかな足取りに変わった。

「少し戻もどって、左にそれる小道がある！」

　二人は細い脇わき道みちに飛とび込んだ。まもなく複数の足音があたりに響いた。道路に人ひと影かげが躍おどる。街がい灯とうに照らし出された影と律りつ動どう的てきな足音が、何かを探すように坂を駆けおりていく。

　足音が遠ざかると、彪女が押おし殺した声で詫わびた。

「ごめんなさい、本家のことに気を取られたせいで……」

「大だい丈じよう夫ぶだ、それより襲しゆう撃げきって？」

「壮そう吾ごよ、私たちの学校を襲おそったのは陽動、私たち、誘さそい出されたの……！」

「なんだって!?」

　ぎょっとして声が高くなった。せっかく糸いと原はらが時間稼かせぎして、追手も振ふり切れたと思ったのに、まさかそれ自体が罠わなだとは……！

「壮吾の狙ねらいは、私をイヴの座から降ろすことよ。だから『禁きん断だんの果か実じつ』の秘ひ密みつを探ってた。でも貴方あなたに負けて、私からも秘密を聞き出せなかったから……最後の手段に出たんだわ」

「最後の手段……？」

「考えてみて、未完成とはいえ私の能力は『禁断の果実』で強化されてる。それなのに私が壮吾に捕つかまったり、本家を襲撃されたりしたら、イヴとしての資質を疑われる。謀む反ほんを見み抜ぬけないイヴなんて〈先せん見けん〉を使いこなせていないのと同じだもの、排はい除じよされる立派な理由になる。壮吾は、本家にいる上役たちに直接それを見せつけることで、私がイヴに相応ふさわしくないと証明するつもりよ」

　彪女がイヴじゃなくなる──そのとき彼女の身に起こることを思い出し、七瀬はぞっとした。

　だけど〈先見〉で見たことなら、少なくとも『今』じゃないはずだ、まだ時間はある。

「要はあいつらより先に本家に行って、その上役とかいう連中に襲撃のことを伝えられればいいんだな。それであいつの計画はぶち壊こわしだ！」

　彪女は頷うなずいた。

「学がく院いんの奥おくに『聖せい域いき』と呼ばれる特別な区域があるの。上役たちはそこにいるから、そこまで行ければ……」

「その襲撃っていつ起こるんだ？」

「たぶん四十分くらい先……でも確率がすごく高いの。別の未来の糸も探ったのに、ほとんどが同じ未来につながってる」

「それって、俺おれたちは間に合わないってことか……!?」

　わからない、と彪あや女めは首を振ふった。

「〈先せん見けん〉の能力では自分の未来は探れないの。七なな瀬せの未来はもともと見えにくいし……」

「わかった、とにかく上に行こう！　今は道を探ることに専念して！」

　彪女は小さく頷うなずくと、再びその瞳ひとみに金色の光をともした。




　上に行くにつれ、彪女が不自然に道を変えたり、別れ道で足を止めることが多くなった。それだけ敵の動きが活発なのだと切迫した状じよう況きようを嫌いやでも認にん識しきさせられる。

　いつからか七瀬が彪女の手を引いて先を走るようになっていた。暗く不安定な道を〈先見〉を頼たよりに直ひた走る。

　山腹を越こえたあたりから民家はなくなり、森が広がるようになっていた。見えない包ほう囲い網もうがじわじわと狭せばまるのを感じながら、七瀬たちは細道から車道へ出た。

　山やま肌はだにそってつくられた道路は一本道で、ゆるやかにカーブしている。森の小道と違ちがい、視界を遮さえぎるものがない。見通しの良さに不安を覚えたとき、案の定彪女の足が止まった。

「この道もダメか……っ!?」

　七瀬も足を止め、あたりを見回した。さびれた道路に脇わき道みちは見当たらない。ガードレールの下を覗のぞき込むと、低木や雑草の下に道路があった。だがとても人が下りられる傾けい斜しやではない。

「戻もどった方がいいか!?」

　振ふり返ると、彪女は息を弾はずませて七瀬を見つめていた。その瞳から金の光が消えている。

「どうした？」

「──もう、いい」

「え？」

「ここまででいい」

「いいって、……まさか本家が!?」

「そうじゃない」

「だったら急ごう、このままじゃ本当に手が出せなくなる！」

「いいのよもう!!」

　差し伸のべた手を拒こばむように、彪女が後あと退ずさった。その態たい度どに七瀬は苛いら立だった。

「急にどうしたんだよ！　〈先見〉でいろいろ見えて不安なのかもしれないけど、でも未来のことだろ!?　大だい丈じよう夫ぶだ、俺たちだってまだ見つかってないしそれに」

「死ぬのよ！」

　悲痛な声が闇やみを裂さいた。

　耳鳴りのように残ざん響きようが耳の奥おくで震ふるえる。

　七瀬はぽかんと彪女を見た。

「え？」

　死ぬって、誰だれが。

　いつ？　なんで？　────わきあがる疑問は、すぐに解けた。

　彪あや女めは無言だった。無言で、涙なみだに揺ゆれる瞳ひとみで七なな瀬せを見つめた。

「もっと早く〈先せん見けん〉すべきだった、こんなこと見落とすなんて……っ！」

　言いながら彪女は周囲に目を走らせた。その瞳が再び鮮あざやかな金色に煌きらめきだす。

「……今から十二分後、貴方あなたは追手に見つかる。貴方は考えごとをしていたせいで右みぎ腕うでにケガを負うわ。追つい跡せき者しやたちは執しつ拗ように貴方を追いかけ……その行く手にも火を使う能力者が罠わなを張って待ち構えている。大だい丈じよう夫ぶ、囲まれない。絶対に振り切れる。でも決して足を止めてはだめ、一いつ瞬しゆんでも止まったら炎が貴方を吞のみ込んで貴方は……」

　不意に彪女の瞳から金の光がほどけた。凄せい惨さんな結末を見るのを拒み、自ら強制的に炎プロクスを断ったのだ。

　彪女は反動によろめきながら、むりやり現在に焦しよう点てんを戻した。

「この下に道路がある。斜しや面めんを背に左手に行くと三さん叉さ路ろに出て、右の道を行けば森林公園につながるから、あとは住宅街へ出ることだけを考えて」

　しかし、七瀬は動けなかった。

　ぬるい夜風は優やさしい。空には気持ちよさそうに雲が浮ういていて、きれいな月が輝かがやいている。そばにはインクと彪女しかいない。こんな穏おだやかな夜に誰かが死ぬなんて思えなかった。まして、それが自分だなんて。

「走って！」呆ほうけたように動かない七瀬の腕うでを彪女がゆさぶった。「住宅街まで行けば何も起こらずにすむ！　人目のあるところでは手を出してこない、今なら絶対に逃にげ切れるから！」

「……お前はどうするんだ？」

　彪女が驚おどろいたように目を瞬まばたいた。

　まさか死ぬと伝えているときに自分の心配をされると思っていなかったのだろう。泣なき出しそうだったその顔が、かすかに綻ほころんだ。

「大丈夫、殺されはしない」

「……っ！　他の未来はっ!?　これから起こるどんな細い可能性でもいい、彪女なら見えるだろ！」

「……無理よ」

「簡単にあきらめるな！　まだ何も起こってない、まだできることはいくらでも」

「無理なの！　貴方の未来は不完全すぎる、わかって……！」

　七瀬は絶句した。

　誰もが当たり前に持つ未来の糸を、七瀬は持たない。呪のろいと封ふう印いんが干かん渉しようして、可能性や運命の糸をすべて引き千切っているから。だから、見えない。他の未来を引き寄せることはおろか、その存在すら確たしかめるすべがない。

「このまま十分を切ったら私が見たことが本当に実現してしまう……！　お願いだから行って、あの未来を覆くつがえすには今しかないの！」

　──私、全部見えてた。でも、何もしなかった。何もできなかった。

　数時間前に聞いた言葉が七なな瀬せの耳によみがえった。死ぬとわかっていて、その人のそばにいて。そして、本当に死なせてしまった過去。その痛みはずっと彪あや女めを蝕むしばんできた。でも、だからってこのまま彪女を放ほうっていくのか？　捕つかまったら幽ゆう閉へいされると知っていて？

　たしかに殺されはしないかもしれない。でもいつまでだ、いつになったら自由になれる？

　一生囚とらわれの身になるかもしれない。目を潰つぶされて光を失うかもしれない。だいたい殺されない保証がどこにある？

　……そこまでわかっていて、俺おれは見捨てるのか。このまま捨てていくのか!?

　ギリッ、と七瀬は奥歯を嚙かみしめた。

「まだだ、まだできることがある。俺の未来ははっきり見えないんだろ、なら十分可能性があるじゃないか！」

　見えないだけで他の可能性があるはずだ。それに彪女に〈先せん見けん〉できないことが他の能力者に見えるとは思えない。

「俺の行動は誰だれにも予測できないってことだろ、それならいくらでも状じよう況きようをひっくりかえせる！　このまま行こう、本家の制圧に注意が向いてるなら裏うらをかける、今がチャンスだろ！」

「七瀬……」

「未来はただの未来だよ、まだ何も起こってない、あきらめるには早すぎるよ！　だから」

　言いかけたとき、七瀬の胸むねに彪女が飛とび込んできた。

　え──

　ふわりと花のような優やさしい香かおりがして、華きや奢しやな手がぎゅっと七瀬を包んだ。

　決して強い力ではない。それでもきっと彪女には精一杯の力で、懸けん命めいなほど強く抱きしめられた。まるで七瀬の存在を確かめるように。そのぬくもりを肌はだに染しみつけるように……

「ありがとう」

　胸元に囁ささやきを聞いた瞬しゆん間かん、ドン、と体に衝しよう撃げきを覚えた。少しバランスを崩くずすくらいの弱い力だった。だが、よろめいた拍ひよう子しに足がガードレールにあたった。

　膝ひざ裏うらをとられ、ガクン、と風景が揺ゆれる。

「────!!」

　突き落とされたとわかったのは、天地がひっくりかえってからだった。枝や泥どろをひっかけながら七瀬は急きゆう斜しや面めんを転がり、数メートル下のコンクリートに肩かたから落ちた。

「痛いっ……！」

　それでもうまく転げたらしく、大きな痛みは感じなかった。しかし平へい衡こう感覚が狂くるって、すぐに立ち上がれない。うめく七なな瀬せの横に、自主的に落ちてきたインクが軽やかに着地した。

「七瀬どんくさーい」

「うるさい……っ！」

「──ふたりとも大だい丈じよう夫ぶ!?」

　頭上から心配そうな声が降ってきた。

　見上げると、斜面ギリギリに膝ひざをついた彪あや女めが心配そうにこちらを見ていた。

「よかった、無事ね」

「いや突つき落としといて無事とかっ！」

「その道を今向いている方に進んで。直線だから迷まよわない、最初の分かれ道は右よ」

「勝手にナビすんな！　今そっち行くから動くな！」

「七瀬」

　駆かけ出そうとしたとき、真しん剣けんな声が呼び止めた。顔をあげると、彪女が囁ささやくように言った。

「私、……本当はずっとあきらめてた」

「……？」

「運命とか、定めとか、抗あらがえない大きな流れがあって。がんばったって、どうせ未来は変わらない、どうせ結果はおんなじなんだって思ってた。私にできるのは流れに逆らわず、ちょっといい方向に変えるだけ。だから誰だれも私の運命に巻まき込みたくなかった。──でも、貴方あなたはそうじゃないと言った」

「待てよ、何言ってるんだ……？」

　彪女は七瀬を見つめ、ふっと微笑ほほえんだ。

「ここまで一いつ緒しよに来てくれて、ありがとう」

「──っ！　やめろよそういうの！　まだ何もしてないだろ、俺おれはまだ何もできてない！」

「ううん、もう十分。七瀬はどんなに危険でも、あきらめないでくれた。貴方を見ていて思ったの。未来は、今日きようや明日あしたでは変えられないかもしれない。でもあきらめないで戦い続けたら、運命だって変えられるんじゃないかって、はじめてそう思えた。きっと貴方だから、貴方が一生懸けん命めい戦ってくれたから信じられるの、だから私貴方のことが、」

　不意に言葉を切ると、彪女は顔をしかめて苦笑した。

「変だよね、この前まで話したこともなかったのに。〈先せん見けん〉のせいで、順番が全部めちゃくちゃ。──でも、やっぱり七瀬は七瀬だった。未来でも今でも、貴方はどこにいても、私の知っている貴方だった」

　そう言うと、彪女は膝に手をついて立ち上がった。その表情は不ふ思し議ぎなほど明るい。

　これから起こることを彼女は理解している。自分に降りかかる危険を知っている。

　それなのに、彪女は笑った。心の底から嬉うれしそうに、晴れやかに。

「今日がだめでも、明日があるよ。今うまくいかないことも、いつかきっとうまくいく。今日負けたっていい、明日あした悔くやしくて泣ないたっていいの。きっとこの気持ちが未来の成功につながってるから。だから私、未来でまた貴方あなたに会いたい。私、戦うから。今度は私もあきらめないから、その日までがんばるから。だから、」

　またね。

　声を残して彪あや女めは踵きびすを返した。その姿はあっという間に見えなくなり、翻ひるがえった髪かみの先が闇やみに沈しずんでいく。

「ば……っ！　また勝手に自己完結して！　待て、おい彪女！」

　七なな瀬せは斜しや面めんを駆かけあがった。しかし草に滑すべって、すぐにもとの場所へすべり落ちてしまう。

「くそっ！」

　低木と岩に足をかけ、次の足場を手探りで摑つかむ。どうにか三メートルほど登ったところで、下からインクの声がした。

「ねえねえ、七瀬～」

「あとにしろ！」

「えー、じゃあ上の人にそう言えば？」

　上の人？　──頭上を仰あおぐと、見知らぬ男と目が合った。

「──いっ!?」

　男がガードレールの向こうに引っ込むのと同時に闇に炎プロクスの気配がたちのぼり、術じゆつ式しき陣じんが光った。七瀬はそれ以上確たしかめなかった。

　斜面を飛とびおりた直後、カカカッ！　と氷の矢があたりを叩たたく。

「っ……危ねえッ!!」

「チッ、外したか！　逃にげたぞ追え！」

　追いすがるように怒ど声せいが降ってきた。

　七瀬はすでに走り出していた。遅おくれて駆かけてきたインクが不ふ思し議ぎそうに言った。

「七瀬どこいくのー？」

「決まってるだろ、彪女を探す！」

　カーブを過ぎると、道は二手に分かれた。追われている心理が広い道路より右手の小道を選ばせる。せり出した枝葉に叩かれながら小道を抜ぬけると、森林公園に出た。鬱うつ蒼そうと茂しげった木々が邪じや魔まをして、方角がわからなくなる。

「くそ……っ、どっちだ!?」

　とにかく上に行くことを考え、七瀬は遊歩道を急いだ。やがて前方に薄うす明あかりが見え、出し抜けに森が途切れて、頭上に夜空が広がった。

　休きゆう憩けいスペースなのか、ベンチと自動販はん売ばい機きがある。高さはまだ山の七合目といったところか。

　息を切らせながら周囲を見回すと、隅すみに階段を見つけた。十数段ほどのきつい下りで、申し訳わけ程度に手て摺すりがついている。階段口に立ってみると、その先はゆるやかな下り坂につながっていた。道は工場を避さけるように蛇だ行こうして、再び森の中に消えている。

　どう見ても下り一方向だ、これなら来た道を戻もどったほうが早いか──

　考えていたとき、ヒュッ！　と風を切る音を聞いた。

　右みぎ腕うでに叩たたかれたような衝しよう撃げきがかかり、わずかに七なな瀬せの体が傾かしぐ。

「……？」

　──なんだ？

　痛みは遅おくれてやってきた。

　視線を落とすと、シャツの袖そでが裂さけ、風になぶられたような奇き妙みような形で固まっていた。その表面にピシピシと音をたてて薄はく氷ひようが広がっていく。

　え……凍こおって────まさか！

　はっとしたとき、背後の木々の間で術じゆつ式しき陣じんが瞬またたいた。

　反射的に七瀬は階段を飛とびおりた。間かん一いつ髪ぱつ、頭や肩かたを無数の氷柱つららがかすめ飛ぶ。

「まずい、追いつかれた……っ!!」

「それだけじゃないよ？」

　不意にインクの声がした。

　インクは階段を弾はずむように下りながら優やさしく言った。

「七瀬、〈先せん見けん〉の未来圏けん内ないに入ったんだよ」

「え……？」

　あどけない顔立ちの少女は足を止め、七瀬を見下ろした。その顔に冷たい微び笑しようが浮うかぶ。

「わかんない？　七瀬、死ぬんだよ」




　　　　　　　　３




　七瀬は呆ほうけたようにインクを見つめ返した。

　インクはいつものように無む邪じや気きに微笑ほほえみ、小首を傾かしげた。

「足、止めない方がいーと思うよ？　じゃないと本当に死んじゃうよ？」

　インクの頭上で無数の光が瞬またたいた。街がい灯とうの光を吸いこんだ氷柱が風を切って落下してくる。

「……っ!!」

　七瀬は地面を蹴けった。氷柱が道路に激げき突とつし、ガラス片のように飛び散る。しかし攻こう撃げきは途と切ぎれない。逃にげる七瀬を追って氷柱がうなりをあげた。

　怒ど声せいが飛び交い、無数の足音が迫せまってくる。

「わあ、四……ん、六人？　すごーい、七瀬って人気者★」

　インクの声は聞くそばから千切れていった。

　つうっと生なま温あたたかいものが七瀬の腕を伝った。

「痛っ……！」

　傷口を強く押おさえても指の間から血が溢あふれる。生なま温あたたかな血が薄はく氷ひようを表面に浮うかべたまま滴したたり落ちていく。ドクドクと脈みやく動どうが鼓こ膜まくを打つ。心しん臓ぞうが激はげしく胸むねを叩たたき、息苦しい。

　──今から十二分後、貴方あなたは追手に見つかる。貴方は考えごとをしていたせいで右みぎ腕うでにケガを負うわ。

　まるで預言者のように彪あや女めの声がよみがえった。

　どこかで〈先せん見けん〉の力を信じていない自分がいた。決断は無数だ、一いつ瞬しゆんの判断が物事の行く末を決める。十分後に起こることなんてわからない、──そう、思っていた。

　しかし気づくと告げられた未来の只ただ中なかにいる。選んでいない、こうしようと考えたわけでもない。そのはずなのに、いつの間にか〈先見〉された未来に捕とらえられていた。

〈先見〉は予言でも予知でもない。未来を見た者が告げる、絶対の事実。

　それじゃあ。このままいくと俺おれは。俺は、本当に、




　　死ぬ




　理解した瞬間、腹の底からどっと恐きよう怖ふが湧わきあがった。

　一瞬にして恐怖が全身を満たし、理性や思考を奪うばい去った。足が勝手に前へ進み、風景がすさまじい速度で飛とび退しさっていく。

　突とつ然ぜん、七なな瀬せの目前に赤いものが舞まった。

　はっとした瞬間、いきなりそれが爆ばく発はつした。

「うあっ!!」

　小さな爆発だが、聴ちよう力りよくを奪うには十分だった。甲かん高だかい音がキーンと鼓こ膜まくに鳴り響ひびく。よろめきながら顔をあげると、道いっぱいに火の粉が舞っていた。雪ほどの大きさの焰ほむらが、風に流れてゆっくりと降っている。その一ひと片ひらが電柱に触れたとたん、焰を包んでいた炎プロクスの膜まくが破れ、爆発を起こした。

　──追つい跡せき者しやたちは執しつ拗ように貴方を追いかけ……火を使う能力者が罠わなを張って待ち構えている。

「ホントに来た……!!」

　能力者が近くにいる！　でもどこだ、どこに隠かくれてる!?

　あたりを見回すが人ひと影かげはない。道路にもフェンスの向こうにも何もない。追ってくる足音がすぐそこに聞こえる。もう距きよ離りがない、このままじゃ追いつかれる、でも別の敵が近くに、ヤバいまずい囲まれるこのまま囲まれたら。

　──大だい丈じよう夫ぶ、囲まれない。

　穏おだやかな声が、迫せまりくる恐怖を払はらった。

　──絶対に振ふり切れる。でも決して足を止めてはだめ。住宅街まで行けば何も起こらずにすむ。人目のあるところでは手を出してこない、絶対に逃にげ切れる。

　パニックを起こしかけた七なな瀬せの胸むねに、彪あや女めの言葉がすっと落ちた。

　七瀬は歯を食いしばると、地面を蹴けって火の粉の中へ突っ込んだ。熱ねつを感じる間もなく次々に爆ばく発はつが巻まき起こる。焼けつくような痛みと焦こげ臭くさい匂においを振ふり切って全速力で煙けむりの中を駆かけ抜ぬけた。道は再び森林公園に入り、薄うす暗ぐらい闇やみへと変わる。

　と、木々の向こうに光が見えた。

　やわらかな人家の明かりを目にした瞬しゆん間かん、恐きよう怖ふが消し飛とんだ。

「やった、抜けた……！」

　七瀬の顔に安あん堵どが広がった。

　これで助かる、助かるんだ！　やっと逃げ切れる────!!

　………………………………………………………………………………逃ゲ切レル？

　またね、と微笑ほほえんだ少女の顔が脳のう裏りに浮うかんだ。

　その瞬間、冷や水を浴びせられたように頭が冷えた。

　このまま逃げれば、たしかに助かるだろう。でも、それで？　それから俺おれは、どうするつもりだ…………？

　いつもの暮くらしに戻もどるのか。今までどおり学校に行って、なんとなく毎日を過ごして。ときどきインクに危ない目にあわされながら、前と同じように平へい穏おんな毎日に戻るのか？

　俺を逃がすために命をかけた人がいるのに。俺のために未来をあきらめた人がいるのに。それでも何事もなかったように笑いながら生きていく気か。逃げないと決めたのに、彼女を守ると決めたのに!?

　でもこれ以上何ができるんだ、と冷めたもう一人の自分が言う。

　できることは全部やったじゃないか。もう何もできない。戻れば死ぬ、足を止めたら死ぬんだぞ。死を〈先せん見けん〉されなくても同じことだったんだ。系けい譜ふの能力ちからすら使えない俺に何ができる。ＭＰゼロなのに、呪のろいのせいで何の力も持たないくせに──

　七瀬は怒いかりに任まかせて唇くちびるを嚙かみしめた。鈍にぶい痛みと錆さびた鉄の味が広がる。

「黙だまれよ……！」

　ここまで来て、考えるのは言い訳わけか。

　無能力者だから無理？　できることは全部やった？　──全部、言い訳だ。逃げるのを正当化したいだけじゃないか。

　死にたくないから、怖こわいから。だから彪女を捨てていくんだろ。すべてを投げ出して助けてくれた人を見捨てていくんだ。それを、自分の無能さで正当化するのか！




　────力が、ほしい。




　はじめて、強く、心の底から願った。術じゆつ式しきでも系けい譜ふの能力ちからでもなんでもいい。この運命を覆くつがえせるだけの力がほしい。彼女を救えるだけの、それだけの力がほしい……！

　だが、現実は動かない。

　願っただけですごい能力が身につくわけでも、奇き跡せきが起こるわけでもない。七なな瀬せには何もない。呪のろわれた七瀬にできることなど何も…………

「ねえねえ七瀬、知ってる？」

　不意にインクが言った。軽い足取りで弾はずむように走りながら、インクは得意げに笑った。

「あたし死神なんだ。そんで、悪あく魔まとか死神は神様より約束守ったりして」

　何の話かと眉まゆ根ねを寄せる七瀬に、インクは笑みを深めた。

「ね、スイレンちゃんの見た未来、覆してあげよっか？」

「──!!　どういうことだ、それ!?」

「簡かん単たんだよ、いつもお願いしてるコトしてくれればいいんだよ」

　一いつ瞬しゆんなんのことかわからなかった。

　だが理解した瞬間、ドクン、と心しん臓ぞうが鳴った。

　────そう、ひとつだけある。

　七瀬にしかできない、運命を呪いに奪うばわれた彼だからこそ、できることが。その方法を選べば、運命を覆し、彪あや女めを助けることができるかもしれない。

　だがそれは、神をも恐おそれない愚ぐ行こう。かぎりなく愚おろかしく、破は滅めつを行く者の選せん択たくだ。

「七瀬が最後だもん。やさしくしてあげるよ？」

　少女が甘あまく微笑ほほえんだ。あどけない顔立ちだが、その瞳ひとみには冷れい淡たんな光が浮うかぶ。

　紛まぎれもない、悪魔の囁ささやき。死へと誘いざなう、呪いの執しつ行こう者しやの罠わなだった。

　インクは同どう居きよ人にんだ。しかし、味方ではない。呪いという運命の一いつ端たんを担になう執行者であり、七瀬の魂たましいを回かい収しゆうすることを任にん務むとしている。機き会かいさえあればいつだって陥おとしいれようとしてきたのだ、長年共に暮くらす七瀬に、その狙ねらいが見み抜ぬけないはずがなかった。だいたい本当のことを言っている保証などどこにもないのだ、すべて噓うそという可能性もある。

　もう町明かりはすぐそこに見えていた。

　あと数十メートル。ただ走り抜けるだけで安全な世界へ帰ることができた。




　だが、少年は足を止めた。

　　　　　　　　＊

　────

　誰だれかに呼ばれたような気がして、彪女は顔をあげた。

　山さん頂ちようへ続くなだらかな道には虫の音しか聞こえない。眼下に広がる森林公園の闇やみは深く、見えるものは何もなかった。ときおり吹ふき抜ぬける風がわずかに涼りようを運んでくる。

「止まるな」

　不意に背中を小こ突づかれた。歩くのを促うながすように、さらにもう一度叩たたかれる。

　彪あや女めは肩かた越ごしに男を睨にらみ、無言で歩き出した。

　彼女のまわりには三人の男がいた。彼らは壮そう吾ごに与くみする者たちだ。系けい譜ふの能力ちからや術じゆつ式しきに長たけていないらしく、警けい棒ぼうやナイフなどの武器を携けい帯たいしているのが目につく。壮吾一門でも三下の連中だろう。〈先せん見けん〉のイヴである彪女が遅おくれをとるような相手ではなかった。

　しかし彪女は、七なな瀬せと別れた直後、彼らに捕とらえられることを選んだ。

　この話はすぐに壮吾の耳に入る。そうすれば周辺の警けい戒かいが解かれ、七瀬を追いまわす理由もなくなるはずだ。あとは時間と確率との勝負。

　彪女は〈先見〉で見た不吉な未来を思い出し、きつく唇くちびるを結んだ。

　ぬぐい切れない不安が、鈍にぶく胸むねを締しめつける。

　──お願い、無事でいて。

　一年、五年、十年……もっと先かもしれない。それでもいつか、もう一度七瀬に会えるなら十分だった。たとえこの目で見ることが叶かなわなくても、無事だと知ることができればそれ以上他の何もいらなかった。

　だが、その願いが叶うことはなかった。

　突とつ如じよ、空に閃せん光こうが走った。続けてドオオン！　という落らく雷らいのような音が轟とどろき、激はげしい突とつ風ぷうが彪女の髪かみやスカートをなぶった。

　ぞっとして彪女は来た道を振ふり返った。

　眼下に広がる森林公園、その一角が炎えん上じようし、黒こく煙えんを噴ふき上げていた。

　熾し烈れつな炎が闇やみを焦こがし、あたりを臙えん脂じ色いろに照らす。ゴゴゴゴ……と、うなるような音を転がしながら炎は高く燃もえ、さらに周囲の木々を吞のみ込んでいく。

「…………うそ」

　その光景は、あってはならないものだった。

　炎に吞まれるその場所を、彪女は鮮せん明めいに思い描くことができる。つい先ほど〈先見〉でとらえ、七瀬に伝えた道なのだから。

　─────間に合わなかった

　絶望が彪女を打ちのめした。膝ひざが抜ぬけ、立っていられなくなる。

　急にへたりこんだ彪女に、男が苛いら立だたしげに言った。

「おい、歩け」

　声は耳に残らなかった。彪女は呆ぼう然ぜんと炎に見入った。涙なみだはない。感情が壊こわれて何も感じない。ただ見開いた瞳ひとみに炎の色を焼きつける。

　男が苛立ちに任まかせて彪女の髪を乱らん暴ぼうに摑つかみあげた。

「さっさと立て！」

「彪あや女め！」

　そのとき、また誰だれかに呼ばれた気がした。

　声の方を見たのは無む意い識しきだ。その声にもう一度そう呼んでほしい。そう思っていたから……。

　彪女は虚うつろな眼まな差ざしを山道に向け、息を吞のんだ。

「………………え」

　いるはずのない人がそこにいる。

　もう会えないはずの少年が、そこにいる。




「〈先せん見けん〉、はずれたな」




　七なな瀬せは得意げに笑った。まるで何事もなかったみたいに、いつものように明るく笑う。

　道は暗く十メートルほど離はなれていたが、その声や姿を見み間ま違ちがえるはずがなかった。それでも彪女は目にしているものが信じられなかった。

「誰だれだ？　どっからわいてきた」

　彪女の髪かみを摑つかんだまま男が言うと、七瀬の表情がすっと険けわしくなった。

「……その手、今すぐ離せ」

「あ？　なんださっきのチキン野や郎ろうか。今いま頃ごろ何しに来た？　もうゲームオーバーだぜ、だいぶてこずらせられたがよ！」

　男は嘲あざ笑わらい、彪女の髪を乱らん暴ぼうに引っ張った。

　彪女が小さく悲ひ鳴めいをあげた瞬しゆん間かん、七瀬が弾はじかれたように動いた。

　ダン！　と地面を蹴けったかと思うと、七瀬は一瞬にして距きよ離りを詰つめ、嘲笑う男の顔面に拳こぶしを叩たたき込んでいた。グシャ、と嫌いやな音がして男の体が数メートル吹ふき飛とぶ。

「──貴き様さまァ！」

　声を荒あららげて別の男が七瀬に摑みかかった。しかし七瀬は軽くその手を払はらうと、がらあきになった腹に蹴りをあびせた。ただの蹴りのはずが、男は空気の抜ぬけるようなうめきをあげて前のめりに昏こん倒とうする。

　彪女は驚おどろきに目をみはった。いくら先手を取ったといっても相手は大人。しかも三対一だというのにまったく押おされていない。それに異い様ように重たいあの一いち撃げきは一体──

　七瀬の背後で三人目の男がナイフを振ふり上げた。しかし七瀬は振り向きもせずその切先をかわすと、体をひねって反撃に移った。炎プロクスの気配がして、七瀬の掌てのひらのまわりにゆらぎが走る。

　──え、炎プロクス……!?

　とん、と、ごく軽く。七瀬の掌が男の肩かたに触ふれた。とたんに男が真横に吹き飛んだ。まるで車に撥はねられたような勢いきおいで近くの木に激げき突とつし、白目を剝むいて地面に落ちた。

　どういうこと、今のは……これはまるで、

　彪あや女めが答えを摑つかみかけたときだった。突然〈先せん見けん〉の力が働き、一いつ瞬しゆん先の世界を瞳ひとみに宿した。

　木々の奥おくで影かげが動く。最初に殴なぐり飛ばされた男だ。折れた鼻はなから血が噴ふき出し、顔は真まっ赤かに濡ぬれている。その手の中で銃じゆう身しんが鈍にぶく光る。男は血の泡あわを吹ふきながら、歯を剝むいて笑った。怒いかりと復ふく讐しゆうの喜びに醜みにくく顔をゆがめ、銃口を七なな瀬せに向ける。パンッ、という乾いた音と共に銃じゆう弾だんが弾はじけ七瀬の胸むねを貫つらぬい──

「七瀬えええ!!」

　叫さけんだのが未来か現在かもわからない。強制的に〈先見〉の能力ちからを切った彪女の目前に広がったのは、まさしく悪あく夢むの瞬間だった。

　男が歯を剝いて笑っていた。怒りと復讐の喜びに醜く顔をゆがめ、銃口を七瀬に向ける。そして、乾いた音が無情に響ひびき渡わたった。

　悪夢の一瞬。しかし、予想だにしないことが起こった。

　キイイン！　と甲かん高だかい音がして、火花が散る。

「……!?」

　弾丸は、七瀬の胸を捉とらえていた。遮さえぎるものはなく、人間の体など容よう易いに貫かれたはずだ。だが七瀬の手前、数センチ。弾たまは七瀬の胸を貫くことなく、そこにあった。

　弾丸が、宙に浮いたまま静止している。

「な、に……」

　七瀬は何もしていない。甲高い音に驚おどろいて、はじめて銃弾に気づいたくらいだ。

　凶きよう弾だんから小さな金きん属ぞくの塊かたまりになった銃弾が、ポトッと地面に落ちた。

「ぐ……っ!!」

　男は再び引き金をしぼった。しかし弾丸はまたしても何かに阻はばまれ、空中に火花を散らした。その閃せん光こうに一瞬何かが照らし出される。ゆらりと影かげが動くように、闇やみに鈍にび色いろの物体が蠢うごめく──

　鎖くさりだ。砂色の鎖が盾たてになり、弾丸を弾はじいていたのだ。その両りよう端たんは透すけていて、完全に闇に溶とけている。鎖は水中を行くヘビのようにうねりながら、空間の狭はざ間まに音もなく消えた。

　男は呆ぼう然ぜんと七瀬を見た。

「な……んだ、今のは……」

　あらゆる系けい譜ふの能力ちからや術じゆつ式しきが男の脳のう裏りを巡めぐった。だがそのどれにも当てはまるものはない。そもそも完全な不意打ちで、少年に何かする余よ裕ゆうはなかった。それなのに、何かの力が働いた。でも何が？　炎プロクスの気配も、術式特有の匂においも感じられない。誰だれも何もしていない、絶対に何の能力も発動していなかった──

　ジャリ、と小石を踏ふみしめる音に男は我に返った。七瀬との距きよ離りはもう数メートルとない。

「ひっ……ひぃいいいいい!!」

　恐おそれが男に引き金を引かせた。しかし弾丸は謎なぞの鎖に阻まれ、少年にかすりもしなかった。

　もはや男にあるのは恐きよう怖ふだけだった。鼻の潰つぶれた顔をさらに恐怖にゆがめ、銃を握にぎりしめて乱射する。銃じゆう口こうがぶれるのも構わず、とにかく撃うちまくる。しかしひとつとして当たらない。虚こ空くうから生まれる謎なぞの鎖くさりが盾たてとなり、弾たまを止めてしまう。

　ついに少年が男の目の前に立った。

「うわあああああ！」

　少年と銃口の距きよ離りはほぼゼロ。

　その眉み間けんに放はなった弾さえ、薄うすいガラスを挟はさんだように虚空に張りつき、地面に落ちた。

　男は歯の根も合わず、恐きよう怖ふに笑い出した。

「ひ、ひひひ……何な故ぜだ、何故当たらない……」

「死ねないからだろ、そんなもんじゃ！」

　七なな瀬せは左手で銃身を摑つかみ、右の拳こぶしを振ふり上げた。

　男は殴なぐり飛とばされる勢いきおいそのままに昏こん倒とうした。泡あわを吹ふいて完全にのびている。仮に意い識しきがあったとしても、起き上がりたいとは思わないだろう。

「彪あや女め、無事か!?」

　七瀬が彪女の方を振り返った。

　彪女は駆かけてくる七瀬を呆ぼう然ぜんと見つめた。

「よかった、ケガないな。──焦あせったあ、間に合わないかと思った！」

　そう言って笑う顔はよく知っている七瀬だ。

「どうして」

　しかし彪女は問わずにいられなかった。

　七瀬は死ぬはずだった。戻もどってくるだけで命を落としていた。それなのに、ここにいる。しかも謎の力を身につけて。

「何をしたの」

「ん？　あー……と、まあ、いろいろ」

「はぐらかさないで！」

　運命は偶ぐう然ぜんや運などで覆くつがえらない。運命を前に奇き跡せきなどない。それは未来に抗あらがい続け、変えられなかった彪女が誰だれよりも知っている。そんなことができるのは、神のみだ。

　だが運命を覆すほどの何かが起きた。いや、起こってしまった。そんな力、人が何の代だい償しようもなく使えるはずがないのに。

「答えて、何をしたの！　貴方あなた、炎プロクス使えなかったはずよね、それなのにどうして系けい譜ふの能力ちからが？　それにあの鎖は!?　あれが現われたとき七瀬から炎プロクスの気配はしなかった、どうしたらあんな」

　言いかけて、彪女ははっと息を吞のんだ。────鎖……？

　あの鎖と同じものを、どこかで見た。あれは……。

　彼女は青ざめて、七瀬を見た。

「……七なな瀬せ、あの子はどこ？」

　闇やみより深い黒くろ髪かみと瞳ひとみを持った、小さな女の子。浅あさ守もりの呪のろいの執しつ行こう者しやは、いつも七瀬のそばにいたはずだ。その少女が消え、七瀬に炎プロクスが戻った──

「まさか貴方あなた、」

「ああ、インクの封ふう印いん解いた」

　あっさりと返ってきた言葉に彪あや女めは目の前が真っ暗になった。怒いかりにも似た悲しみが胸むねを衝つき、悲ひ鳴めいのような声となってほとばしった。

「……どうしてっ、どうしてそんなバカなこと!!　それじゃあ本当に死んじゃうじゃない！」

「いつかはね。でもそんなの誰だれだって同じだよ」

「同じじゃない！」

「同じなんだ。俺おれは『死に様ざま』を定めただけで」

「……!?」

「『剣けんによる一ひと突つきで命を落とす』、これが俺の死に方。インクが選ばせてくれたんだ」

　困こん惑わくする彪女に、七瀬は続けた。

「ほら、インクがうちの呪いはネチネチ系スペシャルだって言ってただろ？　凄せい惨さんな『死に様』を定めて、必ずその方法で殺して魂たましいを回かい収しゆうするって。いいか、必ずその方法で死ぬんだ」

　必ずその方法で死ぬ。それはつまり──

　七瀬は頷うなずいた。

「ああ、逆説。俺このままじゃ死ぬよ、でも定めた『死に様』以外の方法じゃ死ねない」

　銃じゆうだろうが術じゆつ式しきだろうが、致ち命めい傷しようになる攻こう撃げきは無効化される。この世のどんな優すぐれた兵器や病でさえ、命にかかわる攻撃はすべて捻ねじ曲げられる。それどころではない、些さ細さいな事故やケガであれ、死に繫つながるようなものは一切七瀬に通じなくなった。

　七瀬は死ねなくなったのだ、ただひとつ、定められた『死に様』を除のぞいて。

　しかし彪女の表情は決して明るくならなかった。

　危険が去ったわけではない。むしろ確かく定ていしたと言っていい。

　呪いが運命を掌しよう握あくした今、七瀬は間ま違ちがいなく呪いによって命を落とすだろう。いつその時を迎むかえるかわからないが、呪いは未来を捻じ曲げ、剣で一突きにされる死を必ず七瀬にもたらす。これは一時凌しのぎ。死に方が変わっただけで、結果は同じ。

　彪女は唇くちびるを嚙かみしめ、うなだれた。

「私、やっぱり貴方を不幸にした……」

「違うって。言ったろ、不幸かどうかは俺が決めるって。──それに、ちょっと嬉うれしいんだ」

「え……？」

　顔をあげると、七瀬は微笑ほほえんでいた。

「俺、やっと自分の運命に『ふざけんな』って言えた。やっと戦える。やっと自分の手で、自分の未来を決められたんだ」

　強がりや噓うそでなく、震ふるえるほど嬉うれしそうに七なな瀬せは笑った。

「だから気にすんなって。しかも呪のろいの副ふく作さ用ようで、ある意味無敵状じよう態たいだよな、一時的だけどさ。な、お得だろ？」

　どこまでもあっけらかんと笑う少年に、彪あや女めは泣なきそうなほど顔をゆがめた。

「ばか……」

「そう言われると返す言葉ないなー」

　ははは、と七瀬が笑った、そのときだった。

「オオオオオオオオオオオオオオオオオオ!!」

　突とつ如じよ落らく雷らいのような咆ほう哮こうがあたりを劈つんざいた。




　　　　　　　　４




　声、と呼ぶにはあまりに禍まが々まがしく凶きよう暴ぼうな音だった。鼓こ膜まくを裂さくような音に空気がビシビシと震え、臓ぞう腑ふに低い振しん動どうを残す。

　七瀬は山道を振ふり返り、ギリッと奥おく歯ばを嚙かみしめた。

「……ばかついでに、アレなんとかしないとな」

　火を使う能力者に押おしつけてきたが、どうやら足止めが限界だったらしい。

　百メートルほど下がった山道に、闇やみより深い漆しつ黒こくの獣けものがいる。

　一見瘦やせた狼おおかみのようだが、その体長は三メートルを超こす。強きよう靭じんな肢し体たい、だらりと垂たれた長い尾お。風もないのに黒い毛並みが揺ゆれる。いや、毛ではない。漆黒のそれは燃もえさかる煉れん獄ごくの炎ほのおそのものだ。
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「あれは……」

「インクだよ、……インクだったっていうべきか」

　どす黒い全身にあって、眼だけが白々と光を放っていた。眼がん窩かにおさまるのは眼球ではなく、白はく熱ねつする炎だ。その眼が七瀬を捉とらえると、三日月のようにニイッと細くなった。

　七瀬の頰ほおを冷や汗が伝った。

　圧あつ倒とう的てきなプレッシャー。これほど離はなれていても、はっきりと熱気を感じる。

　今なら断言できる。あれはインクではない。何もかもが異質で、わがままで気まぐれな、あの少女の面おも影かげを見み出いだせなかった。これが浅あさ守もりを滅ほろぼすために作られしもの。死をもたらすことを至し上じようの喜びとする、呪いの執しつ行こう者しや。

「七瀬！」

　彪女が鋭するどく叫さけび、いきなり七瀬を押し倒たおした。一いつ緒しよに倒れこんだ直後、ザンッ！　と何かが地面を貫つらぬく。深々と地面を穿うがったそれを見て七瀬は目を疑った。

「……んだこれ!?」

　まるで墓ぼ標ひようを飾かざる十じゆう字じ架かのように、細身の剣けんが突つき立っていた。全長一メートル。鋭い両刃は一切の光を受けつけず、不気味なほど黒い。いや、刃だけではない、柄つかも柄つか頭がしらも塗ぬりつぶしたように真っ黒だ。

「……冗じよう談だんだろ、インクに術じゆつ式しきが使えたなんて知らないぞ!?」

「術式じゃない、墨すみと魔ま力りよくを固めて剣を作り出したのよ！」

「なっ……！　どうりで死に様ざま選ばせてくれるわけだよな……！」

　剣なんてそうそう落ちてないだろうと決めた『死に様』だが、考えが甘あますぎた。どんな死に様もご用意できますというサービスにすぎなかったのだ。これはゲームだ。呪のろいの執しつ行こう者しやにとって、狩かりを盛りあげる余よ興きよう。だが、このくらいのことは折おり込こみ済ずみだ。

　七なな瀬せは彪あや女めを引っ張り起こした。

「行こう！」

「え、どこに……？」

「決まってんだろ、運命をひっくりかえしに！」

　手を取って走り出した二人の背後で、黒こく炎えんの獣けものが咆ほう哮こうをあげた。

　力強い四し肢しが斜しや面めんを蹴けり、ぐんぐん距きよ離りを縮ちぢめてくる。しかし目的地も近い。アイリス女じよ学がく院いんの建物は森を挟はさんですぐそこに見える。彪女もどこに向かっているのか気づいたのだろう、七なな瀬せの隣となりに並ぶと鋭するどく叫さけんだ。

「角を右に！　あとは直線よ！」

「わかった！」

　角を曲がると森が途と切ぎれ、整せい備びされた車道に出た。洋風の街がい灯とうが並ぶ幅はば広ひろの道路に車はない。そのなだらかな坂の頂上に、巨大な鋼こう鉄てつの門がそびえている。

　開いた門のそばには数人の男がいた。男たちは七瀬たちに気づくと、一いち様ように表情を変えて携けい帯たい端たん末まつを取り出した。

　──くそっ、やっぱり！

　彪あや女めが〈先せん見けん〉した四十分という時間はとうに過ぎている。壮そう吾ごたちはすでに学がく院いんへ入り込んでいるのだろう。だがいまさら止まることはできない。

「オオオオオオオオオオ!!」

　耳を劈つんざく叫びと共に、どす黒い炎ほのおが道路になだれ込んだ。ガリガリガリッと爪つめにえぐられたアスファルトが飛とび散り、怪かい物ぶつの黒い焰ほむらに街灯が水あめのように溶とけて火を噴ふき上げる。

　闇やみを焦こがして現われた黒こく炎えんの獣けものを前に、男たちの顔が蒼そう白はくになった。

　男たちは我先に門の内側へ引っ込むと、総そう出でで扉とびらを閉めにかかった。ぎぎぎ、と鋼鉄製の巨大な門がゆるやかに、だが確かく実じつに閉じられていく。

　門が閉じきる寸前、七瀬と彪女は間かん一いつ髪ぱつその隙すき間まへ飛とび込んだ。勢いきおいが止まらず、ふたりは地面に転げ、ようやく止まった。

「き、貴き様さまら──!!」

　男の一人が怒ど声せいをはりあげたが、聞こえたのはそこまでだ。

　カッと閃せん光こうが走り、業ごう火かがうなりをあげてすべての音を吞のみ込んだ。

　黒炎の獣の口から灼しやく熱ねつの炎がほとばしる。業火が直ちよく撃げきした門が白はく熱ねつし、まるで太陽のように凄すさまじい光を散らした。こんなものを浴びては鋼鉄などひとたまりもない。しかし、〈先見〉の要よう塞さいを守るこの門は違ちがった。

　獣は炎を吐はききると、口から細く煙けむりをあげながら眼をすがめた。

　鋼鉄の門は、変わらずそこにそびえていた。

　その表面には巨大な術じゆつ式しき陣じんが出現している。自動的に立ち上がった強固な術式陣が、光る壁かべとなって炎を防いでいたのだ。門だけではない、門柱や壁にも同じ術式陣が煌きらめいている。

　グルルル……と呪のろいの執しつ行こう者しやはうなり、怒いかりに全身から火花を散らした。忌いま々いましそうに門を睨にらみ、飢うえた野や獣じゆうのように正門の前を歩き回る。

「どう……なってるんだ……」

　七瀬の隣から呆ぼう然ぜんと声があがった。男は門を見つめたまま、凍こおりついていた。その顔は紙のように白く、恐きよう怖ふに冷や汗が浮ういている。

「噓うそだ……っ、こんな化ばけ物もの、誰だれも〈先見〉してないじゃないか……！」

　無理もない。数分前まで存在しなかった未来だ。呪のろいが発動したことにより、運命はすげかえられ、誰だれにも予測のつかない方向へと転がり出した。

　再び黒こく炎えんの獣けものが大口を開け、正門に火か炎えんを浴びせた。目のくらむような苛か烈れつな炎ほのおが飛とび散り、わずかに結界がたわむ。

「まずいな……！」

　術じゆつ学がくにうとい七なな瀬せでも結界を成す式が赤く焼け、分解をはじめているのがわかった。

　持って二十分。呪いの執しつ行こう者しやは必ずここを突とつ破ぱする。

「──騒さわがしいと思えば、まさかイヴ自みずからお越こしだとはな」

　そのとき、建物の方からぞろぞろと人ひと影かげが現われた。ほとんど知らない顔だが、先頭の男には見覚えがある。

「それともイヴを手て土産みやげに謝りに来たか、ＭＰゼロ？」

　壮そう吾ごが見下すように冷笑を浮うかべた。

　襲しゆう撃げきにも身だしなみは大事なのか、相変わらず高そうな三つ揃ぞろいのスーツを着ている。しかも武器どころか携けい帯たい端たん末まつすら持たず、古ぼけた革かわ装そうの本を脇わきに抱かかえている。どこまでもなめた格好だが、まわりにいる男たちは違ちがう。

　殺気立つ彼らの手にあるのは、ナイフや銃じゆうなどの武器から携帯端末まで様さま々ざまだった。何も持っていない者もいるが、おそらく何かの能力者だろう。正門に最初からいた連中を含めれば、相手の数は二十人を超こえる。

　壮吾がひとり歩を進め、近づいてきた。

「ちょうどこれから上役たちにお目にかかろうと思っていたところだ。イヴを引っ立てる手間を省いてくれるとは、実にありがたいな」

「結構ポジティブ思考してるな、お前」

「フン、この局面で他にどんな可能性がある？」

　壮吾の言うとおりだ。今や敵は壮吾ひとりではない。十人を超える術じゆつ式しき使いと能力者を敵にして、七瀬は孤こ立りつ無む援えんのなか戦わなければならない。

　しかし七瀬は笑わずにはいられなかった。こみあげる喜びに全身が震ふるえる。

　────間に合った！

　壮吾たちはまだ上役たちに会っていない。まだ計画は完かん遂すいしていない。

　可能性の糸は切れていないのだ、まだここからだ、ここから戦える！

　七瀬は立ち上がると、凛りんと壮吾の前に立った。

「お前を止めに来た。今すぐこのばかげた襲撃を中止しろ！」

「貴き様さまはまだこの状じよう況きようが理解できないのか？」

「理解できてないのはお前だろ」

　七瀬は視線だけで正門を指した。壮吾はちらりと黒炎の獣に目をやり、つまらなそうに鼻はなで笑った。

「それで脅おどしのつもりか？　あれが貴き様さまの僕しもべでないことぐらい、とっくに報告を受けている。さっさとそそのい女つを置いて失うせるんだな。今なら見み逃のがしてやってもいい」

　そう言って壮そう吾ごは小こ脇わきに抱かかえていた本を手にした。それほど大きくないが、本は辞書のように分厚い。かなり古いものらしく、革かわ装そうはくたびれ、装そう飾しよくの金きん箔ぱく押おしもはがれている。

「その本は……！」

　彪あや女めがぞっとしたように声をあげた。

　一体こんな本で何ができるか知らないが、見下すような壮吾の顔からして、これ以上話を続ける気はなさそうだ。

「危ないから彪あや女めは下がって」

「だめよ、七なな瀬せ！　いくら呪のろいの作用で死が回かい避ひされてるにしてもあれは別格よ、あの本は」

「大だい丈じよう夫ぶ。不死なんてただの副ふく作さ用ようだから。そんな力じゃ、誰だれも守れない」

「え……？」

「忘れた？　今の俺おれには炎プロクスがあるんだ」

　七瀬はニッと笑うと、彪女を背中にかばうように立ち、壮吾と対たい峙じした。

「……呆あきれるな。運良く一度勝っただけで俺より優すぐれていると幻げん想そうを抱いだかせてしまったか？　教えといてやるが、あの時は炎プロクスに制限をかけていたんだ。町で派手にやれば、警けい察さつだの目め障ざわりな連中が寄ってくるからな。今はそのリミッターも解かい除じよしている。悪いが時間もない、今回は手て加か減げんしてやれないぞ」

「奇き遇ぐうだな、俺も時間がないんだよ」

　壮吾はフッと笑うと、本の背表紙を摑つかみ、前へかざした。

「だったら今すぐ散れ」

　その声を合図に、分厚い本がいきなり開いた。風もないのにパラパラとページが捲めくれ、あるページでぴたりと動きを止める。そこからは、あっという間の出来事だった。

　瞬まばたきするほどのわずかな一いつ瞬しゆん。壮吾の前に青白く輝かがやく術じゆつ式しき陣じんが出現していた。両りよう腕うでを広げたほどの大きさもあるサークルからヒュウ……と冷気が吹ふく。術式陣のなかに何かが光ったかと思うと、いきなり無数の氷の矢が噴ふん出しゆつした。

「──!!」

　避さける余よ裕ゆうなどなかった。雪崩なだれのように噴き出した大量の氷柱つららが七瀬たちを直ちよく撃げきし、一瞬に吞のみ込んだ。

　凄すさまじい冷気に空気が白く濁にごった。やがて視界が晴れると、七瀬たちがいた位置に大きな氷ひよう塊かいができあがっていた。触ふれる者すべてを瞬時に死の世界へ引きずり込む氷だ、その温度はマイナス二百度を下る。人間などひとたまりもなかった。苛か烈れつな寒さに地中の水分すら凍こおりついたのか、氷塊のまわりのアスファルトが裂さけ、無数の氷ひよう筍じゆんが牙きばのように突つき出している。

「イヴの話を最後まで聞くべきだったな。これは意志ある本魔導書、世界大戦でも大いに活かつ躍やくした悪あく夢むの兵器だ。あらゆる術じゆつ式しきを収め、所有者の呼びかけに応こたえ、望む式を展てん開かいする。その展開速度は一秒に満たない。あえて弱点を言うなら、力のセーブができないことだ」

　壮そう吾ごは饒じよう舌ぜつに語りかけた。もちろん氷ひよう塊かいから返事など返ってこない。観かん客きやくのいない演えん説ぜつの虚むなしさと退たい屈くつさに壮吾は肩かたをすくめた。

「誇ほこっていいぞ無能力者。ここまで俺おれを煩わずらわせたんだ、あの世でせいぜい自じ慢まんしてこい」

　しかしやりすぎだな、と壮吾は本を閉じ、踵きびすを返した。この分ではイヴの死体を取り出すのも面めん倒どうそうだ──そう思ったとき、

「どこ行くんだ？　まだ話の途と中ちゆうだろ」

　背後から聞こえた声に壮吾はぎくりとした。

　ぎょっとして振ふり返るが、そこには変わらず冷気を漂ただよわせる氷塊があるだけだ。──いや、

「な、に……っ!?」

　氷の中で影かげが動いた。自然界ではありえない極ごつ寒かんだ、そこにいるだけで冷気に蝕むしばまれ、細胞が壊え死ししていくはず。いや、マイナス二百度の氷柱つららが直ちよく撃げきして動けるはずがないのだ、生きているはずがない。そのはずなのに。

　分厚い氷の中で、少年がにやりと笑った。

　ほぼ液えき体たい窒ちつ素そと同じ極きよく限げんの氷に閉ざされながら、まるで怯ひるむ様子はない。それどころか少年は拳こぶしを固め、凍いてつく氷に殴なぐりかかった。

　パアアン！　という音が弾はじけ、凄すさまじい突とつ風ぷうが起こった。

「ぐ……っ！」

　壮吾は腕うでで顔をかばった。氷が砕くだけ飛とび、ブリザードのように激はげしく服や肌はだを叩たたく。

　風が弱まると、しじまに声が響ひびいた。

「『術じゆつ学がくは理解するものであり、系けい譜ふの能力ちからはわかるものである』……気取った格言だと思ってたけど、今ならその意味がわかるな」

　壮吾は腕をおろし、呆ぼう然ぜんと顔をあげた。

　肺が痛くなるほどの冷気。極寒の風はぬるい夜気に拭ぬぐわれていくが、砕けた氷塊からはまだ冷気がたちのぼっている。

　七なな瀬せは、何事もなかったようにそこにいた。凍とう傷しようどころか、氷の破片ひとつつけずに。

　そもそも無数の氷が体に突つき刺ささって無傷な人間などいるはずがないのだ。まして、その背後にいる彪あや女めまで無傷だなどと。術式を使わず、こんなことが起こる可能性はただひとつ。

「……貴き様さま、やはり能力者だったか」

「紹しよう介かい遅おくれて悪いな。わけあって今まで使えなくてさ」

「なるほどな。──面白い！」

　壮吾の声に目覚めたように、ぱあっと無数の術じゆつ式しき陣じんが閃ひらめいた。上下左右、虚こ空くうに瞬またたく青白い光は絡からみあい、まるでひとつの巨大なサークルのように光の絨じゆう毯たんを広げた。さらに無数に展てん開かいした術じゆつ式しき陣じんはぼこぼこぼこっ、と不ふ穏おんな音をあげて熱ねつに膨ふくれあがる。

「いい気になるには少し早かったな」

　壮そう吾ごは確かく信しんしていた。おそらく相手は氷系の能力者だ。先に自みずからの能力で氷の壁かべをつくり、こちらの術式を防いだに違ちがいない。考えればつまらないトリックだ。

　攻こう略りやく法ほうさえわかれば、系けい譜ふの能力者など恐おそれるに足りない。

　術式陣が白はく熱ねつし、シュウ……と不吉な音をあげた。一度にこれだけの数に狙ねらわれては、氷など一いつ瞬しゆんで溶とける。防ぎきるのは不可能だ。

「……たしかにやっかいそうだな」

　七なな瀬せが呟つぶやくのと術式陣が炸さく裂れつしたのは同時だった。轟ごう音おんをあげて炎ほのおが噴ふん出しゆつし、七瀬たちに襲おそいかかる。しかし七瀬は焦あせる様よう子すもなく手を伸のばし、何かを潰つぶすように拳こぶしを結んだ。とたん、

　シュ……！　と音をあげて苛か烈れつな火か炎えんが無に帰した。

「な──!?」

　次々に術式陣が爆はぜ炎を噴ふき出すが、結果は同じ。出現した次の瞬間には薄うす煙けむりをあげてかき消えてしまう。まるで何かが炎を吞のみ込むように、一瞬に、あまりにあっさりと。さらには白熱をはじめたばかりの術式陣さえ急速に熱を失って色いろ褪あせ、ぼろりと崩くずれ落ちた。

「ば……馬ば鹿か、な……」

　壮吾は微び動どうだにできなかった。理解できない。いや、何が起こったのかさえわからない。

　氷を操あやつる能力者じゃない、氷系にはこんなことはできない……！　だが何の能力だ、何の系譜ならこんなことができる……!?

　氷の嵐あらしを防ぎ、さらに強固な氷ひよう塊かいを吹ふき飛とばし、しかも炎を瞬時に消しよう滅めつさせ、術式陣さえ触ふれず無効化する。そんなむちゃくちゃな能力が存在するはずがない────

「火は酸素がないと燃もえない、いまどき小学生でも知ってるぞ」

「……!?」

　愕がく然ぜんとする壮吾に、七瀬が告げた。

「密みつ度どを変えたんだ。炎プロクスで空間を遮しや断だんして術式陣のまわりの空気を断った。簡単だろ？」

「空気を、断つ……？　──まさか、真空!?　貴き様さま、真空をつくりだしたというのか！」

　壮吾は叫さけび、自ら発した言葉ですべてを理解した。

「そうか、気体に干かん渉しようする能力か……！」

　そう考えればすべての謎なぞが解ける。はじめの氷を防いだのは気流の壁。ならば、それを吹き飛ばしたのは高密度の空気だ。圧あつ縮しゆく空気は空気銃じゆうから鉄道のブレーキに使われるほど巨大なエネルギーを持つ。そしてその密みつ度どをゼロにして生み出される真空──

　壮吾はふっと笑った。笑うと腹の底からくつくつと笑いが込み上げ、止まらなくなる。

「面白い……実に愉ゆ快かいだ！　だが自みずから能力を明かすとは愚ぐ策さくだったな!!」

　ピシッ、と空気が軋きしみ、壮そう吾ごから圧あつ倒とう的てきな炎プロクスが放たれた。バサバサと本のページが捲めくれあがり、紙が青白く光りだす。

「なんだ……？」

　変化は誰だれの肌はだにもすぐに感じとれた。ぬるい夜気がすっと冷たくなり、さらに温度が下がっていく。数秒と待たず、吐はく息は真っ白になっていた。

　壮吾を中心に地面に大だい規き模ぼな術じゆつ式しきが展てん開かいされ、青白く光っていた。上空から見れば、その形はゼンマイ時計の内部を連想させただろう。歯車やアンクルに代わり、無数の数式と陣じんが嚙かみあって回転する。

　蠢うごめく式を読み取った彪あや女めが愕がく然ぜんとして声をあげた。

「──この式は、ニヴルヘイムの風……！　まさか巨兵を召しよう喚かんするつもり!?」

　その言葉に壮吾の配下たちにも激げき震しんが走った。

「じょ、冗じよう談だんじゃないぞ、あんな怪かい物ぶつを……！」

「一時退たい避ひ！　急げ、建物はだめだ遠くへ走れ！」

　人々が逃にげていく間も変化は続いた。パキパキと空気中の水分が氷結し、あたりが冷たい霧きりに閉ざされていく。壮吾の姿はその中に消え、足元の術じゆつ式しき陣じんだけが妖あやしく煌きらめいた。

　七なな瀬せは彪女を振ふり返った。

「あいつ何をする気だ、何を召喚するって？」

「霧む氷ひようの巨兵だ」

　彪女が答えるより先に、霧の向こうから答えがあった。

「暗黒時代のヨーロッパで、ある恐おそろしい術式が生み出された。いくら矢を放っても再生し、傷すら残せる者はなかった。数百の騎き士しを討うち、一夜にして町を氷の世界に閉ざした、悪あく夢むだ」

　突然、霧氷を裂さいてブワッと巨大なガントレットが現われた。

「──！」

　そのあまりの巨大さに、七瀬は声を失った。

　現われたのは、甲かつ冑ちゆうを纏まとった騎士だった。上体しか出現していないのに、高さは五メートルを超こえる。胸きよう甲こう板ばんの表面には薄うすく霜しもが張り、腕うでや肩かたに氷片や氷柱つららがついている。全身から冷気を漂ただよわせるそれは、まさに幽ゆう鬼きと呼ぶに相応ふさわしい。

　その姿が一いつ瞬しゆん強い光に照らしだされた。結界を破ろうとして、再び呪のろいの執しつ行こう者しやが業ごう火かを浴びせたのだ。

　壮吾はちらりと正門を確かく認にんすると、視線を戻もどした。

「あとがつかえているようだな。余よ興きようもこのへんにしておこうか」

　壮吾が青白く光る本に手をかざすと、騎士の体に震ふるえが走った。

　巨兵は術式陣から突つき出していた剣けんの柄つかを握にぎり、キシキシと氷片を落としながら三メートルはあるかという巨大な剣けんを引き抜ぬいた。

　剣についた霜しもや氷柱つららを散らすように、巨兵が剣を横に振ふるった。たったそれだけで凍いてつく風が吹ふき荒あれ、学がく院いんの並木や建物を氷こおり漬づけにした。

「さあどうする、〈空気使い〉？　火は消せても氷では真空も無意味だ。先ほどのようにちゃちな風で穴を開けたところで、こいつは霧む氷ひようによって再生するぞ。止められるか？」

　錆さびついた音を響ひびかせながら、七なな瀬せたちの上に騎き士しの巨大な影かげが落ちた。

　フルフェイス型の兜かぶとの奥おくには闇やみしかない。がらんどうで、虚うつろ。まさしく極寒の世界ニヴルヘイムの風を凝ぎよう縮しゆくして生み出された悪あく夢むのように。だが、これは幻まぼろしでも何でもない。

　霧氷でできた巨兵が、愚ぐ鈍どんな動作で剣を高くかかげた。

「だから……わかってねえっていうんだよ」

　七瀬は逃にげもせず、巨兵を見上げた。まるで腕うで一本で巨大な太た刀ちを受け止められるというように、無む防ぼう備びに手をかざす。その直後、ブン、と風を切って剣が振り下ろされた。

　しかし、七瀬と剣が接せつ触しよくする寸前、騎士の動きがぴたりと止まった。

　一いつ瞬しゆんの沈ちん黙もく。────変化は、唐とう突とつに訪れた。

　ドオオン！　爆ばく音おんを轟とどろかせ、氷の兜が陥かん没ぼつした。

「何ィ──!?」

　鉄球を打ち込まれたように分厚い兜が大きくへこみ、衝しよう撃げきに騎士の体がぐらりと傾かしいだ。だがそれは始まりにすぎない。胸むね、肩かた、腹と、衝撃音と共に甲かつ冑ちゆうが見えない強大な力に殴なぐられる。腕は小枝のように細く潰つぶれ、ありえない方向へひしゃげた。それでも攻撃は止まらない。アルミ缶を踏ふみ潰すように巨兵の体は叩たたかれ、ボコボコに潰れた。

　もはや原形などない。霧氷による再生も間に合わず、騎士は光の粒つぶとなってさらさらと宙に砕くだけていった。

「──お前さあ、真空って意味わかってないだろ」

　ゾクッと壮そう吾ごは寒気を覚え、体を強こわ張ばらせた。

　さらさらと舞まう術じゆつ式しき陣じんの塵ちりの向こうに、少年がいる。その顔は誇ほこるわけでもなく、むしろ呆あきれているようだった。

「空気にだって質量があるんだよ。そんなところに質量のない空間があれば、まわりから圧力がかかるっての」

　七瀬は巨兵を包むように炎プロクスの膜まくを張り、そのなかを真空にするだけでいい。あとは大気の力を借りて押おし潰すだけ。大きさなど関係なかった。

　わかってしまえば簡単な原理だ。だが壮吾はまったく別の、恐おそろしい事実に気づいてしまった。気づいてしまったとたん、全身に怖気おぞけが走り、冷や汗が噴ふき出した。

「な……、」

　七瀬の足元にまだ氷が残っている。つま先の少し手前では、アスファルトが隆りゆう起きし、無数の氷の牙きばが突つき出たままだ。

　動いて、いない。

　戦いが始まってから、七なな瀬せは一歩も動いていなかった。一夜にして都市を滅ほろぼし、数百の騎き士しを屠ほふった巨兵を前に、たったの一歩も。動くことなく、すべての攻こう撃げきを払はらってしまった。その場に留とどまることに固こ執しつしたのではない、ただその必要がなかっただけ……。

　いまさらながら、壮そう吾ごは自分が何と戦っているのか悟さとった。

　対たい峙じするのはひとりの人間ではない。今この場を満たす気体、地球を包む大気そのものが壮吾に牙を剝むいている。目に見えなければ、捕とらえることもできない。しかし少年の意志によりそれは自在に変化し、指先ひとつ動かすだけで壮吾を葬ほうむることができるだろう。

　これが系けい譜ふの能力ちから。本物の能力者が有する、天てん災さいのような力────!!

「もうやめろよ、お前じゃ俺おれに勝てない」

　七瀬が告げた。言われるまでもなく壮吾は理解していた。そんなこと、わかっている。

「お前の事情も……少し聞いた。妹とかいるんだろ。お前が今回のことを仕し掛かけたのは、そのためなんだろうけど、でもこんなことしてお前の姉妹きようだいは喜ぶのかよ」

「…………るか」

　壮吾は強く拳こぶしを握にぎると、カッと目を見開いた。

「こんなところで終われるかァ!!」

　壮吾は負けられなかった。ここまできて敗北などできなかった。

　膨ぼう大だいな炎プロクスが意志ある本魔導書に流し込まれる。あまりのエネルギーに本は壮吾の手を離はなれ、青白い閃せん光こうを散らして宙に浮ういた。

　無数の術じゆつ式しき陣じんが瞬しゆん時じに閃ひらめいた。あまりに多くの式が展てん開かいし、重なり合ったため、その数は判然としない。それらの式が一いつ斉せいに変化し、炎ほのおや氷の矢を噴ふき出した。

「伏ふせろ！」

　七瀬は手を突き出して正面の大気の密みつ度どを操あやつった。荒あら波なみを裂さく舳へ先さきのように、攻撃が左右に蹴け散ちらされる。だが攻撃は終わらない。まるで壊こわれた蛇じや口ぐちにように術式が際さい限げんなく吐はき出され、嵐あらしのように吹ふき荒あれた。

　ふと煌きらめく術式の向こうに壮吾の姿が見えた。蒼そう白はくの顔に血管が浮うきあがり、目は大きく見開かれている。震ふるえる手は色をなくしたように白く強こわ張ばっている。

　唐とう突とつに七瀬は理解した。

　捨て身だ。炎プロクスを度外視した、完全な暴ぼう走そう──

「──バカ野や郎ろう！」

　気づいたとき、七瀬は地面を蹴っていた。彪あや女めを守るために高密度の気流の壁かべを残し、術式の吹き荒すさぶ白はく煙えんの中に躍おどり出る。とたんに暴ぼう風ふう雨うのように氷の矢が襲おそってきた。

　七瀬は構わず走った。何発か避さけられなかったが、どこからともなく出現する鎖くさりが盾たてとなり、すべての攻こう撃げきを弾はじく。炎ほのおだろうが雷らい撃げきだろうが、今はただの騒そう音おんに過ぎない。

　全力で白はく煙えんを突つき抜ぬけ、七なな瀬せは壮そう吾ごに飛とびかかった。系けい譜ふの能力ちからを使おうとは思わなかった。ただの人として正面から壮吾にぶつかり、地面に引きずり倒たおす。その衝しよう撃げきに本は遠くに弾はじき飛ばされた。

　炎プロクスが途と切ぎれると、展てん開かい途と中ちゆうの術じゆつ式しき陣じんが消え、嵐あらしのような攻撃も静まった。

　だが七瀬の怒いかりはおさまらなかった。倒れこんだ壮吾に馬乗りになり、襟えりをねじ上げる。

「お前は……！　いつまでくだらない戦いを続ける気だ!?」

「黙だまれ!!」

　壮吾は咆ほえた。倒れたまま七瀬の胸むな倉ぐらに摑つかみかかる。

「貴き様さまに何がわかる……!!　部外者の貴様に俺おれたちの何がわかるんだ!!　イヴだけが日の当たる場所で生きることを許される、同じ血ち筋すじなのに生まれた順番だけで視力や自由も奪うばわれるんだぞ！　順番さえ違ちがえばあの女である必要すらない！　そんなものだ、そんなもののために人生を踏ふみにじられるんだ!!　同じ自由を求めて何が悪い！　あの女さえいなければ」

「いい加か減げんにしろ!!」

　七瀬は一いつ喝かつし、強く壮吾の襟元を締しめあげた。

「お前の家族がイヴになったとして何が解決するんだよ、また誰だれかが恨うらんで傷つけあうだけだろ……!?　お前の敵は彪あや女めじゃねえ、本当に戦うべきはくだらねえシステムの方だろが！」

「変えられるならとっくの昔にやっている!!　〈先せん見けん〉は世界をも左右しかねない力だ、日本がこんな平和ボケできるのも〈先見〉のおかげだ、そんなシステムに誰が楯たて突つける!?　〈先見〉を守ることは絶対だ、〈先見〉は」

「おい」七瀬は低い声で威い圧あつし、その先を言わせなかった。

「答えろよ。お前たちが〈先見〉を使ってるのか、それとも〈先見〉に使われてるのか？」

「何……!?」

「世せ襲しゆう制せいとか刺青いれずみとか、確かに昔は一族を思って考え出されたんだろうよ。だけどそれで誰が幸せになったんだよ。〈先見〉の力ばっか気にして、見張りあって傷つけあって……！　〈先見〉がどんだけすごい能力かわかってるよ、危険性だってよくわかってる！　でもその力を使うのはお前たちだろ!?　いつまでも能力ちからに使われてんじゃねえよ！」

　ガツン、と言葉に殴なぐられたように壮吾は動きを止めた。

　しかし壮吾は歯を嚙かみしめ、吐はき捨てた。

「何も知らない奴やつが理想ばかり吐きやがって……！　イヴは、ひとりだからこそ価値がある。他の〈先見〉の能力者を自由にして何の得がある？　内乱を回かい避ひし、〈先見〉の流出を防いできた方法を、この絶対のシステムを上役どもが手て放ばなすと思うか!?　国や上役どもは容よう認にんしているんだよ、分家の犠ぎ牲せいで平和が成り立つなら安いものだろうってな！　このシステムは揺ゆるがない、神に手向かうのと同じだ。世界が許すはずがないんだよ！　いっそ上役を全員殺すか？　それともここを廃はい墟きよにするか!?　いまさら変えられない、今すぐに変えることなど誰だれにもできない、そんなことは不可能なんだ!!」

　時間をかければ、あるいはいつか変えられるかもしれない。

　しかし壮そう吾ごは待てない。そんなことをすれば彼の姉妹たちは能力を封ふうじられ、視力をも失うだろう。だから武器を取った。身内殺しも甘あまんじて、すべてを背負った。

「ホント、わかってねえよお前」

　だが七なな瀬せは不敵に笑った。

「知ってるか？　勝負ってのは、みんながあきらめたところから始まるんだ。こっからが面白いところだろ」

「何、……。貴き様さま、一体何を……」

　七瀬は正門を破ろうとする黒こく炎えんの獣けものに視線だけ向けた。

「お前の仲間であれを〈先せん見けん〉できたヤツいないだろ？　彪あや女めもできなかった。〈先見〉の能力者誰ひとり、イヴですら感知できなかったんだ。そんなのが今〈先見〉の砦とりでを破ろうとしてる。──〈先見〉を凌りよう駕がした『謎なぞの襲しゆう撃げき者しや』。ふざけたシステムを揺ゆるがすには上等だろ？」

　壮吾は目をみはり、信じられないというように七瀬を見た。

「まさか七瀬、最初からそのつもりで封ふう印いんを……？」

　不意に背後から声がした。攻撃が止やんだので近くに来たのだろう、彪女がすぐそこにいた。その表情は壮吾同どう様よう驚おどろきに満ちている。

　七瀬は肩かたをすくめた。

「言っただろ、『運命ひっくりかえす』って」

　本当に手に入れたかったのは、呪のろいの副ふく作さ用ようによる『死の回かい避ひ』でも、炎プロクスを取り戻もどすことでもない。ほしかったのは、『呪い』だ。呪いの効果そのものだ。

『呪い』は七瀬の未来を引き千切り続けた。『呪い』は〈先見〉の力を超こえて、七瀬に影えい響きようしている。ならば、『呪い』が発動すれば、誰も〈先見〉できなかった現象が起こるはず。

　運命を引き千切り、誰にも観測することのできない未来を引き寄せる──これこそが七瀬の狙ねらいだった。この事実こそ、〈先見〉の絶対的なシステムに亀き裂れつを生じさせる唯ゆい一いつの方法だ。

「……貴様、わかっているのか」

　呟つぶやいたのは壮吾だった。

「貴様が潰つぶそうとしているのは、『東雲しののめ家け』だぞ。まがりなりにも世界秩ちつ序じよを見守り、安定させてきたシステムに亀裂を入れるんだ、このことが明るみになればただではすまんぞ」

「だから手貸せって言ってんだよ。お前だってこのままじゃ謀む反ほんでヤバいだろ。選べよ、ここで俺に叩たたき潰つぶされるのと、英雄ヒーローになるの、どっちがいい？」

　悪あく辣らつなほど平然と、七瀬は笑った。今まで殺し合いを演じていたというのに、そんなことどうでもいいと言うように。終しまいには人の弱みにつけ込んで、脅おどしまがいに。

「────貴き様さまは悪あく魔まか」

　壮そう吾ごはぽつりと呟つぶやき、不意にくつくつと笑い出した。

「面白い……！　いいだろう、乗ってやる！」
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　ピシッ、とガラスにひびが入るような音があがった。

　正門を振ふり返ると、赤く溶とけた結界に深い亀き裂れつが生じていた。亀裂から入り込んだ焰ほむらが式を溶かし、術じゆつ式しきが火の粉のように千切れていく。

「限界だな」

　壮吾は立ち上がると、彪あや女めに携けい帯たい電でん話わを投げて渡わたした。

「これは……？」

「メモリに暗号の一覧が入っている。それを使って俺の配下に一いつ般ぱん生徒の避ひ難なんを指示しろ。あの怪かい物ぶつを目もく撃げきした奴やつは大おお勢ぜいいるからな、話はすぐに通じるはずだ」

　壮吾は指示を押おしつけるように言った。しかし彪女は携帯を託たくされた意味を正せい確かくに理解した。

　壮吾はいつでも裏うら切ぎれた。手を貸すふりをして、彪女を始末するよう指示することもできた。それなのに仲間との連絡手段を預けたのだ。謀む反ほんの動かぬ証しよう拠ことして携帯電話を利用されるかもしれないのに。

「──ありがとう」

　彪女は携帯を胸むねに抱いて深く頭を下げた。その様よう子すに壮吾は苛いら立だったように踵きびすを返した。歩きながら七なな瀬せに言う。

「行くぞ、正門を突とつ破ぱさせて別の場所へ誘ゆう導どうする。ここを戦場にするわけにはいかない」

　学がく院いんには壮吾の妹もいるはずだ。

「わかった」

　七瀬は短く応じ、彪女を振り返った。

「聖せい域いきだっけ、とにかく上役に襲しゆう撃げきのこと伝えて、時間稼かせぎしてくれるか？　あと糸いと原はら先生に事情を話しといてくれると助かる。インクの件が片づいても後処理がうまくいかなかったら俺おれの人生かなりマズい」

　どこか緊きん張ちよう感かんのない、いつもの七瀬に、彪女は思わず表情を緩ゆるめた。

「任まかせて。〈先せん見けん〉を使ってでも必ず良い未来を引き寄せる。だから……七瀬も思い切り戦ってきて」

「ああ、任せとけ」

　七瀬が答えたとき、壮吾が怒ど鳴なった。

「早く来いＭＰゼロ！」

「はあ!?　ゼロじゃねえし！」

　すかさず言い返し、七なな瀬せは駆かけ出した。




　空がうっすらと白みはじめていた。時刻は朝の四時をまわろうとしている。

　七瀬と壮そう吾ごは石いし畳だたみの道に立った。周囲には音楽堂や体育館などの建物がある。居住区域が別にあるのか、それとも避ひ難なんが進んでいるのか、あたりはとても静かだった。そして、少し離はなれたところに正門が見える。

　いまや結界は白はく熱ねつするように光を放ち、いつ壊こわれてもおかしくない状じよう況きようだ。

「アレが結界を突とつ破ぱしたら走るぞ」

　言いながら壮吾が背後を親指で差した。

　二人の後ろには雑木林が広がっている。壁かべは林の向こうに続いているので、林も学がく院いんの敷しき地ち内だ。しかし鬱うつ蒼そうとした雑木林は、ヨーロッパの町並みを思わせる周囲の風景と似つかわしくない。

　七瀬の視線に気づいてか、壮吾が言った。

「演習場だ。〈先せん見けん〉の精度を高めるため、能力者と模も擬ぎ戦するのに使っている」

「そうなのか……。まあ、今は助かるな。ここでなら思い切り暴あばれて大だい丈じよう夫ぶそうだ」

「ああ、貴き様さまの能力であれを真空に閉じこめろ。それで化ばけ物ものの炎ほのおが消えて終わりだ」

「あ、無理。真空じゃ消えない」

「何ィ!?」

「そんなのまっさきに試したって。あいつ気体の影響を全然受けないんだよ、真空どころか空間圧あつ縮しゆくもだめだ。もしかして呪のろいの影響で俺おれの能力無効化されてるのかも。もがき苦しんで殺すってくらい悪質な呪いだからな……。それかあの黒こく炎えんがこの世の物質じゃないとか」

「……ちっ、使えない能力だな」

　ボソッと聞こえた呟つぶやきに七瀬は「はあ!?」と声を荒あららげた。

「相性が悪いだけだろ！」

「ぁあ!?　だったら貴様はどうやってあれを始末する気だったんだ！　系けい譜ふの能力ちからもなしにあれが倒たおせるわけがないだろう！」

「倒さない、インクはもう一度封ふう印いんする！」

「貴様どこまで馬ば鹿かだ！　あれが見えないのか、手て加か減げんしてどうにかなるレベルか!?　潰つぶす気でやらないとこっちが殺やられる、封印なんてぬるいこと言ってる場合か!!」

「うるせえな！　インクは俺の家族なんだよ！」

　壮吾がぽかんとした表情を浮うかべた。

「呪いが、家族……？　貴様はあれほどのおぞましい姿を見てもまだそう言うのか。はっ、おめでたい思考だな！」

　いくら笑われようと構わなかった。七なな瀬せは毅き然ぜんとして壮そう吾ごの視線を受けとめた。

　壮吾が笑うのをやめ、真ま面じ目めな顔つきになって言った。

「……本当にいいのか。貴き様さまの炎プロクスは封ふう印いんのために消しよう費ひされていたんだろう？」

「！　なんでそのこと」

「忘れたか、俺おれの能力は『過去を見る』ことだ。……もっとも、あの怪かい物ぶつが現われてお前に能力が戻もどったんだ、考えるまでもないがな」

　壮吾は視線を遠くに流した。

「それだけの能力があれば、どれだけ世界が広がるんだろうな。お前の力を必要とする場所はいくらでもあるだろう。天性の資質だ、努力でどうこうできるものじゃない。お前は、誰だれも見られないような風景を見られる力を持っている。……それが、なくなるんだぞ」

　気体に干かん渉しようする能力。それがどれだけの可能性を秘ひめ、多くのものを変える力があるか、考えるまでもない。そんなこと、憧あこがれ続けた七瀬が誰よりも知っている。

「……贅ぜい沢たく言ってる場合じゃねえだろ」

　しかし答えは変わらない。選べる選せん択たく肢しは常にひとつだけだ。

　壮吾は鼻はなで笑うと、正面に視線を戻した。

「そうだな、お前の心配をしてやる道理もないか。──で、どう戦うつもりだ？　この期ごに及およんで無む策さくだとぬかすなよ」

「無策であんな物ぶつ騒そうな封印解けるかっ！」

　七瀬は内心腹を立てながら続けた。

「今までインクの封印を解いて魂たましいを狩かられたヤツがいるんだよ。一人や二人じゃなくて何度かあったことらしい」

「それで？」

「だから、おかしいだろ。インクはあの状じよう態たいじゃなくてずっと子どもの姿だった。首に鎖くさりがついてたってことは、再封印できるってことだろ？　きっとなにか方法があるんだ！」

　壮吾は頭痛でもしたかのように、片手で両のこめかみをさすった。

「……つまり、なにか？　再封印の方法を知っているわけではないんだな？　というか、根こん拠きよすらなしか？」

「ああ！」

「つくづく愚おろかしいなお前は!!」

　なんだと!?　怒ど鳴なり返そうとしたとき、壮吾の背後で黒い筋すじが走った。

　七瀬はぞっとして壮吾を突つき飛とばし反対側へ飛んだ。キンッ！　と硬こう質しつな音をたてて黒い剣けんが建物に弾はじかれる。

「なっ……空から!?」

　壮そう吾ごが声をあげた。

　黒こく炎えんの獣けものはまだ結界を破っていない。だがその眼が愉ゆ快かいそうに細くなった。油断を誘さそっておいて、別角度からの攻こう撃げきをずっと狙ねらっていたのだ。

「やるじゃないか、結界の薄うすい頭上から物理攻撃とはな……！」

　壮吾の声は七なな瀬せの耳に残らなかった。すでに第二陣じんが迫せまっていた。黒い剣けんが雨のように降り、逃にげる七瀬に追いすがる。

「く……っそお！」

　七瀬は地面を蹴けって転げた。剣は七瀬をかすめ、ガガガッ！　と地面に刃を突つき立てる。

　これで全部か──

　空を仰あおごうとしたとき視界の隅すみで何か動いた。水平方向、地面すれすれを黒い剣が矢のように走る。その向こうで、ついに結界を破った呪のろいの執しつ行こう者しやが細く笑った。

　──上は囮おとり!!

　体たい勢せいを立て直す時間はない。とっさに空間の密みつ度どを操あやつって前面に圧あつ縮しゆくする。シャボン玉のような淡あわい光こう彩さいを放ち、空気が変化する。が、剣は難なんなくその空間をすり抜ぬけた。

「い……効かない!?」

　呪いの影えい響きようで俺おれの能力無効化されてるのかも──先ほど自分で言ったことが脳のう裏りを過よぎった。黒炎の獣に効かないのなら、その炎ほのおで練ねられた剣も同じ……

　やられる。

　そう思ったとき、黒い剣の横腹に何かが喰くらいついた。無数の氷柱つららが衝しよう突とつし、剣が氷のオブジェの一部と化す。

　壮吾が本を手に叫さけんだ。

「走れ！　開けた場所では良い的だぞ！」

「お前は!?」

「過去に潜もぐる！　だが過去を見るには対象が俺の視界にいることが条件だ、時間もかかる！　その間せいぜい標ひよう本ほんにされないように逃げまわってろ！」

「そりゃ心強いな……っ！」

　七瀬は雑木林に向かって走り出した。

「オオオオオオオオオオオオ！」

　背後から鼓こ膜まくを破るような咆ほう哮こうがあがった。本能的な恐きよう怖ふに足がすくみそうになる。耳みみ障ざわりな音が大気を揺ゆらし、木々をざわめかせる。低い震しん動どうに全身の血液まで震ふるえるようだ。

　七瀬は咆哮を振り切るように雑木林へ飛び込んだ。壮吾の視界の範はん囲いを考えながら、荒あれた林の中を急ぐ。度たび重かさなる演習が行われてきたのだろう、どこを見ても不気味な傷きず痕あとが残っていた。ふつうの林と違ちがい、奇き妙みように変形し、肥大化した植物も少なくない。

　周囲に気を取られていると、いきなり目前の木の間から黒い焰ほむらが噴ふん出しゆつした。

「くっ！」

　七なな瀬せは足を踏ふん張って強引に九十度に折れ、木こ陰かげに転がり込んだ。背中に焼けつくような熱ねつを感じ、ぞっとする。……鎖くさりが熱を防がなかった!?　しかし確たしかめる暇ひまはない。

　木の根、張りだした枝。入り組んだ木々の間をわざと抜ぬけるが、黒こく炎えんの獣けものはひるまない。炎ほのおでできた体は常に狼おおかみの形をとるわけではなかった。不自然に伸のび縮ちぢみ、まるで軟なん体たい動物のように肢し体たいで梢こずえを叩たたき、猛もう然ぜんと距きよ離りを詰つめてくる。

　と、ブォン、と奇妙な音を聞いた。

　死の執しつ行こう者しやの前まえ脚あしが鞭むちのようにしなり、七瀬を追い越こして前方から襲おそいかかった。

「──！」

　七瀬は足でブレーキをかけ、その場にしゃがみ込んだ。摩ま擦さつで足あし裏うらに焼けるような痛みが走る。しかし意表をついたその動きが功こうを奏そうし、黒炎の前脚が空を切った。脚は勢いきおいそのままに獣の顔面を強打する。巨体がバランスを崩くずし、七瀬の頭上を飛び越えて正面の樹木に激げき突とつした。

　やったか──!?　わずかに期待し、七瀬は後こう悔かいした。

　黒炎の獣はゆらりと体を起こすと、金切り声をあげて狂きよう喜きした。ダメージはない。それどころか闘とう争そう心しんに火をつけてしまったらしい。

　黒板を引っ搔かくような耳みみ障ざわりな声で笑い、獣が全身を覆おおう炎の火力を跳はねあげる。

　強きよう烈れつな熱波に周囲の木々が発火し、炎を噴ふき上げた。尋じん常じようならざる高熱に枝葉や表皮が黒くただれ、タールのように溶とけ落ちる。

「なんだそれ……」

　もはや一秒もじっとしていられなかった。七瀬は一散に逃にげ出した。

　獣も強く踏ふみ込んで一気に加速する。黒い焰が通ったあとには炎しか残らない。樹幹に炎がまわり、木は生気をなくしたようにしおれ、次々に炎を噴き上げる。

　火はあっという間に林に燃もえ広がり、あたりを火の海へと変えた。

　まずい……！　煙けむりに巻まかれるか、逃げ場を失うか。どっちにしてもこのままじゃ狩かられるのを待つだけだ──いや、引火して広がった火なら性質は普通の火と同じか!?

　七瀬は呼吸を整え、ばっと背後を振ふり仰あおいだ。一面に広がる火の海をすべて炎プロクスで包み、拳こぶしで握にぎり潰つぶすように一気に中の気体を放出する。

　とたん、ぐらっと視界が揺ゆれた。

「うっ……!?」

　なんだ、炎プロクスか……!?　一度に使う炎プロクスが大きすぎたのか、それとも炎プロクスが底をつきそうなのか。経けい験けんのない七瀬には判断がつかない。

　しかし効果はあったらしく、燃え盛さかっていた火がすっと引いた。周囲の熱気が収まり、焦こげ臭くさい匂においを漂ただよわせて黒ずんだ木々のシルエットが戻もどってくる。

　黒炎の獣は驚おどろいたように脚を止め、薄うす煙けむりをあげる雑木林を見回した。だが一いつ瞬しゆんだ。

　ニタッと口の両りよう端はしを裂さいて笑うと、獣けものは奇き声せいをあげてさらに全身の火力を跳はねあげた。

「っ!!」

　熱ねつ波ぱが吹ふき抜ぬけ、皮ひ膚ふや喉のどを焼いた。さらに鎮ちん火かしたはずの木々に熱が呼び覚まされ、内部から火を噴ふき上げる。

「くっそ……人の苦労を……」

　燃もえ広がる炎ほのおを前に、七なな瀬せは遁とん走そうするしかなかった。

　背後から高笑いするかのように不気味な獣の声が響ひびく。

　呪のろいの執しつ行こう者しやは完全に狩かりを楽しんでいた。七瀬の前方にまわりこんで脅おびやかし、わざと遠回りしては炎でなぶるように進行方向を遮さえぎる。

　熱気で皮膚が焼けるのを感じ、七瀬は顔をゆがめた。

　くそ……！　やっぱりだ、鎖くさりは出現しない……！

　ほぼすべての攻こう撃げきを弾はじいていた鎖だが、死の執行者が近くにいると出現しないらしい。それもそうだ。あれは七瀬を守るためのものではない、『剣けんで一ひと突つき』にする死へ導くための呪いの作用なのだ。今、七瀬がどんな致ち命めい傷しようを負おうと、執行者がそばにいればとどめをさせる。

　いや、致命傷を負っても死ねないというべきか。腕うでをもがれようが、火だるまにされようが絶対に死ねない。呪いの執行者に剣で串くし刺ざしにされる、その瞬しゆん間かんまで。

　これが呪いのもたらす、本来の作用……！

「!?　──しまった……っ」

　気づくと、七瀬は炎の輪の中に誘さそい込まれていた。

　雑木林が炎の壁かべと化し、ぐるりとまわりを取り囲む。オレンジ色に高く燃える炎はどこまで及およんでいるかもわからない。

　余力がどうの考えている場合じゃない、ここは全部一気に吹き飛とばすしかない──！　七瀬は腕を突き出して構えた。だが、そのとき。

　ズシュ……と、背後から腐くさった果実を踏ふみ潰つぶすような音が響いた。

　熱風がうなじをなで、空気が沸ふつ騰とうするようだった。感じたことのないほどの、熱。

　ゾッと背後を見ると、そこには闇やみ色いろの炎が広がっていた。

　鮮あざやかに燃えあがる炎を従えて、呪いの執行者が悠ゆう然ぜんと脚を踏ふみ出した。白々と燃える双そう眸ぼうが不気味に細くなる。

　黒こく炎えんの獣は低くうなると、空に向かって遠とお吠ぼえをあげた。共鳴するように全身の黒炎が勢いきおいを増し、獣の背中から無数の棘とげが飛び出した。いや、棘ではない、黒い刃だ。カチカチと震ふるえながら無数の剣が生成され、咆ほう哮こうが高くなるのを合図に矢のように空へ放たれた。

　その軌き道どうを目で追い、七瀬は絶句した。

　薄うす青あおい空の一角。頭上に、ぽっかりと闇夜がよみがえっている。数百、数千もの剣。それが一点に密集したために、どす黒い闇となっていた。

　はるか高みにのぼりつめた剣けんは一いつ瞬しゆん空で静止し。重力に引かれ、一気に降下した。

「反則だろ、それ……」

　まわりに逃げ場はない。まして剣に系けい譜ふの能力ちからは通じない。

　七なな瀬せは、迫せまりくる無数の切先を見つめるしかなかった。あとは針のついた天てん井じように押おし潰つぶされるように、無ぶ様ざまに串くし刺ざしにされるだけ……

　と、不意に目が何かを捉とらえた。剣の周囲に何か見える。透とう明めいな筋すじのような、流動的な流れ。あれは──

　理解するより先に体が動いた。

　ザン！　と剣が七瀬の鼻はな先さきをかすめ、地面に突つき刺さった。

　つま先すれすれを剣が貫つらぬき、背中を黒い筋がかすめる。ひるがえったシャツを刃先がなぞり、風を切る音を耳元に聞く。だが、当たらない。

　──見える！

　剣が風を切る音が、その周囲に巻まき起こる気流が、はっきりわかる！

　タイミング、位置、距きよ離り、すべてが正せい確かくに感じられた。天気を読むのと同じだ。ただその流れを見切り、風の間を進めばいい。

　高速でランダムに降る黒い剣だが、どれひとつとして七瀬を捉えるものはない。何度もリハーサルを積んだように互いに触ふれず、まるで舞まいのように調和された流れになっていく。

　どのくらい経たっただろう。サクッ、と軽い音をたてて最後の一振りが地面に突き刺さった。

　気づくと、あたり一面が黒い墓ぼ標ひように埋うめ尽つくされていた。足の踏ふみ場もないほどの大量の剣に囲まれながら、しかし七瀬はかすり傷ひとつ負っていない。

　呪のろいの執しつ行こう者しやは忌いま々いましそうに目をすがめた。

　ぜい……っ、と息をつく口からは、黒っぽい液体が涎よだれのように滴したたる。心なしか体を覆おおう炎ほのおが弱くなったようだ。だが白はく熱ねつする炎の双そう眸ぼうは激はげしい怒いかりに燃もえあがった。

　獣けものは体を丸めると、再び全身の火力をあげた。また同じ攻こう撃げきか！

　同じ轍てつは踏まない。七瀬は真空で炎の壁かべを突破すると、黒くただれた木々の並ぶ荒あれ地ちに転まろび出た。ところが黒こく炎えんの獣は予想外の行動に出た。

　右みぎ前まえ脚あしに火力を集中させたかと思うと、勢いきおいよく近くの木を殴なぐりつける。

「──いっ!?」

　燃え盛さかる樹木が轟ごう音おんをあげて飛とんできた。辛かろうじてかわしたものの、黒炎の獣が樹木をなぎ払はらい、次々に凶器へ変えていく。

　いかに他の死が回かい避ひされていようと、あんなものをくらったらしばらく動けない。そうなれば串くし刺ざしにされるのを待つだけだ。

　七瀬はとにかく避さけた。うなりをあげて樹木が飛び、木々を容よう赦しやなくなぎ倒たおす。炭たん化かした立ち木に激げき突とつすると、木がボーリングのピンのように弾はじけ、とんでもない方向へ飛んでいく。その方角に目をやって、七なな瀬せはゾッとした。

「よけろおおお!!」

　叫さけびを引き千切るように、巨木が学がく院いんの建物に衝しよう突とつした。ぶしゃああ、と木の内部から火の粉が散り、煙けむりと炎の雨を降らせた。

「うそだろ……」

　雑木林の外。一番近くにあったその建物の下には人がいた。過去に潜もぐるため、壮そう吾ごが立っていた……

　七瀬は飛とんできた木を一いち瞥べつもせずによけると、雑木林の外へ駆かけ出した。たちのぼる塵ちりに視界が遮さえぎられ、建物のまわりがよく見えない。あたりは異い様ように静かだ。パチパチと火が小さく爆はぜる音しか聞こえない。

「おい、どこだ！　なんとか言え！」

　声が虚むなしく響ひびき渡わたった。粉ふん塵じんが風にさらわれると、木の残ざん骸がいが見えた。建物の外がい壁へきに黒くろ焦こげの破片がうずたかく積つもっている。だが、それだけ。動く者はない。

　誰だれも、いない。

「くそ、ステキメガネ……!!」

　と、ゲホッと声がした。

　咳せき込むのが聞こえ、残骸の山が動いた。三つ揃ぞろいのスーツを黒く汚よごした壮吾が、瓦が礫れきに埋うもれたまま忌いま々いましそうに七瀬を睨にらんだ。

「この局面でどうして変な呼び方を思いつく……っ!?　殺すぞ！」

「なんだよ無事か!!　それならそう言え！」

「貴き様さま……！」

　壮吾はうなり、苛いら立だたしげに叫んだ。

「炎プロクスだ！　貴様の炎プロクスを化ばけ物ものの首に叩たたきつけろ！」

「炎プロクス？」

「背骨のあたりに封ふう印いんの基板が残っている！　封印はまだ解けきってない、貴様の炎プロクスが再起動の鍵かぎになっているはずだ！」

「──ん、はずって何だ!?」

「いいからさっさと片づけろ！」

　簡単に言ってくれるな……っ！　七瀬は毒どくづいて黒こく炎えんの獣けものに向き直った。

　どす黒い焰ほむらをたなびかせ、黒炎の獣が再び木を殴なぐり飛ばす。十メートルを超こえる巨木が風を切って突つっ込んでくる。

　背後には建物と身動きの取れない壮吾。七瀬が避さければ被ひ害がいは免まぬがれない。獣もそれがわかっているのだろう、試すように薄うすら笑いを浮うかべた。

　七瀬はギリッと奥おく歯ばを嚙かみしめた。

「いいかげんに……」

　彼の意志に感応して周囲に炎プロクスの彩さい光こうが広がる。

「しろっての!!」

　標ひよう的てきをひきつけ、高こう密みつ度どに固めた空間に拳こぶしを叩たたき込んだ。

　ドン！　という破は裂れつ音おんが轟とどろき、爆ばく発はつ的てきな風が放たれた。巨木と風の力が拮きつ抗こうし、二トン近い樹木が一いつ瞬しゆん中空に静止する。ぎぎぎ、と軋きしむ音がしたかと思うと、巨木は風に弾はじき飛とばされた。枝葉が千切れ飛び、千ち々ぢに炎ほのおを散らす。勢いきおいは削そがれず、猛もう然ぜんと黒こく炎えんの獣けものに突つっ込んだ。

　巨木が獣の肩かたをえぐった。黒い焰ほむらを吹ふき飛ばし、大きな風穴を開ける。

「ギ……ギャアアアア!!」

　穴はすぐに塞ふさがったが、死の執しつ行こう者しやは悲ひ鳴めいをあげてのたうった。

　──効いた！　物理攻こう撃げきは有効か！

　七なな瀬せはすぐに雑木林へ走り出した。今の要領で弱らせれば、隙すきをついて再さい封ふう印いんできる。炎プロクスも大だい規き模ぼに展てん開かいさせなければ、まだ使える。

　七瀬の狙ねらいに気づいたのか、黒炎の獣が怒いかりの声をあげて周囲の木をなぎ払はらった。無数の木こっ端ぱや木が散さん弾だんのように放たれる。七瀬は足を止め、先ほどの要領で叩き返した。

　大量の木片に撃うち抜ぬかれ、獣の炎ほのおが千切れた。しかし獣は怯ひるむどころか白はく熱ねつする双そう眸ぼうをギラギラと燃もえあがらせて、狂くるったように樹木を殴なぐり飛ばしてきた。燃え盛さかる鈍どん器きが矢のように飛んでくる。

　狙いは足止めか！　でも何度やっても同じだ！

　炎プロクスの薄うすい彩光に包まれ、空間が変異する。七瀬は膨ぼう大だいなエネルギーをはらんだ空間を叩き、一気に解放した。

　パアン！　という破裂音と共に突とつ風ぷうが巻まき起こり、襲おそいかかる樹木や炎を蹴け散ちらす。が、

　消し飛んだ火の中からどす黒い剣けんが現われた。

　──仕込み!?

　七瀬の能力をものともせず、剣がうなりをあげて襲いかかった。

「ぐあっ!!」

　飛んできた剣の衝しよう撃げきに押おされ、体が後ろへ吹き飛んだ。背中が木の残ざん骸がいについて、倒たおれるのはどうにかこらえる。しかし肩、腕うで、腹、腿ももと、無数の刃が肉を裂さき、焼けつくような痛みを残した。

「が……はっ……、く……そ……！」

　多くはかすっただけだが、決して浅くない。しかし痛みを意い識しきする余よ裕ゆうはなかった。

　よけきれなかった一ひと振ふりが右腕を貫かん通つうしていた。毒どく々どくしい黒い刃が、七瀬の血を吸って嘲あざ笑わらうように鈍にぶく光る。

「馬ば鹿かか!!　さっさと逃げろ！」

　突とつ然ぜん壮そう吾ごが怒ど鳴なった。

　はっとして顔をあげると、黒こく炎えんの獣けものの前まえ脚あしから無数の剣けんが突つき出していた。獣と七なな瀬せの間を遮さえぎるものはない。まずい……！
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　七瀬はすぐに走り出した。そのはずが、一歩も進むことができなかった。

「え──」

　右みぎ腕うでを貫つらぬいた剣が、後ろの木の残ざん骸がいにまで達していた。刃先が深々と刺ささり、腕がはずれない。別の剣もシャツやズボンの生地を嚙かんで、背後の残骸に突き刺さっている。

「何してるＭＰゼロ！　急げ!!」

　黒炎の獣が前脚を払はらった。ブン！　と風を切る音がして無数の剣が放たれる。

　すべてがスローモーションに感じられた。壮吾の怒鳴り声。動かない右手。尖とがった切先が甲かん高だかい音を響ひびかせて迫せまってくる。逃にげるべきなのもわかっていた。

　しかし、体は一ミリも動かせなかった。

　研とぎ澄すまされた剣の切先が七瀬の服を裂さき、皮ひ膚ふに刺さった。──その痛みを感じる、直前。

　パアアン！　と巨大な風船が弾はじけるような音がして七瀬の体が真横に吹ふき飛とんだ。剣はその影えい響きようを受けず、真まっ直すぐに後ろの残骸へ突き刺さる。その間、七瀬の体はボールのように弾はずみ、二、三度地面に叩たたきつけられてようやく停止した。

「がはっ……ぐ、はぁ……!!」

　七なな瀬せは血を吐はいてうずくまった。

　圧あつ縮しゆくした空間を自分に向けて破は裂れつさせたのだ。死神の手をすり抜ぬけるにはそれしかなかったが、一いつ瞬しゆんの判断で力のセーブなどできなかった。

　痛みに息が詰つまった。視界がひどく揺ゆれる。だが寝ね転ころがっている場合じゃない。

　七瀬はもうろうとしながら体を起こし、右みぎ腕うでに突つき刺ささった剣けんの柄つかを摑つかんだ。

「ぅ……があああああああっ！」

　声をあげ、力ちから任まかせに剣を引き抜いた。筋肉や血管、神経、あらゆるものが引き千切られる激げき痛つうに、意い識しきが遠のきかける。薄うすれそうになる意識を傷口を圧あつ迫ぱくする痛みでどうにか現実につなぎとめ、七瀬は走り出した。

　どこに逃にげ、どう態たい勢せいを整えるかもわからない。頭の片かた隅すみに残る危き機き感かんに急せかされ、ただ止まることを恐おそれるように夢む中ちゆうで走った。

　足を止めたのは、目の前に真まっ赤かな壁かべが広がったからだ。

　臙えん脂じ色いろに燃もえあがる炎ほのおが、手を振ふるように焰ほむらを躍おどららせる。

「はあ……ぁ………」

　七瀬は呆ぼう然ぜんと立ち尽つくした。

　その灼しやく熱ねつの風のはるか向こうに、黒い獣けものがいる。どす黒い炎をたなびかせ、獣は細く笑った。

　死の執しつ行こう者しやがこのチャンスを見み逃のがすはずなどなかったのだ。

　獣の眼が白く燃えあがり、遠とお吠ぼえがあたりの音を吞のみ込んだ。全身を覆おおう禍まが々まがしい焰が爆ばく発はつ的に燃えあがり、無数の剣が棘とげのように体から突き出す。

　七瀬は空に放たれる黒い剣をぼんやりと目で追った。

　数千を数える剣の群れ。硬こう質しつで強きよう靭じんな刃。無む尽じん蔵ぞうで容よう赦しやない、唯ゆい一いつ七瀬に死をもたらす凶きよう器き。

　空をうめつくす膨ぼう大だいな剣を見上げ、彼はふっと笑った。

「なんだよ、遅おせえよ……」

　極きよく限げん状じよう態たいが鈍にぶっていた意識を覚かく醒せいさせる。

　七瀬はカッと目を見開き、黒い雨を仰あおいだ。

　当たれば即そく死し。だが恐おそれることはない。気流さえ見切れば紙かみ一ひと重えでよけられる。そして剣を放った後、獣には隙すきができていた。封ふう印いんするにはこのときしかなかった。

　これが最後のチャンスだ。

　七瀬はうなりをあげて飛とんでくる剣をかわしながら、黒こく炎えんの獣と一定の距きよ離りを保った。近づきすぎず遠すぎず、ひたすら避さけて反はん撃げきの機き会かいを待つ。音は消えていた。時間の感覚もない。感覚のすべてを剣の起こす微び細さいな気流に傾かたむけて、よけ続ける。

　最後の一ひと振ふりが地面に突き刺さった瞬間、七瀬は一直線に黒炎の獣へと駆かけ出した。

　獣は頭を垂たれ、浅く息をついていた。だらしなく開いた口から涎よだれが滴したたる。全身の火力も落ち、黒い炎も弱々しく揺ゆれるだけだ。

　いける──！

　死の執しつ行こう者しやは七なな瀬せに気づくと、ぎょっと動きを止めた。牙きばを剝むき、低く唸うなる。接近されることを恐おそれるように、前まえ脚あしを鞭むちのようにしならせて振ふりまわした。

　七瀬はそれを左手で弾はじいた。とたんに焼き鏝ごてを押おしつけられたような激げき痛つうが走る。だが構わない。腕うでの一本や二本くれてやる。封ふう印いんできればそれでいい！

　猛もう然ぜんと突つっ込んでくる七瀬の姿に、黒こく炎えんの獣けものは慄おののいたように息を吞のみ、

　ニタリと笑った。

「!?」

　そして。咆ほう哮こうがすべてを劈つんざいた。

　壮そう絶ぜつな音。絶ぜつ叫きようなど生なま易やさしい表現だ。鋭するどい音が無数の針のように鼓こ膜まくに突き刺さり、脳のう髄ずいを震ふるわせる。頭の割れそうな狂きよう気きの音に思わず七瀬の足が止まった。耳を塞ふさぐが、音は手をすり抜ぬけて鼓膜を引き千切る。どうにか視線をあげたその瞬しゆん間かん、目の前に黒炎があった。

「しまっ」

　しなった前脚が鉄てつ槌ついのように七瀬をなぎ払はらった。七瀬は数メートル吹ふき飛とび、炭たん化かした木に激げき突とつした。しかし勢いきいは削そがれず、何本もの木を巻まき込んで止まった。

　ボロ布のように七瀬の体が地面に落ちた。

「……っ、……ぁ……」

　キーン……と鋭い音が耳に鳴り響ひびいていた。ドクドクと脈打つ音が異い様ようにはっきり聞こえる。

　体を起こそうとするが、力が入らない。肩かたと耳のあたりが焼けつくように痛い。獣の爪つめがめり込んだらしく、信じられないくらい血が溢あふれ出ていた。

「ぁ……はぁ……っ……えげつなさ、健在……か……」

　あまりにも姿がかけ離はなれているので、大事なことを忘れていた。

　はじめから罠わなだったのだ。攻こう撃げきのあと隙すきを見せたのも、わざと。

　隙を作っておいて陥おとしいれる。人の嫌いやがることを見み出いだすのは昔から得意だった。どうやら実戦でも存分に活いかせるらしい。

　……お前ってそういう奴やつだよな。

　七瀬は瞼まぶたに浮うかぶ少女に小さく笑いかけた。

　────インク。

　封印を解くと告げたとき、インクは歓かん喜きに震えた。黒い瞳ひとみをギラギラさせ、暗い衝しよう動どうに薄うすら笑いさえ浮べた。……それなのに、眉まゆは不安げにさがり、瞳の奥おくに戸と惑まどいの色が揺ゆれた。

　きっと、インクは知らない。

　自分がそんな顔をしたことも。呪のろいの執行者としての本能と相反する気持ちがあることも。

　わかるはずがないんだ、口を開けば冗じよう談だんみたいに命を奪うばうことしか言わず、そう生きることを使命として作られたインクに。

　ズシュ……と音がして、焼けつくような熱ねつ風ぷうが七なな瀬せの頰ほおをなでた。

　炎ほのおの怪かい物ぶつが七瀬を見下ろしていた。

　獣けものの口が左右に裂さけ、白はく熱ねつする眼がギラギラと光った。だらりとたれた黒こく炎えんの尾おが硬こう質しつな物体へと変化していく。みるみるうちにそれは厚みのある黒い大たい剣けんへと変わった。

　死の執しつ行こう者しやは尾を高くあげ、七瀬めがけて無む慈じ悲ひに切先を振ふり下ろした。

　が、そのとき、無数の氷柱つららが獣の横っ面つらに激げき突とつした。

「ギギャアアアア!!」

　水蒸気がたちのぼり、この世のものとは思えない悲ひ鳴めいが響ひびき渡わたった。

「いつまで休んでいるつもりだ！　サポートしてやるからさっさと行け！」

　遠くで術じゆつ式しき陣じんを展てん開かいさせた壮そう吾ごが怒ど鳴なった。

　黒炎の獣にとって氷は相性最悪らしい。まるで害虫でも払はらうように氷柱を叩たたき落とし、怒いかり狂くるったように咆ほえた。

　七瀬は腕うでの力だけでどうにか体を押おしあげた。気力だけでよろよろと走り出す。

　こんな状じよう態たいでは長く走っていられない。時間をかければ、それだけ死ぬ確率があがる。だけどどうすればいい。あたりにはわずかに残った雑木林と焼け野原しかない。

　頭上を取るか、せめて獣の動きを止める方法は────

　はあはあ、と息を切らせながら七瀬は叫さけんだ。

「おい……、さっきの巨人出せ!!」

「あぁ!?」

「足場が足りないんだよ！」

「──ちっ、そういうことか！」

　頼たのんだ！　そう返そうとしたとき、熱風が肌はだをなでた。

「！」

　反射的に横転すると、鞭むちのようにしなった黒炎が空を切った。

　獣は前まえ脚あしを地面に叩きつけ、忌いま々いましそうに叫びをあげた。牙きばを剝むき出し、黒い涎よだれを飛ばず。その眼に理性などない。

　怒りと憎にくしみに白く燃もえあがる眼。他の感情など持たず、ただ激はげしい衝しよう動どうに突つき動かされ、破は壊かいと死を渇かつ望ぼうしている。そう存在するように定められたから。そうあるように作られたから。

　七瀬は顔をゆがめた。たまらない痛みに唇くちびるが戦慄わななく。

「もう、いいだろ……」

　はじまりは憎しみだったかもしれない。命を喰くらい尽つくすため、呪のろいの執行者として仕方なく現世に留とどまったのかもしれない。でも、それだけか？　俺おれたちの出会いはそんなに不幸なものだったか。毎日苦痛で辛つらいだけのものだったか。

　そうじゃない、それだけじゃないだろ。

「もう自由になっていいだろ、インク!?」

　俺おれもお前も。もう、呪のろいから自由になっていいはずだ。

　どちらかの死や破は滅めつではなく、違ちがう物語をはじめていいはずだ……！

　七なな瀬せは踵きびすを返し、焼け残った林の間に逃にげ込んだ。漂ただよいはじめた霧む氷ひようがその姿を隠かくすが、獣けものは正せい確かくに七瀬のあとをつけた。

　走るたびに七瀬の首から血が滴したたった。もう時間は残されていない。

「来いＭＰゼロ!!」

　そのとき、壮そう吾ごの声が響ひびき渡わたった。七瀬は迷まよわず雑木林を飛とび出した。

　建物を背に立つ壮吾が見える。その手前には輝かがやく光の絨じゆう毯たんが展てん開かいしている。

　黒こく炎えんの獣が七瀬を追って術じゆつ式しき陣じんの上を横切ったその瞬しゆん間かん、突然頭上から巨大なガントレットが現われた。霧む氷ひようを割さいて出現した巨大な手が、叩たたきつけるように獣を摑つかむ。

「ギャアアアアアアアア!!」

　絶ぜつ叫きようと水蒸気が凄すさまじい勢いきおいでたちのぼった。

　黒炎が弱まるが、霧氷の巨兵も同じだ。ガントレットが溶とけ、霧氷による再生も追いつかない。しかし騎き士しはもう一方の手で地上に横たえていた剣けんを摑むと、高らかに振ふり上げた。

　己おのれの危き機きに呪いの執しつ行こう者しやの眼がかつてないほど白はく熱ねつした。

　全身が爆ばく発はつするように黒炎を噴ふき上げ、騎士の腕うでが消し飛ぶ。煉れん獄ごくの炎ほのおはとどまることを知らず、霧氷の巨兵すら一瞬に水蒸気へ変えた。

　火力を収めると、獣は眼を細めてほくそ笑んだ。

　煉獄の炎に蹴け散ちらされ、周囲には水蒸気しかなかった。少し離はなれた所に人間がいるが、七瀬の姿はない。壮そう絶ぜつな炎に焼かれ、体が消し飛んだのだ────つと、黒炎の獣は疑問を抱いだく。

　少年に定めた死に様ざまは、『剣で一ひと突つきにする』ではなかったか。絶対運命支配は覆くつがえらない。それならなぜ少年はいない？　なぜ炎で消し飛んでしまったのか？

「こっちだ！」

　突とつ如じよ、頭上から声が響いた。

　水蒸気の上。建物よりも高く。雲さえも越こえたはるか天空。

　七瀬は、そこにいた。

　巨兵が剣を振り上げたとき、その切先に乗り、振り上げる勢いきおいを借りて空高く飛びあがっていたのだ。

　今、七瀬の眼下には獣の首に薄うす青あおく輝く封ふう印いんの基板がはっきり見える。

　獣が七瀬に気づき空を仰あおいだ。

「────帰るぞ、インク」

　地平から昇った太陽に照らされ、七瀬の姿ははっきりと見えたはずだ。黒炎の獣にとっても最大のチャンス。しかし獣は何かに押おさえつけられたように動きを止めた。

　それが、インクからの答えのような気がした。

「おおおおおおおおお！」

　七なな瀬せは黒こく炎えんの獣けものの頚けい椎ついに拳こぶしを叩たたき込んだ。

　炎ほのおに腕うでが焼かれ、ジッ……と肉の焦こげる匂においと薄うす煙けむりがあがった。だが掌てのひらには別の感覚がある。

　ひんやりとした、術じゆつ式しき陣じん特有の柔やわらかで清せい廉れんな冷たさ。

　呪のろいの執しつ行こう者しやに埋うめ込まれた封ふう印いんが七瀬の炎プロクスに反応し、青く光る。そのエネルギーは一気に爆ばく発はつし、巨大な光の波は紋もんとなって閃ひらめいた。

　とたん、七瀬は全身の血を抜ぬかれるような感覚に襲おそわれた。目眩めまいがして、急に力が入らなくなる。

　炎プロクスだ。体中を巡めぐる炎プロクスが急きゆう激げきに消しよう費ひされていく────

　能力ちからが、消える。

　やっと手に入れた力が。生まれ持っていたはずの、本当の力が。鮮せん明めいに見えていた大気の流れがかすみ、世界が色いろ褪あせていく。惜おしくないなんて言えない。ずっとほしかった、ずっと憧あこがれてきたもの。こんな大きな力が自分にあるとわかって本当に嬉うれしかった。

　でも、後こう悔かいしない。

　七瀬はキッと顔をあげ、自ら炎プロクスを封印に注そそぎ込んだ。その意志に応こたえるように青く輝かがやく文字が走る。爆発的に式が展てん開かいし、文字と式が呪いの執行者の体を包む。

　黒炎の獣が狂くるったように跳はねた。

　七瀬は必死にその背にしがみついた。目眩がひどくなり吐はき気がする。指の感覚も薄い。でもこの手は絶対に離はなさない。

　変えると決めた。俺おれが変えると決めたんだ……！

　もう誰だれかの決めつけた言葉に縛しばられない。誰かのルールで生きてなどいかない。ここからは俺が決める。俺たちが選ぶんだ！

　──だから、帰ってこい……！

　炎の熱ねつはもう感じない。焼けつくような痛みさえなかった。もうろうとする意い識しきのなかで、青白い術式の光が寄り集まるのが見えた。それにあわせて、黒い炎は勢いきおいを失い、小さくなっていく。式と異国の文字が溶とけあい、砂のような物質に変化していくのを見つめながら、七瀬の意識は途と切ぎれた。
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　柔やわらかな雨がしとしと降っていた。雨だれの音が小気味よく屋根や葉を打ち、砕くだけては土つち臭くさい雨の匂においを運ぶ。久しぶりの、梅つ雨ゆらしい雨だった。

　彪あや女めは窓まど辺べに腰こしかけて、音もなく降り続く雨を眺ながめていた。

　アイリス女じよ学がく院いんのその一室から学院の周辺がよく見える。学院を囲む豊かな緑。蛇だ行こうするように伸のびる道。そして、焦しよう土ど。

　演習場は無残に焼け焦こげ、塗ぬりつぶしたように黒い空白地帯を作っていた。雨の匂いに溶とけて、まだかすかに焦げ臭くさい匂においも残っている。

「失礼します」

　ふとノックが聞こえ、糸いと原はらが部屋に入ってきた。

「様よう子すはどうですか」

　彪女は小さくかぶりを振ふり、ベッドに視線を移した。

「一度起きたんだけど、すぐ眠ねむってしまって」

　糸原は顔をしかめ、同じように窓辺のベッドを覗のぞき込んだ。

　ベッドには七なな瀬せが眠っている。ひどい火傷やけどで全身包帯にくるまれ、首には巨大なガーゼがはりついている。

「変ですね、危き篤とく状じよう態たいはとっくに脱したんですが。もういい加か減げん目を覚ます頃ころですよ。──いっそ毒どく針ばりでも刺してみますか？　カンフル剤になっていいかもしれませんよ」

　糸原が言うと冗じよう談だんにも聞こえない。彪女は笑いながら首を振った。

「いいの、寝ねかせてあげて。それより、そちらはうまくいった？」

　糸原は真ま面じ目めな顔つきに戻もどると、疲つかれたように頷うなずいた。

「ええ。『謎なぞの襲しゆう撃げき者しや』は、壮そう吾ごとこの少年の働きで消しよう滅めつしたことになっています。上層部は疑いすら抱いだいていません。あれだけ禍まが々まがしいものが一いつ瞬しゆんで消えれば、疑う方が難むずかしいでしょう」

「でも壮吾は？　門兵や警けい備びの人を襲おそったでしょう？　……あの『本』も持ち出したのよ」

「緊きん急きゆう措そ置ち、だそうです。説明する時間もなく、半はん端ぱな能力者は足手まといと判断した……本人が平然と証言してました。門兵たちへの暴ぼう行こうも気絶させた程度ですから、反論するのはまず難しいでしょう」

「そう、よかった……」

「よくありません」

　ほっと胸むねをなでおろす彪女に、糸原がぴしゃりと言った。

「おそれながら。生前、先代のイヴは、分家の襲撃を〈先せん見けん〉されておられました」

「え、お祖ば母あさまが……？」

「はい。もちろんこれは極ごく秘ひです、私以外誰だれも知りません。……私は、先代の命により不ふ穏おん分子を炙あぶりだすため動いていました。分家が聖せい域いきに踏ふみ込めば、これ以上の証しよう拠こはありませんから。僭せん越えつながら、貴方あなたの地位を磐ばん石じやくにすべく計画はつつがなく進行していました」

　そこまで言うと、糸いと原はらは苦く悶もんに顔をゆがめた。

「イヴ、なぜ分家などかばわれたのです……！　あと少しで、何なん人ぴとにも手出しのできない守りと平安をお約束できました！　今回は運が良かっただけです。目もく撃げき者しやもなく、当事者が口をつぐむことで一応の体てい裁さいは保てました。しかし今後分家が裏うら切ぎらないと言えますか、そうしないという確かく約やくがどこにありますか!?　貴方あなたは大変な爆ばく弾だんを抱かかえることになってしまった……！」

　イヴを襲おそった壮そう吾ごの罪つみは重いが、『東雲しののめ家け』を揺ゆるがした七なな瀬せの罪はもっと重い。その隠いん滅ぺいに手を貸した彪あや女めも同罪だ。壮吾がこれをネタに糾きゆう弾だんすれば、失しつ脚きやくは免まぬがれない。

　そうね……、と呟つぶやき、しかし彪女は言った。

「でもね、糸原。私今すごく幸せなの」

　困難な状じよう況きようにあることはわかっている。これから険しい道を行くことになるだろうことも。

　それでも彪女は笑った。

　彪女はもう恐おそれない。〈先せん見けん〉の見せる絶対の事実を前にしても、逃にげることをせず、自みずから戦うことを選ぶだろう。──それが糸原には不安でたまらなかった。

「……私は貴方様が心配でなりません」

　彪女は目を伏ふせた。

「ごめんなさい。これから貴方にもたくさん迷めい惑わくをかけると思う。危険な目にも遭あわせてしまうかもしれない。……貴方が嫌いやなら、いつでも私のもとを去っていいのよ？」

　彪女が囁ささやくように言うと、糸原の目に決然とした光が浮うかんだ。

「いいえ。私は貴方の影かげです。どこまでも共に参まいりましょう。それに、こんなむちゃくちゃな奴やつが側そばにいるなら、なおさら離はなれられません」

　糸原はベッドで眠ねむる少年に視線を投げ、深いため息をこぼした。

「まったく、誰のせいでこんなことになったと思ってるのか……。イヴに看病までさせて、いい身分だわ。──そのうえ東雲のあり方までひっくり返すなんて、とんだ無能力者よ」

「ふふ、本当にそうね」

　彪女は微笑ほほえみ、七瀬に温あたたかな眼まな差ざしを向けた。

　数時間前、彪女は正式にイヴの名を継つぐことを表明した。同時に、能力封ふうじの刺青いれずみを廃はい止しすることを宣言した。

　混乱がなかったわけではない。特に上役たちからの反発は想像以上だった。それでも宣言を押おし切れたのは、現げん状じようのおかげに他ならない。

〈先見〉の通用しない『謎なぞの襲しゆう撃げき者しや』。その存在は、〈先見〉とそのシステムに絶対の自信を誇ほこっていた東雲家に、想像を絶する恐きよう怖ふを与えた。そんなものが存在するだけならまだしも、本家を襲撃されたとあっては、とんでもない醜しゆう態たいだ。今回の件が世間に知れれば、東雲家の信用に関かかわる。

　もはや身内で争っている場合ではない。一刻も早い周辺の復ふつ興こうと、さらに精度の高い〈先せん見けん〉を得るシステム構こう築ちくが急務となっていた。

「『強き者が古き世界を打ち砕くだく』……」

　先代イヴが残した、謎なぞの遺ゆい言ごん。彪あや女めは、今ならその意味がわかる気がした。

　もしかしたら、先代のイヴはこの結果を〈先せん見けん〉できていたのかもしれない。それでも意味深な遺言しか残さなかったのは、未来を彪女たちに託たくしたかったからかもしれない。〈先見〉に頼たよらず拓ひらける、本当の未来を。その手に無限の可能性があることを伝えるために──。

　彪女は七なな瀬せを起こさないように、そっとその頰ほおに触ふれた。

「今度は私たちが変わる番ね」

　きっかけはもらった。〈先見〉の力で結果をねじ伏ふせる時代は終わったのだ。

　これからは日々意見を交わし、ぶつかり合って積み上げていく。そうすれば未来は自然と変わっていくだろう。これからは自分たちしだいなのだ。

　七瀬のまわりも少しずつ変わっていくだろう。彼はそれを勝ち取ったのだ。きっと素す晴ばらしい明日あしたが待っている──

　しかし、そんな未来への希望はあっさりと打ち砕かれることになる。

　迫せまりくる危き機きに〈先見〉の能力ちからが自動的に働き、彪女にある未来を見せた。

「イヴ？　どうかなさいました？」

　異変に気づいた糸いと原はらが声をかけた。しかし彪女は返事をすることができなかった。

　あまりに恐おそろしい未来に声も出ない。彪女は震ふるえあがり、顔面蒼そう白はくになって叫さけんだ。

「七瀬……っ！」

　七瀬の肩かたを揺ゆすり、胸むねを叩たたく。

「七瀬起きて、大変よ！　どうしよう七瀬!!」

　悲ひ鳴めいのような声に七瀬は薄うす目めを開けた。

　寝ねぼけていた七瀬だったが、切せつ迫ぱくした彪女の表情に一気に眠気が消し飛とんだ。

「どうした……!?　まさかまだ何か」

「明日テスト」

「──へ？」

「明日、期末テストよ……！」

　彪女の瞳ひとみが金色に強く輝かがやきだした。

「貴方あなたは今まで勉強をサボっていたツケを払はらおうと、必死に勉強する。だけど試験範はん囲いは恐おそろしく広くて、夜の三時を過ぎてもまだ終わらない。このままでは七瀬、貴方は赤点」

「うわああああ!?　ちょっ!!　そんなこと〈先見〉の力使って言うな！」

「なんてこと！　遅ち刻こくもするのね！　机に向かうたび邪じや魔まがはいって、それから」

「待った待った！　大だい丈じよう夫ぶだ！　ていうかそんな〈先見〉するくらいならいっそテスト問題の答えをですね！」

　たたみかけようとした七なな瀬せの肩かたを、ポン、と叩たたく者があった。

　七瀬はぞっとした。

　恐きよう怖ふに息を吞のむ。ゼンマイの切れかけたおもちゃのようにカタカタと背後を振ふり返ると、

「七瀬、うるさい」

　毛布のなかで丸まって寝ねていたはずの少女が、むすっと七瀬を睨にらんだ。

　漆しつ黒こくの髪かみと同じ色の瞳ひとみ。頭の高い位置で結んだポニーテールに、トレードマークのかぼちゃパンツ。しかしその首に下がっているのは重苦しい鎖くさりではない。

　砂岩色の細い輪をいくつも重ねた豪ごう奢しやな首くび飾かざりが少女の首を彩いろどっている。

　その姿は何者にも捕とらわれない、奔ほん放ぽうな精ジ霊ンそのもの。いたずらを愛あいし、気まぐれに人を助ける、心根の優やさしい精ジ霊ン。──だが今、その目は完全に据すわっていた。

「あっ……、あれー？　インクさん、起こしちゃったかなあ……？」

　冷や汗だらだらな七瀬に、インクは甘あまく微笑ほほえんだ。

「七瀬疲つかれてるよね。グロッキーだよね。……ゆぅーくり、休ませてあげる……★」

「いや元気だから！　もうめちゃくちゃ元気すぎて三日三晩寝なくてもいいくらいで──やめっうわあああストップ！」

　問答無用にインクが七瀬に飛とびつく。

　チリン、とネックレスが透すきとおった音をたてて、青白い火花が爆はぜた。





終わり












　　　あとがき




　このお話を書くにあたってアイデアをまとめたメモがあるのですが、最初のページにこんな言葉が力いっぱい書いてありました。

『ラブコメ偽ぎ装そう！』

　……なんでそんなこと書いた？　ラブコメはいいけど、偽装って何。一体どこに向かっていたんでしょう。当時の混乱ぶりが窺うかがえます。本作は偽装なく、純ラブコメ成分が入っておりますので、これから本文を読まれる方は安心してお楽しみください。




　はじめまして、近おう江み泉いず美みと申します。

　少年マンガやゲームで育ち、昔からジャンルを問わず王道というのが大好きでした。と言いつつ、王道は腕の良い作家さんの作品を読むからいいんだ、と今までは見たり読んだりが専門でした。いざ書いてみるとすごく面白い作業で、こんな楽しく書いてていいのかな、と心配になるくらい自由に書かせていただきました。

　しかも編集者さんのアドバイスが的確で、何より何気ない一言がすごく面白く、インスピレーションもらいっぱなしでした。

　まったく、憎らしいかぎりです。

　小説家といえば編集者とバトル（あれ、違う？）です。「ここはこうだろ！」「いえ、こうじゃなきゃダメなんです！」──みたいな熱あつい打ち合わせに密ひそかに憧あこがれていたのに、これではバトルに発展できません。屋上で殴なぐり合ったり、河原かわらでの果し合いだなんて夢ゆめのまた夢です。

　あまりにくやしいので、今の言葉百倍面白くして返してやるんだから！　と、途中から変な闘とう志しを燃もやしていました。この気持ちが作品に反映されていると嬉うれしいのですが。

　せっかくなのでちょっとだけ裏話をしますと、インクは違う外見だったものを編集者さんにアドバイスいただいて今の姿にしました。よく「キャラクターが勝手に動く」という表現がありますが、ちっちゃくなったインクの破天荒さには、作者ですら何をしでかされるかドキドキでした。でも、どんな重苦しい場面も破は壊かいしてくれるインクがいたからこそ、この話を書きあげることができたのだと確信しています。




　実をいえば、先ほどから申しあげている編集者さんこと、三み木き一かず馬まさんがいなければ、インクどころか私が存在していなかったりします。

　きっかけは電撃小説大賞でした。こちらは応募総数五千作品を超こえる、とても大きな賞ですが、一次選考通過者にはもれなく選評が届くという大変太っ腹な賞なのです！　そんな魅み力りよく的てきな謳うたい文句に釣つられて、私もまんまと応募したのでした。

　応募作は落選してしまいましたが、後日届いた、驚おどろくほど丁てい寧ねいなアドバイスのついた選評は今も私の宝物です。

　そして、選評のこともすっかり忘れた、ある寒い夜。携けい帯たい電でん話わに不思議な留守電が入っていました。知らない人の名前（自分のＰ．Ｎでした……）言ってるし、なんだろこれー、とほろ酔よいで聞いたメッセージが小説家への第一歩になろうとは、今振り返っても驚くばかりです。

　nyanyaさんに透とう明めい感かんのある、かわいらしいイラストまで描いていただけて、間違いなく運は使い果たしました。あとは行けるところまで走るまで。




　ここまでお付き合いくださって、どうもありがとうございました！

　少しでもあなたをドキドキさせることができたなら、これ以上嬉うれしいことはありません。

　それでは、またどこかで。


二〇一二年三月二日　　　近江　泉美
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近おう江み泉いず美み

あきっぽい性格ですが、どういうわけか文章だけは綴り続けてきました。やめようと思ったこともありますが、やめられなかった。一生何か書いてるんだろうなと思います。東京都在住。しっかり者のフリをした超うっかり者。ギャップがひどいと大評判です。
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イラスト／nyanya

猫とロリが好きなイラストレーター。ゲームキャラクターデザイン、挿絵、イラストなどいろいろ活動しています。

ＨＰ：猫の温泉『http://nyanyaling.exblog.jp/』
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